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Ｒ
一
九
五
一
年
、
グ
ー
テ
ソ
ペ
ル
ク
「
経
誉
經
濟
學
原
理
」
第
一
巻
、
生
産
論
、
第
一
版
Ｂ
・
の
Ｅ
肩
口
房
鼠
の
２
口
巳
穏
の
口
四
の
尉

罵
風
の
冨
乱
号
・
ぽ
凰
厨
］
の
可
局
》
目
ｂ
】
の
祠
同
◎
昏
昏
・
ロ
》
Ｈ
・
跨
昌
・
届
臼
）
が
發
行
さ
れ
る
と
、
西
ド
イ
ツ
で
は
こ
れ
を
め
ぐ
っ
て
花
＃

し
い
方
法
論
季
が
展
開
さ
れ
、
さ
ら
に
、
一
九
五
三
年
、
「
費
用
曲
線
の
経
過
と
そ
の
基
礎
づ
け
に
つ
い
て
」
Ｓ
・
の
巨
厨
目
冨
薗
ご
冨
匙
の
ｐ

ご
国
昏
具
ｑ
・
口
民
・
囮
扁
鳥
月
忌
口
目
：
骨
の
国
樹
日
日
目
、
》
国
康
同
障
温
四
・
国
の
津
閂
）
と
題
す
る
一
論
文
に
つ
い
て
、
グ
ー
テ
ン
ペ

ル
グ
が
「
傅
統
的
費
用
理
論
」
批
判
の
口
火
を
切
る
や
、
再
び
－
１
本
質
的
に
は
方
法
論
争
に
接
綴
し
て
１
－
餐
用
論
孚
が
葱
き
起
さ
れ

（
１
）

た
こ
と
も
最
早
や
周
知
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
論
宰
の
成
果
を
う
け
て
、
一
九
五
五
年
に
、
グ
ー
テ
ン
ペ
ル
グ
は
「
経
管
經
濟
學
原
理
」

第
一
巻
、
生
産
論
、
第
二
版
Ｓ
・
の
回
§
冨
員
の
日
日
国
伽
の
口
凸
の
凶
巌
風
呂
、
司
冒
ｍ
・
冨
篇
］
の
彦
忌
白
・
貝
の
句
吋
＆
烏
國
・
口
・
ロ
・
曾
量
・

俘
場
ｓ
を
刊
行
し
１
１
問
、
同
年
「
經
菅
経
済
學
原
理
」
第
二
巻
、
販
賓
論
、
第
一
版
（
国
・
の
巨
厨
目
序
鼠
の
２
回
昌
國
鳴
口
』
の
風
屏
風
・
’

收
盆
法
則
と
經
掻
愛
用
（
内
藤
）

九
五

收
鐡
法
則
と
經
誉
費
用

￣

ｌ
グ
ー
テ
ン
ペ
ル
ク
の
生
産
Ⅱ
費
用
理
論
を
中
心
に
し
て
Ｉ

内
藤
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Ａ
〔
α
〕
、
あ
ら
ゆ
る
譽
蕩
の
意
義
陸
「
有
形
財
」
｛
（
○
感
蔚
…
…
宮
曾
亘
ｌ
「
寳
物
財
」
（
の
…
：
）
．
あ
る
い

は
「
質
物
緯
」
（
、
画
・
匡
風
…
）
ｌ
の
生
産
ま
た
傭
、
一
無
形
財
」
（
○
賃
…
…
臥
些
曾
亘
ｌ
「
用
役
」
〔
口
…
）
、

あ
る
い
ば
「
用
役
給
付
」
ｅ
瀞
…
厨
冨
・
銅
）
ｌ
の
薦
に
あ
る
と
す
る
．
「
葛
財
」
を
蓋
す
る
馨
（
「
叢
譽
」
（
（
…
圓

目
ｍ
ｍ
ｒ
ａ
の
Ｆ
）
、
「
加
工
經
誉
」
（
ぐ
の
局
』
の
一
目
い
…
目
の
巴
、
「
製
造
經
瞥
」
（
句
・
ａ
彊
口
、
、
》
‐
岡
島
乱
丙
昌
・
口
、
》
‐
句
同
・
」
巨
頁
・
口
、
序
風
の
ご
）

を
「
賢
物
給
付
經
警
」
（
の
眉
匡
①
厨
日
ロ
、
②
冨
且
①
房
）
と
言
い
、
「
用
役
」
を
提
供
す
る
經
誉
（
商
業
經
管
、
銀
行
經
誉
ハ
迩
遥
經
管
、

保
瞼
會
肚
、
信
託
含
肚
）
を
「
用
役
給
付
經
瞥
」
（
ロ
①
ロ
の
二
⑥
厨
日
ロ
い
ぃ
席
日
の
汀
）
と
言
う
。
「
質
物
給
付
經
螢
」
で
「
質
物
財
」
を
生

論
の
地
位
を
明
ら
か
に
す
る
。

九
六

ヶ
、
ョ
時
厨
堅
鳳
厨
房
百
局
》
ロ
ロ
日
シ
ゲ
圏
薗
閂
・
シ
ロ
室
．
乞
囲
）
刊
桶
ト
ー
そ
の
第
一
一
版
の
序
文
で
、
「
私
は
、
も
う
一
度
あ
ら
ゆ
る
經

督
経
済
的
お
よ
び
國
民
経
済
的
論
搬
を
考
慮
し
た
後
に
、
既
に
第
一
版
で
述
べ
た
收
盆
法
則
に
對
す
る
私
の
疑
念
が
正
當
な
も
の
で
あ
る

（
３
）

と
言
う
確
信
に
到
達
し
漠
と
述
べ
て
、
判
然
と
「
收
盆
法
則
は
エ
業
生
産
に
と
っ
て
代
表
的
な
も
の
と
は
見
徹
し
得
な
い
」
と
断
言
し

第
一
一
部
「
結
合
過
程
」
の
部
分
を
可
成
り
修
正
し
て
彼
の
理
論
的
主
張
を
明
確
に
し
、
か
つ
髄
系
化
し
た
。
か
く
て
、
グ
ー
テ
ン
ペ
ル
ク

に
よ
る
收
盆
法
則
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
基
礎
と
す
る
傅
統
的
な
「
饗
用
経
過
」
（
【
◎
鳥
目
ぐ
の
Ｈ
一
目
Ｃ
Ｔ
「
饗
用
形
成
」
（
【
◎
異
の
ロ
、
⑦
の
画
一
白
目
、
）

の
批
判
、
お
よ
び
エ
業
生
産
に
と
っ
て
代
表
的
な
も
の
と
主
張
す
る
。
い
わ
ゆ
る
「
Ｂ
型
生
産
函
数
」
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
土
斑
と
す
る

「
愛
用
経
過
」
の
直
線
性
、
を
導
出
す
る
論
理
的
構
造
と
そ
の
賢
践
的
意
義
を
、
杏
さ
ら
に
突
き
進
ん
で
、
論
理
構
造
そ
の
も
の
の
中
に

見
紛
う
べ
く
も
な
い
震
浸
透
し
て
い
る
魂
薇
認
識
を
、
ｌ
彼
の
經
篝
濟
學
の
全
髄
総
繼
と
方
法
論
的
特
質
を
藷
に
置
き
な
が
ら
ｌ

浮
彫
に
す
る
こ
と
が
、
こ
の
小
論
の
課
題
で
あ
る
。

目
先
づ
、
グ
ー
テ
ン
ペ
ル
ク
の
使
用
す
る
基
礎
的
諸
概
念
と
、
彼
の
「
經
誉
経
済
學
原
理
」
の
全
艘
榊
造
、
お
よ
び
生
産
Ｉ
費
用
理

●



と
こ
ろ
で
、
「
斑
物
財
」
の
生
産
お
よ
び
「
用
役
給
付
」
の
準
備
の
た
め
に
は
、
「
人
間
努
伽
給
付
」
（
Ｂ
ｇ
ｍ
ｏ
目
・
毒
の
宵
亙
厨
一
の
厨

日
□
ぬ
の
口
）
と
「
經
管
あ
る
い
は
帯
働
手
段
」
（
脾
【
庁
冒
‐
・
』
・
開
庁
感
の
す
の
具
厨
］
）
と
を
「
生
産
的
結
合
」
に
結
び
付
け
ね
ば
な
ら
な
い
。

ｂ
、
、
、

さ
ら
に
、
「
質
物
給
付
生
産
」
、
と
く
に
「
製
造
經
誉
」
が
問
題
に
な
る
場
合
に
は
、
上
述
の
一
一
要
素
の
外
に
、
「
材
料
」
（
ヨ
①
同
斤
、
［
・
＄

が
必
要
で
あ
る
？
「
努
働
給
付
」
、
「
經
蟹
手
段
」
、
「
材
料
」
は
「
生
産
要
素
」
（
胃
・
」
呂
牙
・
司
鳥
一
・
局
目
）
と
云
わ
れ
、
そ
れ
ら
は
、

「
經
督
給
付
生
産
過
程
」
を
織
成
す
る
エ
レ
メ
ン
ト
で
あ
る
が
故
に
、
經
誉
の
「
基
本
的
諸
要
素
」
（
国
の
日
目
目
駐
再
・
局
口
）
と
呼
ば

、
．
、

れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
努
働
給
付
」
お
よ
び
「
經
管
手
段
」
の
外
に
「
材
料
」
要
素
を
も
包
含
し
て
い
る
「
經
螢
給
付
生
産
」
が
一
‐
生
産
」

、
、

（
４
）

（
勺
別
。
』
（
民
二
．
曰
）
で
あ
る
。
（
「
生
産
」
は
「
經
螢
給
付
生
産
」
の
下
位
概
念
）

⑥
ａ
、
基
本
的
要
素
（
の
努
働
給
付
、
⑰
經
管
手
段
、
⑪
材
料
）

の
努
働
給
付
○
經
菅
に
於
け
る
人
間
努
働
給
付
は
、
根
本
的
に
相
互
に
異
っ
た
一
一
種
類
の
努
働
給
付
に
分
割
さ
れ
る
。
「
對
象
開
運
的

努
働
給
付
」
（
・
唾
の
再
席
画
・
瓜
の
ロ
の
曾
席
旨
一
の
厨
冒
口
、
目
）
と
「
管
理
的
努
働
給
付
」
（
＆
、
勺
・
凰
牙
２
百
国
厨
一
の
厨
日
ロ
、
８
）
。
前
者
は
、

１
－
管
理
的
ｌ
指
示
的
性
質
の
も
の
で
憾
な
く
て
ｌ
給
付
生
産
給
付
質
現
財
務
問
題
と
直
接
に
閲
連
し
て
い
る
如
き
す
べ
て
の
活

動
で
あ
る
。
「
管
理
的
努
働
給
付
」
は
、
經
誉
過
程
の
指
示
お
よ
び
管
理
と
閲
連
す
る
努
働
が
問
題
に
な
る
時
に
現
れ
、
後
述
す
る
如
き

特
殊
な
「
結
合
職
能
」
の
故
に
、
基
本
的
要
素
た
る
努
働
給
付
さ
ら
分
離
さ
れ
て
第
四
の
要
素
と
さ
れ
る
。

收
盆
法
則
と
經
蟹
概
用
（
内
藤
）

九
七

産
し
、
「
用
役
給
付
經
菅
‐

れ
た
「
変
物
財
」
の
販
箇
．

お
よ
び
他
人
資
本
）
の
調
一

領
域
」
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

「
用
役
給
付
經
菅
」
で
「
用
役
」
を
準
備
す
る
こ
と
を
「
經
誉
給
付
生
産
」
（
ず
の
風
の
罠
・
彦
の
房
尉
日
ロ
恩
の
厨
肩
一
一
目
、
）
》
生
産
さ

輿
物
財
」
の
販
箇
お
よ
び
「
用
役
」
の
引
受
を
「
經
瞥
給
付
資
現
」
（
庁
［
国
・
臣
・
ず
の
Ｆ
】
⑩
目
。
、
…
ョ
の
旨
口
、
）
、
資
本
（
自
己

四
人
資
本
）
の
調
達
と
運
用
を
「
財
務
領
域
」
（
｛
目
目
圏
①
臣
の
の
目
畔
の
）
と
言
い
、
し
た
が
っ
て
の
經
醤
は
上
述
の
一
一
一
大
「
部
分



ｂ
、
「
管
理
的
要
素
。
」
（
＆
召
。
⑳
威
息
観
再
・
尉
呂
）

基
本
的
要
素
を
結
合
し
て
生
産
的
結
合
な
ら
し
め
る
人
ま
た
は
そ
の
グ
ル
ー
プ
を
第
四
の
生
産
要
素
と
な
し
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の
給

付
能
力
に
「
要
素
結
合
」
の
成
果
は
、
基
本
的
要
素
そ
れ
自
身
の
性
質
に
劣
ら
ず
依
存
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
第
四
の
、
附
加
的

要
素
は
「
管
業
Ⅱ
經
管
指
導
」
（
の
⑩
胃
闘
博
‐
Ｆ
Ｆ
ａ
８
“
］
の
冒
口
、
）
と
云
わ
れ
る
。
（
「
市
場
經
濟
髄
制
」
（
日
日
岸
劃
日
円
冨
竺
・
言
“

の
］
叩
圓
巳
に
於
て
は
、
原
則
と
し
て
か
出
る
結
合
職
能
は
、
企
業
家
に
委
ね
ら
れ
る
。
）
こ
の
「
鶯
業
Ⅱ
經
螢
指
導
」
な
る
要
素
は
、

「
多
層
的
な
鰐
成
魑
」
（
の
旨
く
｝
の
］
ｍ
・
臣
。
富
、
の
⑭
○
○
臣
』
唾
で
あ
る
、
と
一
一
一
一
口
う
。
す
な
わ
ち
、
「
瞥
業
Ｉ
經
螢
指
導
」
は
、
先
づ
根
本

に
於
て
、
い
か
な
る
合
理
的
圖
式
に
於
て
も
把
握
さ
れ
得
な
い
一
つ
の
内
包
的
な
大
き
さ
で
あ
る
。
内
包
的
な
大
き
さ
と
云
う
の
は
、
こ

の
第
四
の
要
素
が
衝
動
の
ト
レ
ー
ガ
ー
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ｑ
醤
業
Ｉ
經
衝
指
導
」
の
個
性
）
こ
れ
が
、
第
四
要
素
の
「
非
合
理
的
根

抵
」
、
「
非
合
理
的
層
」
を
な
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ま
た
「
瞥
業
Ｉ
經
蒼
指
導
」
は
、
「
合
理
的
層
」
を
も
つ
。
す
な
わ
ち
、
計
遜
的
な

事
前
的
考
慮
が
錦
わ
れ
な
け
れ
ば
、
い
か
に
弧
い
個
人
的
衝
動
も
い
か
に
大
き
な
經
誉
政
策
的
目
標
設
定
も
効
果
を
生
じ
な
い
。
「
計

遜
」
と
は
、
經
螢
過
程
、
販
責
過
程
、
財
務
領
域
を
偶
然
性
か
ら
解
放
す
る
こ
と
で
あ
る
ｐ
大
經
管
に
於
て
は
、
組
綴
的
に
燭
立
化
し
た

本
物
材
』
と
し
て
利
用
さ
る
ぺ

る
時
に
健
材
料
で
あ
り
得
る
。
）

九
八

⑰
労
働
お
よ
び
經
萱
手
段
。
努
働
Ⅱ
Ⅱ
經
螢
手
段
と
は
、
經
誉
給
付
生
産
、
と
く
に
「
生
産
」
の
技
術
的
前
提
を
な
す
す
べ
て
の
設
備

で
あ
る
。
（
か
上
る
要
素
は
、
經
螢
給
付
資
現
、
財
務
の
領
域
に
於
て
も
見
出
さ
れ
る
。
不
動
重
機
槻
、
工
兵
な
ど
、
及
び
、
經
螢
を
し

て
作
返
釆
能
力
あ
ら
し
め
、
縦
踵
符
し
う
る
た
め
に
必
要
な
補
助
針
脚
椚
な
ど
。
）

「
』

、
、

伽
赫
温
柄
。
針
卿
科
要
素
は
「
製
造
經
誉
」
に
於
て
の
み
見
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
製
品
生
産
の
た
め
の
「
出
發
お
よ
び
基

本
物
材
』
と
し
て
利
用
さ
る
べ
く
豫
定
さ
れ
て
い
る
す
ぺ
て
の
原
料
、
半
製
品
、
完
製
品
で
あ
る
。
（
魔
物
も
新
製
品
の
構
成
部
分
に
な



｡

計
鍵
部
門
が
形
成
さ
れ
」
原
初
的
に
は
第
四
要
素
そ
れ
自
身
に
蹄
圏
す
る
任
務
が
し
そ
れ
に
委
ね
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
か
く
て
』

「
計
礎
」
は
ｌ
特
殊
な
生
霞
要
素
と
し
て
緬
握
す
る
時
に
健
ｌ
「
原
始
的
震
素
」
で
は
な
く
て
、
第
四
要
素
か
ら
の
「
派
生
的
要

素
」
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
經
蒼
政
策
的
に
意
欲
さ
れ
た
も
の
を
「
計
避
」
と
云
う
合
理
的
圃
式
に
注
ぎ
込
む
の
み
な
ら
ず
、
計
遡
さ
れ
た

も
の
を
經
管
そ
れ
自
身
に
於
て
責
施
し
、
形
成
す
る
こ
と
も
「
誉
業
Ｉ
經
誉
指
導
」
の
任
務
で
あ
る
。
こ
人
に
、
第
四
要
素
の
「
形
成
ｌ

責
行
力
」
（
ぬ
①
⑪
画
一
（
の
己
‐
『
。
Ｅ
①
庁
①
且
①
尻
目
津
）
が
明
瞭
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
目
的
の
た
め
に
、
「
鶴
業
Ｉ
經
誉
指
導
」
は
、
経

・
誉
事
象
を
管
理
す
る
任
務
を
負
う
人
斉
に
そ
の
命
令
Ⅱ
川
指
示
槽
能
の
一
部
を
委
託
す
る
。

そ
の
際
物
鶉
學
段
も
利
用
さ
れ
る
．
む
る
鑿
薑
慧
が
「
譽
鶏
」
ｌ
「
鑿
Ｉ
經
醤
指
蝋
』
の
延
長
さ
れ
た
腕

ｌ
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
「
醤
組
織
」
も
臓
始
的
な
も
の
で
な
く
「
派
生
的
璽
素
」
で
鬘
以
上
．
「
生
鍾
興
蕊
の
髄
系
」

は
．
「
基
本
的
要
素
の
鰄
系
』
ｌ
議
給
付
．
鑿
手
段
材
料
お
よ
び
第
四
の
「
葛
的
蕊
素
」
、
「
醤
業
「
鑿
指
鱒
」
か
ら
鱗

成
さ
れ
、
さ
ら
に
、
後
者
か
ら
の
「
派
生
的
要
素
」
と
し
て
「
計
謹
」
と
「
經
蒼
組
織
」
が
存
在
す
る
と
さ
延
麺
。
．

Ｂ
、
「
篝
給
付
篝
に
鵬
漣
す
る
問
題
ｌ
「
纏
慧
濟
讓
蝋
」
、
第
一
繕
「
生
溌
諭
」
、
『
鑿
絡
付
蜜
現
」
ｌ
第
二
繕
「
賑

寳
愈
．
「
財
務
震
」
の
讃
問
題
’
第
三
巻
（
未
刊
行
）
で
鰯
る
．

と
こ
ろ
で
、
「
生
産
論
」
は
、
第
一
部
「
生
産
諸
要
素
の
艘
系
」
、
第
二
部
「
結
合
過
程
」
、
第
三
部
「
經
誉
形
態
の
諸
決
定
因
」

ｅ
の
蔚
日
骨
国
ロ
肩
口
烏
の
国
の
日
の
蔚
日
》
い
）
か
ら
織
成
さ
れ
る
。
グ
ー
テ
ン
ペ
・
ル
ク
に
よ
れ
ば
、
「
經
蒼
給
付
生
産
」
、
と
く
に
エ
業
生
産

、
勺

は
「
結
合
過
程
」
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
經
警
に
於
け
る
要
素
投
入
の
生
産
性
は
、
一
方
、
諸
要
素
そ
れ
自
身
の
性
質
に
、
他
方
、
そ

、
、

の
結
合
に
依
存
し
て
い
る
。
か
く
て
、
第
一
部
「
生
産
諸
要
素
の
艘
系
」
で
は
生
産
諸
要
素
の
「
最
適
生
産
性
」
（
◎
日
日
四
一
①
国
画
の
ｐ

匡
鴇
①
ど
の
條
件
、
「
生
産
的
効
果
」
の
條
件
が
検
討
さ
れ
る
。
第
二
部
「
結
合
過
程
」
で
は
、
「
結
合
法
則
」
（
【
・
曰
ず
曰
島
・
口
⑳
、
＄
：
）

收
盆
法
則
と
経
営
費
用
（
内
藤
）

九
九



グ

｡

一
○
○

が
問
わ
れ
、
し
か
も
、
可
結
合
過
程
」
と
し
て
の
「
生
産
過
程
」
は
、
二
つ
の
側
面
、
す
な
わ
ち
「
生
産
理
論
的
展
望
」
（
ご
兇
。
』
巨
冨
・
ロ
⑩
’

（
７
）

庁
輿
）
局
画
周
忘
の
吊
行
片
⑩
Ｒ
岸
牙
の
ロ
）
お
よ
び
「
費
用
理
論
的
展
望
」
（
序
。
⑫
（
の
ロ
島
の
。
Ｈ
の
画
、
◎
ぽ
の
閑
赤
目
届
冨
吊
ロ
）
か
ら
分
析
さ
れ
る
。
最
後

に
、
第
三
部
「
經
管
形
態
の
諸
決
定
因
」
に
於
て
は
、
各
経
済
髄
制
に
特
徴
的
な
「
經
誉
形
態
」
の
決
定
因
、
い
わ
ゆ
る
「
魁
制
關
連
的

事
露
」
（
…
Ｂ
一
§
・
頃
…
目
…
…
）
が
、
「
臘
制
鱸
關
迩
的
事
寳
」
（
…
且
巳
儒
…
曰
…
…
）
ｌ
「
生
産
蕊
素
の

魁
系
」
、
「
經
濟
性
原
則
」
あ
る
い
は
「
經
濟
性
原
則
に
從
壜
２
結
合
過
程
「
一
、
お
よ
び
「
財
務
領
域
」
に
於
け
る
「
財
務
均
衡
の
原
則
」

（
殉
…
且
…
旨
…
窪
目
Ｃ
ｌ
誉
…
；
）
ｌ
と
の
對
比
に
於
て
析
出
さ
れ
る
．
す
な
わ
ち
、
美
的
挺
健
二
つ
の
經
濟
鰹

制
ｌ
「
市
場
經
濟
魁
制
」
（
…
涛
罫
…
圓
一
一
…
切
国
言
）
、
「
中
央
管
理
髄
制
」
（
Ｎ
目
圓
一
割
…
］
冨
皀
…
…
）
に
分
ち
、
前

者
か
ら
は
、
「
自
治
原
則
」
（
シ
具
：
。
且
の
日
日
一
己
、
「
誉
利
經
濟
原
則
」
（
の
『
ョ
の
Ｈ
ず
の
乱
風
呂
宮
津
一
一
・
ず
①
ｍ
日
ロ
凰
己
）
、
「
軍
燭
決
定
原
則
」

（
勺
臥
口
凰
ご
』
円
少
］
一
①
旨
一
品
農
日
日
目
、
）
を
、
後
者
か
ら
は
、
「
器
官
原
則
」
（
。
§
自
己
ロ
号
）
、
「
計
無
藻
定
給
付
生
産
原
則
」

（
勺
臥
口
凰
已
已
目
』
の
耳
目
日
の
１
日
閂
ｂ
－
の
日
ロ
硯
⑰
①
厨
［
の
－
－
５
硯
）
、
「
共
同
決
定
原
則
」
（
㈲
１
日
ご
』
の
、
三
冨
吊
⑩
【
一
日
日
自
由
）
が
抽
出
さ
れ
、

さ
ら
に
雨
艘
制
、
あ
る
い
は
一
一
つ
の
「
決
定
因
系
列
」
の
中
間
に
「
適
宜
原
則
」
（
缶
昌
の
日
①
、
の
⑦
島
の
一
筋
ロ
ュ
目
ざ
）
が
措
定
さ
れ
る
。
か

く
て
、
「
鰐
藷
藷
霊
」
ｌ
要
議
系
、
纏
蓮
原
則
財
務
均
衡
原
剛
Ｉ
に
「
鶯
利
纏
濟
原
Ⅷ
」
と
「
内
約
媚
よ
び
外
的

（
８
）

自
治
原
則
」
が
加
り
、
補
完
し
た
時
に
、
「
資
本
主
義
的
經
蒼
形
態
」
、
す
な
わ
ち
、
「
企
業
」
が
生
ず
る
、
と
。
以
上
、
第
一
巻
「
生

産
論
」
の
購
造
と
生
産
Ⅱ
趣
奨
用
理
論
の
地
位
は
明
ら
か
で
あ
る
○

国
わ
れ
わ
れ
の
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
ま
た
、
後
の
理
解
の
た
め
に
、
少
し
先
走
る
が
、
近
代
經
濟
學
あ
る
い
は
経
管
經
濟
學
な
ど

で
言
わ
れ
る
生
産
理
論
と
費
用
理
論
と
の
閥
係
、
費
用
理
論
の
「
對
稀
的
構
造
」
（
」
の
『
の
］
日
日
の
日
の
骨
の
抄
昌
圃
巨
）
と
も
言
わ
れ
る
も

の
を
明
ら
か
に
し
て
お
こ
う
。



・
・
・
邸
Ⅱ
Ｓ
唇
⑧
）
副
（
１
場
画
・
…
…
…
ョ
）

費
用
Ｋ
は
雲
霧
投
入
量
と
そ
の
償
格
１
１
要
素
便
格
は
一
定
ｌ
の
積
で
あ
る
か
ら
、
同
様
に

丙
川
衷
導
⑧
）
も
鱒
（
付
）
…
…
…
も
画
⑧
）
）
》
・
儲
・
肉
Ⅱ
員
目
）

こ
の
函
戯
臓
、
１
蝿
○
・
な
る
迩
霊
を
持
つ
．
こ
の
方
鶴
式
に
於
て
、
錘
は
、
ｌ
「
費
用
の
物
量
塁
礎
」
（
嵩
目
…
…

・
臭
…
）
朧
「
最
小
費
用
結
合
」
に
従
う
と
一
一
一
一
嵐
う
前
提
の
下
で
ｌ
一
定
の
費
用
ｘ
に
よ
っ
て
菫
さ
れ
る
生
罎
物
戯
で
あ
る
．

か
く
て
、
費
用
函
数
が
生
産
函
数
の
逆
函
数
で
あ
る
時
に
は
、
總
費
用
曲
線
は
ま
た
總
收
盆
曲
線
（
總
産
出
量
曲
線
）
と
逆
に
経
過
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
圏
Ⅱ
」
に
於
て
、
先
づ
、
横
軸
に
固
定
要
素
×
債
格
（
Ｏ
Ａ
）
を
と
り
、
次
い
で
鍵
動
的
要
素
×
償
格
、
す
な
わ

ち
費
用
を
と
る
。
縦
軸
に
生
産
物
量
⑩
を
と
る
。
し
た
が
っ
て
、
曲
線
工
は
費
用
の
函
欺
で
あ
る
。
曲
線
ェ
を
四
五
度
の
直
線
に
反
射
さ

收
盆
法
則
と
經
掻
愛
用
（
内
藤
）

一
○
一

し
か
し
、
碁
法
馴
ｌ
後
述
参
照
Ｉ
に
従
う
と
、
一
定
の
篝
（
塵
塞
憾
要
素
投
入
鐡
の
蝋
ヶ
の
績
倉
よ
っ
て
達
成
し
う

る
か
ら
、
收
盆
（
産
出
鍵
）
は
要
素
投
入
量
を
一
義
的
に
決
定
し
う
る
と
は
言
い
得
な
い
。
要
素
投
入
童
が
收
盆
（
産
出
量
）
に
よ
り
一

藷
に
決
定
さ
る
べ
き
時
に
臓
、
一
定
の
鑿
投
入
鍵
の
結
合
ｌ
要
素
投
入
戯
が
稠
互
に
オ
プ
ー
ア
ィ
マ
ム
關
係
に
あ
る
、
す
な
わ
ち

「
最
小
費
黒
合
」
ｌ
を
前
提
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
こ
の
揚
言
は
、
要
素
投
入
鑓
駈
、
蓮
…
翰
臓
收
鐡
（
雷
鐘
）
の
一
個

函
数
で
あ
る
。

、
、
、

一
經
誉
の
收
盆
（
物
量
的
』
」
見
た
收
盆
）
、
す
な
わ
ち
、
産
出
量
ま
た
は
総
生
産
物
を
ｚ
、
生
産
諸
要
素
を
＆
、
唖
…
…
岡
、
こ
れ
ら

要
素
の
投
入
量
を
、
、
唾
、
…
…
、
で
示
す
と
、
生
産
過
程
に
入
り
込
む
要
素
投
入
量
と
收
盆
（
産
出
量
）
と
の
閥
係
、
い
わ
ゆ
る
生
産

函
數
（
收
盆
画
数
）
は
次
の
形
式
で
表
現
さ
れ
る
。
（
要
素
の
質
は
一
定
と
す
る
。
）

函
數
（
收
盆
画
数
）
は
次
の
形
式
《

日
川
、
（
ゴ
や
乱
哩
。
：
…
剴
回
）

'

咄
埋



ｒ

ロ
ト
ー
ｌ
１
ｌ

２
、
グ
ー
テ
ソ
ペ
ル
ク
、
『
阪
寅
験
』
に
對
し
て
も
メ
レ
ロ
ヴ
ィ
ッ
ッ
は
執

固
定
侭

擁
に
批
剣
し
て
い
る
。

宍
・
冒
昌
周
◎
ゴ
】
８
卯
《
（
ロ
関
シ
ゲ
圏
曰
ご
・
Ｎ
田
．
ご
届
留
》
ｚ
Ｈ
・
『
ｊ
②
雪
印
・
患
、
瘤
．
，

３
、
の
ロ
肩
□
ず
①
Ｈ
四
国
円
臥
の
ゲ
ヨ
時
厨
⑤
昏
農
区
の
胃
①
．
Ｈ
》
⑭
・
・
し
ロ
酉
・
巴
而
猷
・
の
・
ぐ
円
．
．
．

４
，
の
ロ
厨
回
す
日
頃
Ｐ
・
画
’
○
・
・
⑩
い
・
凶
７
凸
目
・
巴
・

「
纏
衝
籍
付
生
藤
」
と
「
生
霞
」
擾
念
健
對
願
し
て
、
「
魑
瞥
給
付
蜜
潔
」
の
下
位
概
念
が
「
厩
颪
」
（
諺
…
）
ｌ
「
変
物
財
」
の
噸
画
Ｉ

の
口
冨
ロ
ワ
⑥
Ｈ
照
国
①
斤
回
の
ず
函
ゴ
】
ば
ぃ
呂
島
冨
一
⑩
胃
の
曹
昌
ご
』
シ
目
嚢
・
】
や
鼠
ど
の
・
牌

●

５
、
の
具
①
ロ
ワ
の
Ｈ
照
国
鼻
臥
の
ず
い
劃
国
営
○
旨
二
宮
］
の
ぽ
愚
・
閂
や
⑬
・
し
昌
一
・
巳
ｍ
ｍ
Ｃ
ｍ
・
垣
①

で
あ
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

）rl

L」

一
○
こ

せ
る
と
、
曲
線
Ｋ
は
生
産
物
量
の
函
数
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
生

産
理
論
と
費
用
理
論
は
結
合
し
て
統
一
髄
と
な
る
、
と
言
わ
れ
る
の
で
あ

るで）
〔
註
〕
１
、
戦
後
、
ド
イ
ツ
經
管
經
濟
學
界
の
方
法
鏑
と
争
、
喪
用
論
争
の

紹
介
は
、
既
に
わ
が
園
に
於
て
は
、
多
く
の
人
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
Ｌ
で
は
、
主
と
し
て
愛
用
臘
争
に
閥
す
る
主
た
る
も
の
だ
け
を
翠
げ

鮒
蠅
疵
醸
飢
…
ｓ
：
目
ご
…
…
・
目
巍
・
…
…
…
・

索
、
の
旨
・
国
の
碩
臥
且
§
甲
凶
津
司
・
邑
困
・
国
・
閂
．
．
【
・
富
農
円
・
乱
隠

一》
尻
。
、
【
の
ロ
百
コ
の
巨
且
犀
圓
、
⑫
ｍ
の
頤
の
百
．
叡
田
・
后
困
・
厚
・
①
・

ヨ
・
乏
蔦
〔
の
ロ
②
。
百
日
：
園
巨
の
巨
后
号
の
『
ぬ
、
ご
具
：
目
・
庁
目
願
刷
厚
句
・

畠
・
Ｐ



、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、

、
、
、
、
、

そ
の
際
、
要
素
質
は
不
鎚
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
、
使
用
さ
る
べ
き
諸
要
素
に
つ
い
て
の
「
選
揮
的
」
（
②
］
（
の
Ｈ
ロ
昌
弓
）
「
質
的
」
決
定
は

、
、
、
、
、
、
、
、

（１ｓ）

既
に
な
さ
れ
て
い
る
、
と
一
一
一
旨
う
こ
と
を
前
提
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
か
‐
当
る
生
産
函
数
は
、
グ
ー
テ
ン
ペ
ル
ク
に
よ
る
と
基
本
的
に
二
種
類
の
も
の
に
匝
別
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
Ａ
型
生

産
函
敷
」
（
印
。
』
巨
冨
。
□
⑰
｛
巨
口
厩
。
ｐ
ご
◎
日
日
旨
し
）
と
「
Ｂ
型
生
産
函
欺
」
（
旧
８
」
巳
目
。
□
⑰
［
目
臣
ｏ
曰
く
。
Ｂ
月
弓
国
）
で
あ
る
。

收
盆
法
則
と
経
営
喪
用
（
内
藤
）

一
○
三

、
、

㈹
生
産
諸
要
素
の
「
質
的
水
準
」
（
Ｐ
巨
巳
冒
牙
①
、
葛
ぐ
①
目
）
が
輿
え
ら
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
「
要
素
結
合
」
（
團
丙
８
烏
。
Ｂ
’

１
、

匡
口
畳
。
ｐ
）
あ
る
い
は
「
結
合
過
程
」
と
し
て
の
「
生
産
過
程
」
そ
れ
自
身
の
分
析
に
と
っ
て
は
、
鑓
的
結
合
現
象
－
－
あ
る
い
は
「
結

、
、
、

合
法
則
」
と
云
わ
れ
る
も
の
‐
－
１
が
問
題
と
な
る
。
既
に
述
べ
た
如
く
、
｜
經
醤
の
收
盆
（
物
簸
的
に
見
た
收
盆
）
、
す
な
わ
ち
、
産
出

量
ま
た
は
純
生
産
物
を
ｚ
、
生
産
諸
要
素
を
Ｈ
、
Ｌ
、
…
…
鴎
、
こ
れ
ら
要
素
の
投
入
量
を
、
、
唾
・
・
・
…
功
、
で
示
す
と
、
生
産
過
程
に

入
り
込
む
要
素
投
入
量
と
收
盆
（
産
出
量
）
と
の
閥
係
、
い
わ
ゆ
る
生
産
函
數
（
收
盆
函
戯
）
は
、
次
の
形
式
で
表
現
さ
れ
る
。

６
℃
の
貝
⑩
ロ
ゲ
円
照
臼
・
Ｐ
Ｃ
・
や
脇
・
“
ｌ
Ｐ
白
魚
。
⑪
廻
庫
・
畔
＆
目
。
届
、
鴎

□
①
Ｈ
⑫
の
］
ず
の
⑭
国
⑥
耳
】
の
ず
い
劃
汁
【
⑫
。
庁
色
冨
一
⑥
岸
①
・
目
ｕ
ｍ
ｍ
０
②
１
℃

７
．
の
具
の
ロ
ケ
の
、
噌
因
の
甘
尉
ず
ぃ
二
計
冨
⑤
巌
四
戸
い
］
の
房
尉
①
閂
・
の
。
、
龍
．

８
，
⑦
具
①
ロ
ケ
閂
頃
Ｐ
餌
・
○
・
℃
の
・
篭
噌
臨
。

９
，
○
．
具
③
回
す
閂
寧
色
・
ロ
。
。
。
》
の
，
困
酉
『
｛
【
。
「

の
臣
［
の
ロ
ヮ
月
頃
（
〕
ず
の
Ｈ
』
⑩
ロ
ぐ
の
Ｈ
旨
已
【
『
◎
目
尻
。
⑫
肩
口
汚
日
ぐ
の
ロ
ロ
ロ
』
、
の
旨
①
国
の
、
昌
曰
」
ロ
ロ
頃
・
園
冒
壹
・
巳
留
・
田
・
円
・
の
・
閨

目Ⅱ抑「（、戸・・・：。・・・、口）

０■■■

■■■■
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目
の
「
Ａ
型
生
産
酌
敷
」
の
出
發
鮎
は
、
一
定
の
收
盆
（
産
出
趣
）
は
要
素
投
入
量
の
敬
ケ
の
結
合
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
う
る
、

と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
か
上
る
場
合
に
は
、
要
素
投
入
愚
は
、
一
定
の
限
界
内
で
自
由
に
愛
動
し
う
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た

生
産
物
鑓
に
の
み
依
存
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
「
Ａ
型
生
蘆
函
麟
」
は
技
術
的
問
題
の
み
態
ら
ず
、
ｌ
饗
素
慣
格
も
璽
素
比
例

重
言
劇
・
菖
・
目
）
之
決
篭
す
る
限
り
Ｉ
經
濟
的
問
圏
を
も
含
ん
で
い
る
．
か
く
て
、
要
素
投
入
麺
の
最
有
利
薯
を
一
義
的
に

説
明
し
う
る
た
め
の
基
準
を
發
展
さ
す
べ
き
問
題
が
生
ず
る
。
か
Ｌ
る
問
題
解
決
の
シ
ェ
ー
マ
は
次
の
よ
う
に
立
て
ら
れ
る
。
先
づ
、
結

合
に
加
る
個
々
の
要
素
が
、
総
生
産
物
の
生
産
の
た
め
に
な
す
貢
蹴
度
を
孤
立
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
一
種
の
歸
属
計
算
問

題
が
生
ず
る
。
こ
の
蹄
風
計
算
問
題
は
、
一
要
素
を
除
い
て
、
す
べ
て
の
要
素
を
固
定
し
、
收
盆
（
産
出
麺
）
の
翰
加
ま
た
は
減
少
を
愛

動
的
要
素
に
の
み
蹄
風
さ
せ
る
、
と
言
う
方
式
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
「
Ａ
型
生
産
國
政
」
に
あ
っ
て
は
、
要
素
投
入
戯
は

少
く
と
も
一
定
の
限
界
内
で
は
自
由
に
愛
動
し
う
る
、
そ
れ
故
に
、
一
要
素
の
投
入
量
は
、
他
の
諸
要
素
の
投
入
量
を
不
愛
の
ま
Ｌ
に
し

て
お
い
て
、
愛
動
さ
せ
う
る
、
と
言
う
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
か
Ｌ
る
「
Ａ
型
生
産
幽
倣
」
は
、
收
盆
法
則
（
両
臥
日
聰
い
の
協
同
）
と
言
う
名
の
下
に
周
知
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
シ

ュ
タ
ヅ
ヶ
ル
ベ
ル
ク
（
国
・
ぐ
目
の
菌
。
汚
の
一
ヶ
の
温
）
や
グ
ー
一
フ
ン
ベ
ル
ク
な
ど
に
よ
る
と
、
最
初
チ
ュ
ル
ゴ
ー
ロ
耳
ｍ
・
庁
）
に
よ
っ
て
農
業
生

産
に
對
す
る
「
收
極
遁
減
の
法
則
」
（
目
、
○
の
ｍ
；
』
の
：
ゲ
ロ
島
日
の
口
』
自
国
・
口
目
の
耳
圖
函
の
、
）
と
し
て
展
開
さ
れ
た
と
言
わ
れ
菊
）
リ

ヵ
ア
ド
の
地
代
論
、
マ
ル
サ
ス
の
人
口
論
と
「
收
極
逓
減
の
法
則
」
は
固
く
結
び
附
い
て
い
た
こ
と
も
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
時

一
○
四

、
、
、
、
１
、
、
、

前
者
は
、
要
素
投
入
風
が
、
少
く
と
も
一
定
の
限
界
内
で
、
自
由
に
愛
動
し
う
る
場
合
に
現
れ
、
之
に
反
し
て
、
後
者
は
、
要
素
投
入

、
、
、
１
１
、
、
、
、
、
、

趣
が
自
由
に
幽
動
さ
れ
得
な
い
で
、
收
盆
（
産
出
趣
）
に
對
し
て
一
義
的
な
關
係
に
あ
る
、
と
《
闘
う
こ
と
に
よ
っ
て
特
徴
付
け
ら
れ
て
い

る
。目
の
「
Ａ
型
巫

と
言
う
こ
と
で
あ
る
。

‐、

２
－夕



エ勿收
盆
法
則
經
と
誉
費
用
（
内
藤
） 雲 二雀

〔圏Ⅱ，ｂ〕〔圏、，ａ〕

代
の
進
む
に
つ
れ
て
洗
煉
さ
れ
こ
剤
）
ド
イ
ツ
で
は
、
プ
リ
ン
ク
マ
ン
（
日
・
国
臥
鳥
目
目
ロ
）
に

▽
、

よ
っ
て
、
「
收
盆
増
加
逓
減
の
法
則
」
（
』
色
、
の
①
、
①
嵐
ぐ
。
ｐ
：
ロ
呂
曰
の
己
の
ロ
因
島
回
、
切
目
割
胃
冨
）

（
５
）

、
、
、
、

と
改
名
さ
れ
、
さ
ら
に
簡
潔
に
收
盆
法
則
と
し
て
定
式
化
さ
れ
、
農
業
の
み
な
ら
ず
、
工
業
生

産
に
と
っ
て
も
代
表
的
な
も
の
と
し
て
主
張
さ
れ
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
行
論
の
序
列
に

、
、
、
、

従
い
、
先
づ
、
壹
收
盆
法
則
の
形
式
的
な
構
造
を
グ
ー
テ
ン
・
ヘ
ル
ク
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
よ
う
。

ｎ
Ａ
、
ａ
、
差
當
り
、
説
明
を
軍
純
化
す
る
た
め
に
、
收
盆
（
産
出
量
）
の
愛
動
が
一
要

｝
し
Ｊ
・

・
・
素
の
投
入
量
の
愛
化
に
よ
っ
て
の
み
行
わ
れ
、
他
の
諸
要
素
の
投
入
量
は
一
定
で
あ
る
場
合
を

假
定
し
よ
う
。
「
圏
Ⅱ
、
ａ
」
が
示
す
如
く
、
要
素
投
入
鑓
が
〆
か
ら
邦
に
増
加
す
る
時
に
は
、

Ｐ
Ｒ

收
盆
も
坐
だ
け
増
加
す
る
。
ｄ
団
刊
は
曲
線
Ａ
Ｂ
間
の
平
均
的
上
昇
度
を
示
す
。
と
こ
ろ
で
、
曲
線

が
あ
る
鮎
（
例
、
Ａ
鮎
）
に
於
て
、
い
か
な
る
上
昇
度
を
示
す
か
を
知
ら
ん
と
す
る
な
ら
ば
、

Ｂ
を
Ａ
に
近
け
る
、
す
な
わ
ち
、
追
加
的
要
素
投
入
量
を
い
よ
。
ノ
、
小
さ
く
し
て
、
遂
に
Ｂ
と
Ａ

が
一
致
す
る
よ
う
…
・
；
囎
平
沙
Ⅷ
Ⅱ
傘
Ⅱ
§
雛
Ａ
に
於
け
る
曲
線
の
上
暴

は
、
こ
の
場
合
（
「
岡
Ⅱ
、
ｂ
」
）
こ
の
鮎
に
於
け
る
曲
線
の
切
線
の
勾
配
に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
る
。

１
℃

か
上
る
要
素
投
入
の
限
界
に
於
け
る
收
盆
増
加
と
要
素
投
入
震
動
と
の
關
係
、
且
具
へ
字
は
一

要
素
の
「
限
界
生
産
力
」
（
の
Ｈ
①
目
骨
Ｃ
昌
烏
毬
乱
鷺
）
と
言
わ
れ
る
。
敷
學
的
に
は
、
限
界
生
産

力
は
生
産
函
数
の
微
分
商
で
あ
る
。
観
念
的
に
過
ぎ
な
い
と
し
て
も
、
要
素
投
入
量
の
無
限
小

の
愛
化
“
が
賢
現
さ
れ
る
と
、
「
限
界
收
盆
」
ｌ
「
限
界
生
産
物
」
（
○
局
目
骨
。
』
巨
宣
○
吋
目
恩
鼻
‐

一
○
五

鰯 ‘



ｚ
ｅ

ｌ
Ｊ
ｊ
’
４
１
４
１
．
６
１
列
’
ｊ
’

か
く
て
、
收
盆
法
則
は
次
の
よ
う
に
定
義
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
「
一
要
素
（
一
要
素

群
）
の
投
入
鐡
を
一
定
と
し
て
、
｜
要
素
（
一
要
素
群
）
の
投
入
遺
を
繼
緬
的
に
増
加
し
て
行
く
と
、
先
づ
收
盆
増
加
は
逓
増
し
ひ
次
い

で
逓
減
す
る
・
一
定
の
要
素
投
入
鐘
に
到
達
し
た
後
は
、
收
盆
増
加
は
負
と
な
る
、
」
頚
』

ｂ
、
收
盆
法
則
の
諸
條
件
を
滿
足
さ
せ
る
Ｒ
Ⅱ
』
（
ゴ
．
「
辱
…
…
…
『
ず
）
な
る
生
産
匝
數
が
與
え
ら
れ
た
時
に
は
、
各
個
の
要
素
の
運
動

に
ｌ
少
く
と
も
一
定
の
限
界
内
で
臆
ｌ
收
鐘
の
鍵
動
は
一
義
的
に
従
属
さ
せ
ら
れ
る
．
そ
の
こ
と
ば
．
函
歎
挺
つ
き
偏
鑿
函
徽
が
存

在
す
る
こ
と
潅
震
鎌
す
る
・
各
個
の
襲
素
の
縞
限
界
蓋
力
（
何
慰
…
・
…
…
薑
）
臓
銅
》
非
…
：
：
卵
、
の
形
式

一
○
六

圖
飼
）
半
・
；
得
ら
れ
る
．
数
學
鯛
遷
限
界
收
鐡
艤
謹
函
歎
の
鑿
で
あ
る
．

愛
動
的
要
素
の
平
均
收
盆
と
は
、
總
收
盆
と
こ
の
要
素
の
投
入
量
と
の
關
係
、
１
本
で

あ
る
。
「
圏
３
」
に
於
て
、
曲
線
上
の
あ
る
鮎
と
原
鮎
と
を
結
び
つ
け
、
こ
れ
を
そ
の
鮎
の

射
線
と
名
付
け
る
と
き
、
こ
の
鮎
の
射
線
が
横
軸
の
正
の
方
向
と
な
す
角
の
正
接
が
平
均

收
盆
を
示
す
。
射
線
が
總
收
盆
曲
線
に
切
す
る
と
こ
ろ
（
「
間
３
」
で
は
ｏ
“
）
で
、
最
大

ｊ“の角を横軸となすから、それが示す要素投入麺の瓠ロとで平均收盆は最大とな
厄
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
測
定
さ
れ
た
す
べ
て
の
平
均
收
盆
を
迩
縦
的
に
経
過
す
る
曲
線
で

結
ぶ
と
平
均
收
盆
曲
線
が
得
ら
れ
る
。

か
く
し
て
、
收
盆
法
則
は
、
「
圏
４
」
に
於
け
る
如
く
表
示
さ
れ
得
る
し
、
ま
た
、
「
收

盆
法
則
の
四
局
面
倒
式
」
（
鳥
扇
ぐ
尉
目
》
冨
崩
囚
届
ｎ
ヶ
⑩
日
、
」
①
、
向
風
風
繭
⑰
、
の
紹
甘
）
は
下
表
の
．

如
く
總
括
さ
れ
う
る
。

■



收
盆
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韮
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～
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限界收盆曲線
の上外度
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第Ⅳ局面｜正･減｜正・減｜頁・減’質・減

韓騨謹蕊轆鍵蕊[蕊騨鑑懸:蕊::蝿蕊蒋::灘蕊鶇::蕊:蕊蕊蕊灘:蕊:蕊騨熱Ｉ:蕊:::!;::蕊::蕊〈:#::騨鍵:*::f:+:難:韓::::::!;:f::;:《:!:::1i1iiHHji::《



で
示
さ
れ
る
。
各
要
素
の
偏
限
界
收
盆
（
冨
葺
の
臣
の
Ｈ
の
局
ロ
忌
日
ロ
、
）
は
諺
各
要
素
の
傭
限
界
生
産
力
に
要
素
投
入
量
の
無
限
小
の
鍵
化

身
…
…
…
曇
を
季
ろ
と
得
ら
れ
る
；
氷
・
…
洲
・
§
…
…
洲
鼻
誠

一
要
素
患
Ⅱ
］
西
》
…
…
圏
）
の
平
均
收
盆
’
隙
、
收
盆
を
そ
の
要
素
投
入
童
で
除
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
．
。
．
・
雨
Ⅱ
＊
そ

の
変
際
的
意
義
は
、
收
盆
の
要
素
へ
の
依
存
度
が
大
な
る
程
大
き
く
、
小
な
る
程
小
さ
い
。
結
合
に
風
す
る
要
素
投
入
量
全
艘
の
平
均
收

鍵
１
Ⅱ
Ｈ
Ⅲ
比
抓
Ⅱ
刊
則
は
、
ｌ
要
請
格
を
乗
じ
な
い
限
り
１
分
禁
同
質
的
な
誓
含
ん
で
い
な
い
か
ら
、
響
味
で
あ
る
．

ｃ
、
と
こ
ろ
で
、
全
艦
限
界
收
盆
は
傭
限
界
收
盆
の
合
計
に
等
し
い
。

§
Ⅱ
飛
島
十
氷
・
§
十
…
…
＋
卵
・
鼻
誹

し
か
し
、
こ
の
方
程
式
か
ら
は
、
個
汽
の
要
素
の
限
界
生
産
力
の
大
き
さ
に
つ
い
て
は
何
も
推
論
す
る
こ
と
ば
出
來
な
い
。
限
界
生
産

力
は
、
日
ｊ
『
（
、
ご
恩
…
…
…
Ｊ
）
な
る
函
敷
が
既
知
で
あ
り
、
ハ
、
庫
…
Ｉ
…
・
殉
に
つ
い
て
微
分
で
き
る
場
合
に
だ
け
測
定
し
う
る
の
で

あ
る
。
そ
の
際
、
欺
量
愛
化
が
無
限
小
で
あ
る
時
に
の
み
、
全
艘
限
界
收
盆
は
偏
限
界
收
盆
の
合
計
と
し
て
理
解
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。

か
上
る
生
産
函
欺
は
、
二
要
素
の
み
か
ら
成
る
結
合
が
考
察
さ
れ
る
場
合
に
は
、
一
一
一
次
元
空
間
に
於
て
明
瞭
に
圃
示
さ
れ
る
こ
と
は
周

ｄ
、
｜
要
素
の
箪
位
が
他
の
要
素
の
鬮
位
に
よ
っ
て
代
替
さ
れ
る
こ
と
は
ｌ
要
素
投
入
の
限
界
に
於
け
る
代
替
で
あ
る
か
ら
、
「
選

霞
代
替
」
と
厩
別
し
て
ｌ
「
限
界
代
替
」
宣
言
…
函
…
：
…
・
口
）
と
言
わ
れ
る
．
「
限
界
代
替
」
の
場
倉
臓
、

補
償
的
効
果
が
生
ず
る
。
（
收
盆
法
則
は
、
完
全
代
替
性
と
完
全
非
代
替
性
と
の
中
間
状
態
を
前
提
す
る
。
）

。
、
生
産
要
素
の
投
入
量
を
生
産
さ
れ
た
製
品
軍
位
數
で
除
す
る
と
、
し
た
が
っ
て
噸
は
一
つ
の
生
産
要
素
が
製
品
一
軍
位
に
参
加

知
の
こ
と
で
あ
る
。

一
○
八



し
た
数
量
を
示
す
。
そ
れ
は
生
産
係
数
（
勺
刷
。
』
巨
冨
・
ロ
烏
◎
の
（
｛
嵐
①
ロ
。
と
言
わ
れ
る
。
「
Ａ
型
生
産
函
數
」
に
あ
っ
て
は
》
少
く
と
も
一

定
の
限
界
内
で
要
素
投
入
量
は
自
由
に
鍵
動
し
う
る
か
ら
、
必
然
的
に
愛
動
的
な
生
産
係
数
を
結
果
す
る
。

Ｂ
、
數
ヶ
の
結
合
可
能
性
の
中
で
、
「
最
有
利
」
な
も
の
は
「
最
小
費
用
結
合
」
（
昌
目
日
“
岸
。
、
肩
口
丙
日
呂
曰
島
・
ロ
）
で
あ
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
「
最
小
費
用
結
合
」
を
一
義
的
に
規
定
し
う
る
た
め
に
は
、
投
入
さ
れ
る
生
産
要
素
の
償
格
が
輿
え
ら
れ
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
と
共
に
、
元
來
技
術
的
な
結
合
過
程
の
中
に
經
濟
的
輿
件
、
調
達
償
格
が
規
制
者
と
し
て
侵
入
し
て
く
る
こ
と
に
な

る
。さ
て
、
償
格
を
輿
え
ら
れ
た
も
の
と
す
れ
ば
、
「
最
小
費
用
結
合
」
は
、
限
界
生
産
力
と
要
素
便
格
と
の
關
係
に
よ
っ
て
特
徴
付
け
ら

（
計
ご
ロ
鼠
…
…
…
；
一
汁
棡
澱
露
誌
ト
ヰ
が
。
）

右
の
關
係
は
、
限
界
生
産
力
を
一
貨
幣
軍
位
に
關
連
せ
し
め
た
時
に
は
、
結
合
に
加
る
各
要
素
の
限
界
生
産
力
が
均
等
に
な
る
よ
う
要

素
結
合
を
行
う
時
に
、
最
小
費
用
が
賓
現
さ
れ
る
と
も
言
わ
れ
る
。
（
「
限
界
生
産
力
均
等
の
法
則
」
）

今
日
、
「
最
小
農
用
結
合
」
は
、
．
〈
レ
ー
ト
に
よ
っ
て
發
展
さ
せ
ら
れ
、
と
く
に
、
ヒ
ッ
ク
ス
に
よ
っ
て
洗
煉
さ
れ
た
理
論
的
武
器
に

（
７
）

よ
っ
て
導
出
さ
れ
、
説
明
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
と
人
で
こ
れ
以
上
立
ち
入
っ
て
述
べ
る
こ
と
は
餘
計
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。

以
上
。
「
Ａ
型
生
産
函
数
」
が
輿
え
ら
れ
た
場
合
、
要
素
投
入
量
を
規
制
す
る
問
題
は
原
則
的
に
解
決
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

れ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

〔
註
〕
１
、
現
変
に
は
生
産
諸
要
素
の
質
的
性
格
、
し
た
が
っ
て
經
蟹
の
技
術
的
Ⅱ
組
織
的
生
産
條
件
は
愛
動
を
ま
ぬ
か
れ
得
な
い
。

收
盆
法
則
と
經
衝
費
用
（
内
藤
）

一
○
九

”
・ｂ

１ｙｌｇ

Ａ

:ｌｗ
ヨ

ヨ

ヨ



收
盆
法
則
の
形
式
的
な
憐
造
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、
「
Ａ
型
生
産
幽
數
」
が
輿
え
ら
れ
た
場
合
の
「
結
合
法
則
」
で
あ
る
「
限
界
生
産

力
均
等
の
法
則
」
導
出
過
程
が
明
確
に
さ
れ
た
後
に
、
グ
ー
テ
ン
ペ
ル
ク
は
、
收
盆
法
則
、
あ
る
い
は
、
そ
の
立
脚
せ
る
前
提
１
１
要
素

一
一
○

曇
蝋
腱
亙
っ
て
、
平
均
鰯
に
見
れ
ば
均
衡
す
る
ｌ
あ
る
一
電
の
質
陶
標
準
を
め
ぐ
っ
て
擬
鋤
す
る
ｌ
生
霞
艤
滕
の
鑓
化
臓
、
「
擬
鰯
陶
鍵

化
」
（
。
§
一
盲
牙
⑩
鯵
且
の
２
口
い
）
と
目
わ
れ
る
。
之
に
反
し
て
、
經
管
の
生
産
燦
件
は
、
ま
た
遮
敏
的
に
（
具
の
骨
）
、
あ
る
い
は
突
然
的
に

（
②
８
塵
司
①
旨
の
．
：
目
鷺
日
艮
曾
①
且
）
も
愛
化
す
る
。
か
上
る
生
産
條
件
の
「
遮
繊
的
愛
化
」
（
：
高
の
酵
己
⑦
２
コ
い
）
、
あ
る
い
は
「
突
然
的

鑓
化
」
（
目
色
臼
昏
の
』
且
①
目
白
、
）
の
場
合
に
は
、
一
定
の
生
産
要
素
は
他
の
生
産
輿
素
に
よ
っ
て
取
っ
て
代
え
ら
れ
る
。
即
ち
別
個
の
生
産
函

戯
が
生
ず
る
。
一
要
素
ま
た
は
要
素
群
を
そ
れ
ぞ
れ
興
っ
た
特
性
を
も
つ
他
の
要
素
ま
た
は
要
素
群
に
よ
っ
て
取
っ
て
か
え
る
こ
と
を
「
選
揮
的

代
替
」
合
一
【
の
目
色
牙
⑥
の
：
圏
日
感
。
□
）
と
箇
う
、
と
。

の
ロ
肩
■
ず
の
骨
博
風
①
ゲ
剖
勵
甘
呂
島
厨
］
の
旨
①
．
昴
凹
・
少
＆
］
・
巳
留
。
⑪
Ｐ
局
民
・
闇
？
ｂ
圏
・
自
・
召
路
．

２
、
の
具
③
口
冨
『
照
口
・
画
。
。
・
・
圏
・
Ｈ
ｇ
Ｉ
乞
い

３
，
田
・
ぐ
・
ロ
の
口
・
岸
の
］
房
『
四
の
【
目
巳
四
ｍ
目
』
の
同
岳
８
，
⑩
爵
島
目
ぐ
。
］
厨
司
月
薗
：
凰
厨
］
の
旨
の
．
鱒
・
曾
昆
・
己
留
》
の
．
患

の
ロ
厨
回
す
周
寧
口
・
画
・
○
・
・
ｍ
・
巴
、

ぐ
頃
一
・
門
・
富
の
庁
吋
・
乱
§
し
皀
頃
の
日
凰
目
の
因
の
風
の
宮
ゴ
員
ｍ
・
岸
鳳
冨
］
の
庁
『
の
．
国
昌
・
】
①
ｇ
・
画
②
嵐
，
当
』

４
、
風
・
丙
・
Ｄ
Ｃ
深
日
；
曾
嘗
目
感
・
ロ
・
二
目
図
制
ｂ
ｎ
・
頃
日
日
日
日
、
［
・
房
の
号
⑩
。
ｑ
・
南
昏
の
庫
圓
ご
忌
日
》
・
冨
勺
・
閂
・
閂
・
冨
囚
【
◎
１
８
』

５
、
曰
・
ロ
ュ
ロ
⑥
序
日
ロ
ロ
貝
ロ
厨
・
庁
ｏ
ｐ
ｏ
ｐ
陰
【
口
⑩
⑪
】
画
目
』
劃
昏
薗
○
冨
浄
胃
岸
の
ロ
一
国
の
甘
篇
ず
恩
。
ｏ
・
ｐ
．
ｍ
．
・
亟
巨
．
ご
罠
・
巳
圏
・
の
・
愚

６
、
の
ｇ
の
ロ
ヴ
の
Ｈ
嘱
回
・
Ｐ
○
・
℃
の
。
■
。
。

７
，
の
具
の
□
ず
日
照
ロ
・
色
。
。
・
・
の
。
函
＆
庫
。

己
の
再
ｍ
口
⑩
且
」
『
の
。

一一一



投
入
趣
が
少
く
と
も
一
定
の
限
界
内
で
は
自
由
に
愛
動
し
う
る
と
言
う
前
提
－
－
そ
の
も
の
が
、
工
業
生
産
の
技
術
的
諸
條
件
や
「
経
験

的
經
瞥
諸
事
質
」
と
一
致
す
る
か
否
か
と
言
う
現
寅
的
問
題
に
分
析
の
眼
を
向
け
鞄

⑥
、
一
定
の
織
物
を
生
産
す
る
織
物
工
場
が
、
一
分
間
一
一
一
一
○
同
軸
で
、
一
時
間
に
五
メ
ー
ト
ル
の
織
物
を
生
産
す
る
こ
と
が
で
き
る

普
通
の
織
機
で
作
業
し
て
い
る
と
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
織
機
の
作
業
速
度
を
一
分
間
一
一
一
一
○
回
穂
に
固
定
し
、
一
帯
勘
考
が
八
織
機
を
操

作
で
き
る
と
す
る
と
、
八
時
間
で
は
ｍ
ｘ
ｍ
ｘ
国
Ⅱ
圏
旨
】
の
織
物
が
生
産
さ
れ
る
。
も
う
一
人
の
努
働
者
を
織
機
に
加
え
て
も
、
既
就
業

努
働
者
が
そ
の
帯
働
態
様
（
胃
房
岸
図
の
骨
巳
肩
口
）
を
愛
え
な
い
場
合
に
は
、
彼
は
非
就
業
状
態
に
な
り
、
非
生
産
的
で
あ
ろ
う
。
第
二

の
同
じ
熟
練
度
を
有
す
る
勢
勘
考
に
、
同
様
に
八
織
機
が
輿
え
ら
れ
る
と
、
八
時
間
に
さ
ら
に
圏
房
］
の
織
物
が
生
産
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
場
合
に
は
、
收
盆
（
産
出
通
）
増
加
は
二
要
素
投
入
鐘
－
－
織
機
八
、
努
働
者
一
の
比
率
で
の
－
１
堀

、
、
、

加
に
比
例
的
で
あ
り
、
收
盆
噌
加
曲
線
は
直
線
的
と
な
る
｛
」
あ
ろ
う
。

⑥
、
一
帯
働
者
（
流
）
が
平
削
盤
（
ｃ
で
四
努
働
時
間
に
縄
ｇ
Ｐ
目
の
木
材
を
加
エ
す
る
、
し
た
が
っ
て
一
時
間
に
平
均
鵠
Ｐ
日
の

木
材
を
加
工
す
る
と
す
る
。
（
同
様
な
こ
と
は
概
機
（
ｃ
に
も
宍
醤
す
る
。
）
努
働
態
様
、
こ
の
場
合
に
は
、
帯
勘
考
と
機
機
の
作
業

速
度
は
、
一
帯
勘
時
間
乃
至
一
機
機
時
間
に
つ
い
て
の
材
料
倣
趣
（
鴎
Ｐ
Ｂ
の
木
材
）
と
言
う
關
係
で
表
現
さ
れ
る
。
Ｈ
ｊ
、
勺
百
・
；

製
）
な
る
震
に
於
て
、
材
料
蓋
の
霧
－
－
材
料
蔓
動
的
要
素
と
す
る
ｌ
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
読
者
の
籍
纏
搬
お
よ
び

機
械
の
技
術
的
態
様
に
何
ら
愛
化
を
惹
き
起
さ
な
い
、
つ
ま
り
二
要
素
は
一
定
の
給
付
に
固
定
さ
れ
た
も
の
と
假
定
さ
る
ぺ
き
と
す
る
な

ら
、
木
材
教
湿
（
浦
）
を
凶
ｇ
ｐ
Ｂ
か
ら
。
＆
・
旨
曰
に
増
加
（
早
噸
Ⅱ
○
・
尽
冒
）
し
て
も
、
努
働
者
お
よ
び
機
械
は
依
然
と
し
て
】
ｇ

・
弓
の
木
材
を
加
工
す
る
で
あ
ろ
う
。
收
盆
増
加
は
生
じ
な
い
。
‐

追
加
的
に
供
給
さ
れ
た
木
材
量
は
（
ｓ
画
）
未
加
エ
の
童
人
で
あ
る
。
言
い
得
ぺ
く
ん
ば
、
そ
の
隅
累
幌
盈
伊
零
か
か
み
、
と
・
加
エ

收
盆
法
則
と
經
衝
費
用
（
内
藤
）
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」
一
一
一
一

さ
る
べ
き
木
材
一
童
は
不
鍵
、
機
械
給
付
や
も
同
一
と
し
、
こ
れ
に
反
し
て
努
働
要
素
（
ハ
）
は
－
１
努
働
者
の
努
働
態
様
は
不
愛
１
１
，
鑑
働

時
間
を
四
時
間
か
ら
四
・
五
時
間
に
延
長
さ
れ
る
と
し
て
も
、
こ
の
追
加
的
な
○
・
五
時
間
は
依
然
と
し
て
非
生
産
的
で
あ
り
、
そ
の
限

界
生
産
力
・
も
零
で
あ
る
。
經
蒼
手
段
（
宛
）
に
つ
き
愛
動
が
行
わ
れ
る
場
合
に
●
も
同
様
な
こ
と
が
安
賞
す
る
。

一
己
▼
』
●
』
ロ
、
』
■
一
」
、
巳
・
－
℃
・
や
▽
』
●
』
●
』
▽
』
▽
｜
、
■
一
℃
□
、
ニ
ワ
も
』
■
一
一
℃
▽
、
、
、
ロ
、
』
▽
』
▽

か
ら
く
、
て
、
固
定
的
と
假
定
さ
れ
た
要
素
の
態
様
が
一
定
の
給
付
に
固
定
さ
れ
る
、
す
な
わ
ち
、
固
定
的
要
素
の
態
様
が
愛
動
的
要
素
投

入
趣
の
愛
化
に
●
よ
っ
作
用
さ
れ
な
い
と
す
る
と
、
い
わ
ゆ
る
「
收
盆
法
則
の
四
局
面
圃
式
」
は
安
當
し
な
い
の
で
あ
る
。

⑥
こ
れ
に
反
し
て
、
同
一
の
事
例
の
も
と
で
、
愛
動
的
要
素
投
入
通
の
麹
化
が
固
定
的
要
素
の
態
様
に
作
用
を
及
ぼ
す
と
す
る
な
ら
、

次
の
よ
う
な
シ
チ
ュ
エ
イ
シ
ロ
ソ
が
生
ず
る
。
す
な
わ
ち
、
材
料
の
欺
避
は
、
再
び
粋
（
）
〔
）
（
首
か
ら
粋
（
》
［
）
・
】
§
亭
に
増
大
せ
し
め
ら
れ

（
《
】
一
一
で
》
》
Ⅱ
。
．
』
ミ
ニ
｝
）
・
四
時
間
に
（
ｎ
と
宛
は
一
定
）
今
や
『
画
十
回
一
一
「
●
画
（
Ⅱ
惇
（
）
｛
）
・
惇
§
｝
木
材
）
が
加
工
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
努
働
者
お
よ
び

』
□
・
ロ
』
▽

槻
械
の
給
付
能
力
が
四
時
間
と
言
う
同
一
の
時
間
に
惇
（
）
｛
）
・
桿
冒
弱
の
木
材
を
加
エ
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
す
な
わ
ち
、
一
一
つ
の
固
定
的
要

素
の
態
様
が
鍵
動
的
要
素
（
木
材
）
投
入
鉦
墹
加
に
よ
っ
て
作
用
を
受
け
る
時
に
は
、
四
努
働
Ⅱ
機
械
時
間
に
つ
き
牌
（
）
（
｝
・
眉
『
一
言
の
木
材
、

し
た
が
っ
て
、
従
来
の
一
時
間
徴
り
》
一
）
、
三
目
頃
の
代
り
に
、
一
時
間
鴬
り
ぬ
ｍ
・
量
》
》
｛
「
ミ
な
る
比
率
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
か
し
《
る
事
情
の
。
も
と
で
、
Ｃ
・
Ｓ
ｍ
《
富
な
る
生
産
物
増
加
は
、
木
材
要
素
の
鑓
化
麓
に
の
み
蹄
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
、
木
材
要
素
の
傭
限
界
生
産
力
を
表
現
し
う
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
可
能
で
あ
る
の
は
、
努
働
者
（
両
）
お

よ
び
機
械
（
戒
）
の
給
付
が
不
愛
の
ま
‐
、
《
で
あ
る
場
合
で
あ
る
。
と
言
う
の
は
、
「
生
産
函
欺
の
中
に
入
る
の
は
要
素
現
在
高
（
国
、
二
目
。
，

尉
薑
）
》
曰
烏
）
で
は
な
く
て
、
要
素
投
入
量
〔
交
付
さ
れ
た
要
素
給
付
）
で
あ
津
か
ら
．
併
し
、
事
賓
は
さ
う
で
は
な
い
．
と
の
間
は

』
▽
■
▽
■
Ｕ
』
●
』
●

否
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
故
な
ら
、
勢
働
者
の
給
付
・
も
、
機
械
の
給
付
・
も
鍵
化
し
た
の
だ
か
ら
。
正
に
、
か
し
《
る
給
付
愛
化
こ

、
、

そ
が
、
◎
・
院
冒
←
な
る
追
加
的
木
材
［
童
加
エ
の
た
め
の
前
提
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
經
鶯
手
段
に
於
て
、
も
っ
と
、
も
明
瞭
に
説
明
さ
れ

、



三
、
機
械
運
輔
の
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
追
加
的
消
費
。

四
、
減
摩
材
（
の
。
冒
巳
曾
目
耳
の
］
）
の
追
加
的
消
費
。

五
、
冷
却
手
段
（
嵐
匡
目
耳
の
］
）
、
就
中
、
清
掃
手
段
（
宛
の
目
四
日
い
、
目
冨
の
］
）
な
ど
の
追
加
的
梢
費
。

か
典
る
魑
加
的
消
費
鐘
す
べ
て
が
ｌ
富
者
の
給
付
増
大
を
含
め
て
１
．
臺
急
の
生
霧
増
加
を
生
産
す
る
た
め
に
必
要
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
か
虫
る
消
費
材
も
、
一
要
素
Ｉ
材
料
加
工
量
の
増
減
に
つ
れ
て
、
鍵
動
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
か

も
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

上
る
要
素
（
消
費
財
）
投
入
量
の
愛
動
は
、
一
義
的
に
、
技
術
的
に
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
投
入
鐘
（
梢
費
鐘
）
と
機
械
髄
系

（
經
螢
手
段
）
か
ら
要
求
さ
れ
た
技
術
的
給
付
と
の
間
に
は
、
欺
學
的
函
数
に
よ
っ
て
接
近
さ
れ
得
る
し
、
資
際
界
に
於
て
周
知
の
も
の

で
あ
る
依
存
關
係
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
か
よ
る
依
存
關
係
は
、
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
に
よ
っ
て
「
消
費
函
数
」
（
気
肖
宮
目
・
冨
昏
ロ
ー

富
・
島
）
と
呼
ば
れ
る
・
そ
れ
陣
、
ｌ
收
鐵
法
則
が
諸
要
素
の
「
代
替
性
」
を
前
提
し
て
い
る
に
反
し
て
Ｉ
綱
ぼ
ば
「
制
限
的
な
依

存
關
係
」
（
匡
巳
国
辱
・
ロ
鳥
量
〕
ゲ
習
囚
得
の
】
［
）
で
あ
る
。
か
典
る
依
存
關
係
と
は
、
收
盆
法
則
は
決
し
て
結
び
付
き
得
な
い
。
別
言
す
れ

曙
「
わ
れ
わ
れ
の
例
で
あ
る
…
言
の
木
材
な
る
生
露
物
量
は
Ｉ
收
篝
則
や
鰻
小
賀
黒
合
が
票
す
る
如
く
ｌ
質
鮪

に
輿
え
ら
れ
た
諸
要
素
投
入
量
の
任
意
に
多
數
の
結
合
に
よ
っ
て
は
生
産
さ
れ
得
な
い
、
と
言
う
の
は
、
こ
れ
ら
の
投
入
量
は
－
－
極
端

收
盆
法
則
と
經
醤
擬
用
（
内
藤
）
．

‐
・
一
一
一
一
一

屑
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
Ｐ

（
消
費
量
）
の
追
加
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。

｜
、
追
加
的
機
械
投
入
、
す
な
わ
ち
、
機
械
（

平
辿
Ｌ
Ｌ
‐
》

’
Ｌ
Ｌ
Ｌ
い
い
Ⅳ
｜

る
・
と
い
わ
れ
る
。
平
削
盤
は
、
箪
位
時
間
に
從
來
以
上
に
作
業
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
、
つ
ま
り
、
内
包
的
、
密
度
的
に
よ
り
一

層
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
◎
・
ｓ
Ｈ
ミ
の
木
材
な
る
生
産
物
増
加
は
、
次
の
如
き
直
接
的
、
間
接
的
な
要
素
投
入
型

（
消
費
量
）
の
追
加
を
も
た
《

｜
、
追
加
的
機
械
投
入
、
」

二
、
工
具
の
追
加
的
投
入
。

機
械
の
消
耗
と
修
繕
費
増
加



Ｈ
グ
ー
テ
ン
ペ
ル
ク
は
、
上
述
の
如
く
、
「
Ａ
型
生
産
幽
欺
」
、
し
た
が
っ
て
收
盆
法
則
を
批
判
し
た
後
に
、
エ
業
生
産
に
と
っ
て
代

表
的
な
も
の
と
主
張
さ
れ
る
「
Ｂ
型
生
産
函
数
」
、
し
た
が
っ
て
ま
た
「
工
業
要
素
結
合
の
法
則
」
な
る
も
の
の
榊
造
を
明
ら
か
に
す

る
。
既
に
述
べ
た
如
く
、
「
Ｂ
型
生
産
画
敞
」
と
は
、
要
素
投
入
量
が
自
由
に
愛
動
で
き
な
い
で
、
收
盆
（
産
出
鐘
）
に
對
し
て
一
義
的

か
く
て
、
結
論
的
に
次
の
如
く
言
わ
れ
る
。
要
素
投
入
量
の
愛
化
に
あ
た
っ
て
の
收
盆
増
加
は
、
こ
れ
ら
追
加
的
要
素
投
入
量
の
全
艘
ｒ

に
の
み
蹄
せ
ら
れ
う
る
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
要
素
投
入
量
は
自
由
に
愛
動
し
得
な
い
か
ら
、
個
存
の
要
素
な
い
し
消
費
財
に
つ
き
傭
限
界

（
５
）

生
産
力
は
測
定
さ
れ
得
な
い
ｐ
し
か
し
、
ま
た
、
こ
の
可
能
性
と
共
に
收
盆
法
則
は
生
死
を
共
に
す
る
、
と
。

．
〔
註
〕
１
、
の
具
の
号
の
：
国
の
氏
…
乱
尉
・
冨
津
“
一
の
胃
の
．
伊
画
・
鈩
昌
巳
囲
・
の
・
函
ｓ
庫
．

か
ら
」
で
あ
る
。

か
く
て
、
娃
醍

に
定
式
化
す
る
と
ｌ
一
義
的
に
雷
鐵
に
、
あ
る
い
は
機
篭
系
の
技
術
的
性
格
と
そ
れ
に
適
用
さ
れ
る
禰
蟇
戯
に
依
存
し
て
い
る

（
４
）

９

５
、
グ
ー
テ
ソ
ペ
ル
ク
は
、
『
鰹
衝
經
濟
學
原
理
』
第
一
桧
、
第
一
版
、
一
九
五
一
年
艇
於
て
は
、
ｇ
成
分
（
【
・
Ｂ
ｇ
ｐ
ｏ
員
の
、
）
な
る
概
念
を
使

用
し
た
。
そ
れ
は
、
收
盆
法
則
が
妥
衝
す
べ
き
な
ら
、
固
定
的
要
素
は
他
の
要
素
投
入
量
が
愛
化
さ
れ
る
場
合
に
、
そ
の
態
様
を
鍵
化
す
る
こ

と
が
前
提
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
か
く
て
、
固
定
し
た
給
付
概
念
の
反
對
概
念
を
表
現
す
る
も
の
と
し
て
ｇ
成
分
な
る
概
念

が
使
用
さ
れ
た
が
、
第
二
版
で
は
收
盆
法
則
は
工
業
生
産
に
と
っ
て
代
表
的
な
も
の
と
見
微
し
得
な
い
と
断
言
す
る
に
至
っ
た
の
で
、
ｇ
成
分

な
る
概
念
を
除
去
し
て
い
る
。
（
の
具
§
ず
①
凋
彰
色
・
色
．
。
・
・
の
．
巴
切
・
句
巨
炉
口
◎
厨
・
Ｃ

２
℃
の
貝
⑩
ロ
ヮ
関
醜
凹
・
角
。
。
；
の
。
⑬
停
一

３
、
Ｃ
ロ
②
汀
ロ
ゲ
の
渦
ご
口
・
色
。
。
。
》
⑩
四
・
曲

４
，
○
回
篇
ロ
ケ
①
Ｈ
中
四
・
回
。
。
。
．
ｍ
・
田
切

｡

&

四

の
。
⑬
牌
①
。

⑩
四
・
画
桿
切
色
・
凹
桿
⑭

一

四

二－－－－－－一・－－－一一一一



な
關
係
に
あ
る
「
生
産
画
数
」
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
や
生
産
の
技
術
的
與
件
Ｄ
あ
る
い
は
そ
れ
に
適
用
さ
れ
る
「
消
費
函
数
」
が
そ
の

（
１
）

基
礎
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
グ
ー
テ
ン
ペ
ル
ク
は
「
消
費
幽
數
」
に
つ
い
て
具
艘
的
に
説
明
す
る
。

各
機
械
魑
系
は
、
給
付
能
力
が
ま
だ
汲
み
議
さ
れ
な
い
限
り
、
利
用
（
Ｚ
巨
圓
目
碩
）
を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
給
付
の
包
」
ａ
目
：
｝

薑
。
§
・
譽
慰
２
）
と
し
て
把
握
さ
れ
る
．
か
Ｌ
ろ
給
付
能
力
の
掴
渇
が
い
つ
生
ず
る
か
は
、
根
本
飴
に
憾
ｌ
勿
論
そ
れ
だ
け
で
は

な
い
が
ｌ
給
付
要
求
度
如
何
に
よ
る
．
こ
の
懲
味
で
、
鑿
手
段
は
「
可
能
豊
素
」
Ｓ
・
扇
・
…
萱
で
あ
る
、
と
．
と
こ
ろ
で
、

經
蟹
手
段
が
交
付
す
る
各
給
付
は
、
謂
は
ば
そ
の
賓
髄
を
消
耗
す
る
、
つ
ま
り
減
耗
を
生
ぜ
し
め
る
。
か
く
て
、
交
付
さ
れ
た
各
給
付
に

一
定
の
「
賓
艘
消
耗
」
（
の
巨
冨
（
目
目
の
目
：
Ｕ
が
對
應
す
る
。
さ
ら
に
、
か
上
る
機
械
艫
系
の
給
付
交
付
の
前
提
と
し
て
、
經
誉
手
段
に

一
定
の
物
材
（
薑
）
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
遮
Ｉ
例
え
ば
、
エ
具
減
犀
材
、
冷
却
材
、
修
繕
、
一
定
種
類
の
繍
働
給
付
な
ど
ｌ
が
供

給
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ら
は
、
經
瞥
手
段
の
直
接
的
投
入
と
結
合
し
て
經
螢
手
段
の
生
産
的
給
付
を
総
じ
て
始
め
て
可
能
に
す
る

も
の
で
あ
る
．
が
上
る
直
繧
的
・
間
接
的
な
要
素
投
入
量
の
消
費
と
一
鑿
手
段
の
技
術
的
給
付
と
の
閥
の
依
存
關
係
ｌ
そ
れ
は
、
具

纏
的
場
合
に
は
、
測
定
と
観
察
に
よ
っ
て
可
成
り
正
確
に
報
告
さ
れ
る
Ｉ
か
上
る
依
存
鯛
係
鱗
麟
遮
の
如
く
「
禰
饗
慰
麟
」
と
呼
ば
れ

る
も
の
で
あ
る
。
勿
論
、
「
梢
喪
函
倣
」
、
す
な
わ
ち
消
費
鉦
と
機
械
給
付
と
の
間
に
は
、
直
線
的
な
關
係
も
あ
れ
ば
、
一
層
こ
み
入
っ

た
關
係
も
あ
り
得
る
。
グ
ー
テ
ン
ペ
ル
ク
の
墨
げ
る
事
例
に
よ
る
と
、
内
燃
機
關
に
あ
っ
て
は
、
燃
料
消
費
の
。
要
求
さ
れ
た
給
付
へ
の

依
存
關
係
は
、
、
Ⅱ
』
閑
十
閃
瑠
十
（
閤
十
Ｄ
ｓ
再
室
？
高
－
牢
墨
跡
Ｃ
ｓ
回
撹
欝
惇
弼
圏
畔
Ｃ
ｅ
調
ご
誌
専
時
鮴
幕
斗
が
ト
ヰ
が
）
な

る
方
程
式
に
よ
っ
て
接
近
さ
れ
、
同
様
に
、
電
動
機
に
對
し
て
は
、
馬
力
給
付
と
電
流
消
費
（
【
弓
）
と
の
關
係
は
、
Ⅱ
津
、
＋
陣
羊
○

な
る
鬮
鰄
に
よ
っ
て
穰
近
さ
れ
う
る
Ｉ
し
か
し
、
こ
の
曲
線
の
霞
腱
小
さ
い
の
で
寳
艤
目
的
の
た
め
に
は
直
線
的
慧
が
豫
期
さ

れ
る
Ｉ
と
い
わ
れ
る
．
さ
ら
に
、
多
く
の
「
梢
費
璽
徴
」
ば
Ｉ
例
え
ば
減
摩
材
の
梢
費
熔
解
、
蕊
加
護
鶴
な
ど
Ｉ

收
盆
法
則
と
經
蟹
喪
用
（
内
藤
）

一
一
五

Ｌ蝿 #Dy,,.｣.饅i:ｉ｣...『.Ｌ



在
す
る
と
さ
れ
る
。

い
づ
れ
に
せ
き
か
上
る
「
消
費
函
戯
」
に
よ
っ
て
特
徴
付
け
ら
れ
た
技
術
的
與
件
に
従
っ
て
、
消
費
財
投
入
量
は
規
定
さ
れ
て
い
る

、
、
、
、
、
、
▽

の
で
あ
る
。
シ
」
上
に
、
グ
ー
テ
ン
ペ
ル
ク
は
、
「
傅
統
的
費
用
理
論
」
批
判
の
「
生
産
理
論
的
」
基
礎
を
見
出
す
。
す
な
わ
ち
、
從
來
の

費
用
理
論
は
、
費
用
（
消
費
量
に
そ
の
個
格
を
乗
じ
た
も
の
）
を
直
接
的
に
生
産
物
過
（
操
業
度
）
の
函
蝋
と
假
定
し
？
消
費
戯
（
費
用

財
駄
）
と
生
産
物
趣
と
の
間
の
關
連
の
中
に
、
機
械
、
静
働
場
所
、
經
誉
部
分
箪
位
を
締
入
す
る
こ
と
を
無
硯
し
た
こ
と
が
、
そ
の
抜
き

が
た
い
理
論
的
訣
焔
で
あ
る
、
と
。
何
故
な
ら
、
消
費
量
（
そ
の
償
格
を
乘
ず
る
と
費
用
）
は
、
直
接
的
に
で
は
な
く
て
間
接
的
に
産
出

量
に
依
存
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
し
か
も
「
中
間
に
挿
入
さ
れ
た
」
（
目
『
瀞
・
匠
の
口
碩
の
、
。
旨
］
厨
。
生
産
場
所
（
經
誉
手
段
、
努
伽
場
所
、
設

備
部
分
）
を
通
じ
て
で
あ
る
か
ら
。
正
に
こ
の
生
産
場
所
に
於
て
、
「
生
産
物
鼓
と
消
費
鐘
と
の
間
の
關
係
は
、
プ
リ
ズ
ム
の
中
に
於
け

る
如
く
屈
折
さ
れ
る
」
の
で
あ
る
。
要
素
投
入
蝿
の
消
費
を
規
定
す
る
の
は
〉
機
械
髄
系
お
よ
び
帯
勧
場
所
の
技
術
的
特
性
、
し
た
が
っ

（
３
）

て
霞
だ
「
滴
篭
麟
」
で
あ
る
、
と
．
わ
れ
わ
れ
は
、
Ｉ
先
走
る
こ
と
に
な
る
が
ｌ
こ
山
に
甑
に
、
寝
計
算
制
度
に
於
て
鬮
知
の

原
償
場
所
、
あ
る
い
は
生
産
中
心
鮎
な
る
計
算
技
術
が
グ
ー
テ
ン
ペ
ル
ク
生
産
Ⅱ
餐
用
理
論
の
髄
系
の
中
に
採
り
入
れ
ら
れ
、
理
論
化
の

積
杵
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
の
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。

か
く
て
、
グ
ー
テ
ン
ペ
ル
ク
は
、
「
消
費
函
數
」
な
る
も
の
を
説
明
し
た
後
に
、
産
出
量
と
梢
費
迅
（
要
素
投
入
量
）
と
の
間
の
一
般

輯
抽
鬚
し
た
が
っ
て
形
式
的
な
棗
ｌ
「
Ｂ
型
菫
魎
戯
」
の
定
式
化
ｌ
を
打
ち
出
す
．
そ
の
論
理
的
な
シ
ニ
ー
マ
憾
鯛
ら

か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
梢
愛
量
（
要
素
投
入
量
）
は
、
直
接
的
に
收
盆
（
産
出
獄
）
の
函
倣
と
し
て
で
は
な
く
て
、
機
械
魁
系
給
付

一
一
一
へ

、
Ⅱ
』
曰
十
国
な
る
方
程
式
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
う
る
し
、
ま
た
、
消
費
錘
が
要
求
さ
れ
た
給
付
に
正
比
例
的
な
も
の
可
Ⅱ
』
昼
、
あ
る
い

、
、
、
、
１
、
、
▽

は
消
費
が
機
械
給
付
か
ら
濁
立
し
て
い
る
場
合
、
Ⅱ
狸
１
－
１
例
え
ば
、
空
間
需
要
、
利
子
費
消
（
凶
ロ
⑫
目
才
『
の
ロ
』
目
、
）
な
ど
１
１
も
存

－，

２
－



Ｐ
－
１
０
－
‐
４
片

さ
れ
る
。蕊
鴦
寵
鍋
閂
朝
厚
澗
ト
キ
が
洞
洲
蘇
ン
陣
酔
閂
。
。
熟
丙
藤
菖
鶉
訊
自
↓
国
》
藻
罫
寵
訓
日
↓
Ｂ
微
引
斗
佇
》

藤
貫
鴎
瓠
目
ｎ
ｏ
ラ
バ
、
戸
Ｊ
１
侭
弓
）

Ｈ
蟹
Ⅲ
静
（
＆
）

（
ｄ
）
の
画
欺
と
し
て
、
ま
た
機
械
艫
系
給
付
（
ｄ
）
は
産
出
量
（
巴
の
國
欺
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
要
素
投
入
量
は
、

「
消
費
函
数
」
を
媒
介
と
し
て
一
義
的
に
産
出
量
に
依
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
・

目
各
經
螢
は
、
多
欺
の
經
警
部
分
軍
位
（
機
械
艫
系
、
帯
働
場
所
な
ど
）
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
各
個
の
機
械
鰹
系
に
つ
き
要
求
さ
れ

た
給
付
（
ｄ
）
は
、
産
出
量
（
ろ
の
幽
數
で
あ
る
。

塁
Ⅱ
菖
（
日
）
Ｑ
Ⅱ
隈
、
》
…
…
…
…
菖
議
噸
雲
中
捉
廊
蜂
）

一
機
械
髄
系
が
、
給
付
（
ｄ
）
を
交
付
す
る
た
め
に
必
要
と
す
る
生
産
財
及
び
用
役
の
投
入
量
を
爵
（
１
】
Ｅ
・
…
…
苫
）
と
す
る
と
、

そ
れ
は
機
械
盤
系
給
付
Ｔ
）
の
函
敷
で
あ
り
、
こ
の
既
知
で
あ
る
「
消
費
画
數
」
を
援
用
し
て
Ｆ
生
産
の
た
め
必
要
な
消
費
量
は
確
定

收
盆
法
則
と
經
管
喪
用
（
内
藤
）

蕊
蔦
寵
調
ｐ
Ｒ
Ｊ
ラ
バ
．

幻
二
Ⅱ
計
夢
（
＆
し

Ｈ
届
刈
承
播
谷
鈩
）

尉
臘
Ⅱ
堂
瀞
（
＆
し

。
、
）
旦
戸
Ⅱ
凸
諌
（
３
）

一

七

’
ノ
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恥ミソ馬遭(ぬ）ｏｒ，ｒＵ量＝ﾉｾﾞz(と』2）

一般に、機械髄系につき，順次に次の方程式が得られる。

町＝/iｘ（αL）

恥＝ﾐﾉﾐ２（ぬ）

●

…＝/i四(偽）

ぬ＝｡｡｡）を代入するとＤ

ｒｄｕ三ﾉﾐ,(p,(毎)）

rdz＝虎量(侭(勿)）

ｏｒｒｄｺﾞｰﾐﾉﾐｺﾞ(ぬ）

ｒ`銅＝ﾉﾐ､(偽(ｴ)）ｏｒ，ｒｆｊ=も/iy(のj、)）

問題の末知數である要素投入最ｒ,,恥……r印は，すべての機械艦系につき，
師０■ａ

ｒｌ=濟，=慾'(Pjcc)）
１冗仰８

血＝図rゴー夏/§'＠J②）
ｊ－１ｊ■１



、
、
、
、
、
←
（
４
）

と
こ
ろ
で
、
人
間
努
働
９
℃
ま
た
、
機
械
設
備
に
類
似
し
て
「
可
能
的
要
素
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
一
定
の
限
度
内
で
密
度
的
、
つ
ま
り

、
内
包
的
に
利
用
さ
れ
う
る
。
機
械
艘
系
と
比
較
的
密
接
に
結
び
付
い
て
い
る
勢
働
給
付
の
密
度
は
、
機
械
給
付
要
求
の
密
度
と
共
に
愛
化

す
る
。
し
た
が
っ
て
爾
餘
の
唖
と
同
じ
く
機
械
艦
系
給
付
（
ｄ
）
に
依
存
し
て
い
る
。
そ
れ
以
外
の
、
第
一
次
的
に
機
械
設
備
に
結
合
さ

れ
て
い
な
い
努
働
１
１
例
え
ば
、
手
エ
的
勢
働
、
管
理
的
勢
働
１
１
の
給
付
交
付
は
、
給
付
要
求
に
依
存
し
、
そ
れ
と
共
に
鍵
動
す
る
。

な
お
、
所
興
の
生
産
函
徽
を
蓋
に
し
て
、
經
誉
の
雷
量
と
直
藷
關
係
に
あ
る
生
薑
素
ｌ
‐
‐
八
材
料
な
ど
ｌ
も
存
在
す
る
．
産

出
量
に
直
接
に
依
存
し
て
い
る
如
き
要
素
投
入
量
を
ｓ
で
示
す
と
、
そ
れ
は
図
Ⅱ
胃
（
日
）
と
し
て
表
現
さ
れ
る
。
か
く
て
、
「
Ｂ
型
生
産

画
数
」
は
、
機
械
艫
系
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
間
接
的
な
關
係
の
み
な
ら
ず
、
要
素
收
盆
と
投
入
量
と
の
直
接
的
な
關
係
を
も
包
含
し
て

（岸ひ）

い
る
の
で
あ
室
冤
と
い
わ
れ
る
。

口
か
く
て
、
「
Ｂ
型
生
産
函
数
」
に
あ
っ
て
は
、
「
消
費
函
數
」
の
中
に
表
現
さ
れ
て
い
る
技
術
的
與
件
が
、
そ
の
時
為
の
生
産
要

素
の
消
費
量
を
決
定
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
詞
消
費
量
（
要
素
投
入
量
）
の
自
由
な
鍵
動
性
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
結
合

過
程
の
中
に
包
含
さ
れ
て
い
る
個
汽
の
生
産
要
素
の
生
産
的
貢
献
度
を
孤
立
化
し
、
測
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
、
偏
限
界
生
産
力

を
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
と
え
、
偶
然
に
も
總
收
会
曲
線
（
産
出
量
曲
線
）
が
最
初
逓
増
的
、
次
い
で
逓
減
的
な
收
盆
増
加
を

示
し
た
と
し
て
も
、
「
Ｂ
型
生
産
函
數
」
で
あ
る
限
り
、
傭
限
界
生
産
力
を
計
算
す
る
可
能
性
は
排
除
さ
れ
て
い
る
。
「
Ｂ
型
生
産
函
數
」

が
輿
え
ら
れ
る
と
、
要
素
投
入
量
間
の
比
例
は
生
産
の
技
術
的
與
件
に
よ
っ
て
の
み
規
定
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
ま
た
逆
に
言
う
と
、
「
梢

收
盆
法
則
と
經
管
費
用
（
内
藤
）

一
一
九

ヨ
ヨ

革
》
Ⅱ
い
い
←
）
Ⅱ
悼
竺
ざ
②
、
」
（
画
し
）

」
Ⅱ
』
」
Ⅱ
得



－７

目
、
Ａ
「
結
合
過
程
」
と
し
て
の
「
生
産
過
程
」
の
「
生
産
理
論
的
」
検
討
、
お
よ
び
エ
業
生
産
に
と
っ
て
代
表
的
な
「
結
合
法
則
」

と
主
誓
れ
る
「
Ｂ
型
生
霊
戯
」
Ｉ
し
た
が
。
て
ま
た
雷
の
物
量
鯛
蓋
」
１
選
明
ら
か
に
し
た
篝
グ
ー
｜
ア
ソ
ペ
ル
ク
艫

「
結
合
過
程
」
の
「
費
用
理
論
的
」
分
析
に
向
う
。
先
づ
、
彼
は
經
覺
の
費
用
水
準
、
あ
る
い
は
費
用
構
造
を
規
定
す
る
作
用
量
、
す
な

わ
ち
費
用
作
用
量
（
嵐
・
…
嘗
眞
庫
目
）
ｌ
あ
る
い
ば
費
用
作
用
因
（
門
・
…
菖
島
鳶
…
）
と
も
言
わ
れ
る
が
ｌ
憾

何
で
あ
る
か
、
と
一
一
一
一
口
う
問
題
を
提
起
す
る
。
か
上
る
諸
々
の
費
用
作
用
因
に
關
し
て
は
、
既
に
ル
ン
メ
ル
（
門
口
風
河
巨
巳
己
①
］
）
、
と
り
わ

一
二
○

賛
函
数
」
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
た
技
術
的
與
件
に
一
致
す
る
だ
け
の
要
素
投
入
量
が
投
入
さ
れ
た
時
に
。
最
小
費
用
結
合
」
は
賞
現

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
そ
れ
は
エ
業
要
素
結
合
の
法
則
で
迩
麺
、
」
と
。

（
６
）

〔
註
〕
１
，
⑦
具
の
ロ
ゲ
の
劇
切
の
風
呂
、
乱
蔚
・
冨
尉
厨
］
の
胃
の
．
Ｈ
》
一
園
・
沙
一
凸
〉
后
留
・
叩
・
曽
黒
【
』

２
、
の
巨
斤
の
ロ
ゲ
⑪
Ｈ
Ｒ
Ｐ
Ｐ
ｏ
：
⑫
⑫
・
函
圏
ｊ
＆
圏

２
つ
の
具
の
ロ
ゲ
⑪
Ｈ
四
囲
・
四
・
○
・
・
⑫
⑫
。
⑬
隅

３
、
の
貝
の
ロ
ゲ
関
四
国
・
餌
。
。
。
．
ｍ
・
唖
ら

４
、
の
具
の
ロ
ゲ
関
囚
Ｐ
仏
。
○
・
轡
の
ｍ
・
画
画
］

５
、
「
Ｂ
型
生
産
函
敷
」
の
一
般
的
弁

徴
す
る
。
し
か
し
、
す
べ
て
の
「
雄

６
，
○
具
の
ロ
ゲ
の
Ｈ
醜
Ｐ
い
・
○
・
℃
の
衝
闇
『

７
，
の
具
の
ロ
ヶ
閂
四
餌
・
■
。
。
．
ご
ｍ
・
闇
、
。

し
な
い
。

、
の
具
の
堅
】
Ｒ
囚
陣
・
仏
．
○
・
》
の
、
・
圏
』
ｊ
凸
隠
・
目
・
値
⑭

．
「
Ｂ
型
生
産
函
敷
」
の
一
般
的
な
形
態
に
と
っ
て
は
、
「
生
産
係
数
」
”
ｌ
ｚ
は
、
「
消
費
函
数
」
に
噸
じ
て
鍵
動
す
る
と
言
う
こ
と
が
妥

醤
す
る
．
し
か
し
、
す
べ
て
の
「
生
蘆
係
戯
」
が
蘆
出
鑓
鍵
勵
に
鍋
か
Ａ
わ
ら
ず
一
定
で
あ
る
場
合
ｌ
し
た
が
っ
て
、
「
Ｂ
型
生
慶
函
蝋
」

の
一
般
的
形
態
の
特
殊
例
に
於
て
は
、
以
下
の
如
く
島
Ⅱ
』
・
鰯
目
Ⅱ
切
軋
．
・
・
・
葛
Ⅱ
因
・
槌
・
日
な
る
方
程
式
が
妥
常
す
る
こ
と
は
説
明
を
要

五



▲

け
へ
ソ
ッ
ニ
ル
（
国
蔦
国
８
冊
｝
）
に
よ
っ
て
研
究
が
行
わ
れ
、
「
操
業
塵
と
い
わ
れ
る
も
の
は
、
他
の
多
く
の
要
因
と
な
ら
ん
で
こ
れ

ら
諸
要
因
の
一
つ
に
過
ぎ
な
呼
型
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
グ
ー
テ
ン
ペ
ル
ク
は
、
更
に
っ
入
こ
ん
で
こ
れ
ら
費
用
作
用

、
、

量
の
關
漣
・
薑
を
よ
り
厳
密
に
規
定
す
る
．
す
な
わ
ち
、
彼
に
よ
る
と
Ｉ
近
代
篝
學
あ
る
い
蓬
蟇
薑
に
於
て
そ
う
で
あ

る
如
く
ｌ
箒
と
は
要
素
投
入
鍵
と
そ
の
個
格
と
の
舐
で
あ
る
か
ら
、
經
醤
の
費
用
水
準
は
、
一
方
、
蕊
素
投
入
鐡
に
、
讐
璽
素

個
格
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
．
前
者
、
蕊
素
投
入
量
‐
Ｉ
「
費
用
の
物
誇
蓋
」
Ｉ
は
、
更
に
一
方
で
ば
、
生

産
諸
條
件
の
技
術
的
Ⅱ
組
織
的
性
格
に
、
他
方
で
は
、
要
素
投
入
量
が
相
互
に
關
係
す
る
比
例
に
よ
づ
て
決
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

▽
、
、
、
、

一
經
醤
の
費
用
水
瀧
・
購
造
は
、
窮
極
的
に
は
、
要
素
質
、
要
素
比
例
、
要
素
個
格
’
－
１
別
言
す
れ
ば
、
質
的
、
駈
的
、
貨
幣
的
な
費
用
作

、
、
、

用
趾
－
－
な
る
、
い
わ
ゆ
る
一
一
一
大
費
用
決
定
因
（
島
の
旦
日
】
囚
。
儒
曰
《
《
【
。
⑪
〔
の
＆
の
（
の
Ｈ
日
目
目
訂
ロ
圏
）
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
雷
け
が
し
、
具
魁
的
、
賛
践
的
に
は
、
要
素
比
例
を
愛
化
さ
せ
る
外
的
原
因
で
あ
る
操
業
度
が
、
渦
立
愛
欺
と
し
て
、
主
要
な
る
費
用

、
、
、

作
用
戯
と
し
て
把
握
さ
れ
、
さ
ら
に
、
根
源
的
に
憾
蕊
素
質
鎧
よ
び
ｌ
あ
る
い
は
Ｉ
喫
緊
比
例
の
篭
を
惹
起
す
る
鑿
震
お

よ
び
生
産
豫
定
も
主
要
な
る
費
用
作
用
通
と
し
て
自
立
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
經
掻
の
費
用
水
準
を
規
定
す
る
五
つ
の
主
要
な
る
愛

用
作
用
塾
（
＆
…
昆
園
目
蟇
。
…
貝
蟇
ｇ
８
）
ｌ
婆
寶
要
素
個
格
、
操
薑
譽
規
翼
簔
鬘
Ｉ
の
鑿
が

購
築
さ
れ
る
。
勿
論
、
わ
れ
わ
れ
に
輿
え
ら
れ
た
課
題
を
展
開
す
る
た
め
に
は
、
以
下
、
「
操
業
鍵
動
の
生
産
費
に
對
す
る
影
響
」
問
題

に
、
基
本
的
に
行
論
の
焦
鮎
が
合
さ
れ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

Ｂ
、
操
業
愛
動
は
經
誉
の
生
産
費
に
如
何
な
る
作
用
を
及
ぼ
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
操
業
度
と
費
用
」
と
の
關
連
は
、
從
來
、
「
經
誉

費
用
理
論
」
ｌ
と
り
わ
け
ド
イ
ツ
流
の
そ
れ
Ｉ
の
中
心
間
題
で
あ
っ
た
こ
と
ば
周
知
の
こ
と
で
あ
ろ
う
．
と
こ
ろ
で
、
既
に
、
「
生

、
、
、
、
、
、
、

産
理
論
的
」
分
析
の
と
こ
ろ
で
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
、
費
用
を
直
接
的
に
、
無
媒
介
的
に
操
業
度
の
函
数
と
し
て
措
定
す
る
一
」
と
が
、

收
盆
法
則
と
經
菅
費
用
（
内
藤
）

一
一
一
一
↓
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「
傳
統
的
費
用
理
論
」
の
鉄
階
で
あ
っ
た
こ
と
は
⑯
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
に
よ
っ
て
鋭
一
く
批
判
さ
れ
た
。
か
く
て
、
彼
は
「
操
業
度
と
費

用
」
問
題
を
展
開
す
る
に
あ
た
っ
て
、
先
づ
、
操
業
鍵
動
に
對
し
て
生
産
技
術
的
に
適
應
す
る
い
か
な
る
可
能
性
が
經
螢
に
と
っ
て
存
在

一
』
▽
■
■
、
■
■
■
七
・
」
■
▽
」
▼
』
●
一
二
●
（
、
卍
）
）

す
る
か
－
－
－
操
業
愛
動
に
對
す
る
經
誉
の
生
産
技
術
的
適
應
形
式
を
問
題
と
す
る
。

側
、
經
醤
の
生
産
技
術
的
基
礎
が
、
「
Ａ
型
生
産
函
数
」
（
收
念
法
則
）
に
一
致
す
る
と
す
る
な
ら
ば
、
か
し
《
る
場
合
に
は
、
操
業
が

後
退
す
る
と
經
管
は
愛
動
的
諸
要
素
に
よ
っ
て
の
み
適
臓
す
る
。
こ
う
し
た
適
臓
形
式
は
「
收
盆
法
則
に
よ
る
適
應
」
と
い
わ
れ
る
。

③
、
經
誉
の
技
術
的
特
性
が
公
操
業
後
退
の
際
に
、
時
間
的
に
は
不
鍵
の
ま
し
《
で
、
た
墜
經
誉
あ
る
い
は
個
汽
の
經
管
部
分
の
給
付

能
力
の
み
が
、
從
來
よ
り
も
低
い
度
合
に
於
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
場
合
、
（
操
業
壯
態
が
よ
く
な
る
と
、
經
螢
諸
設
備
は■
■
こ
■

時
間
的
に
は
不
愛
の
．
ま
’
、
《
で
再
び
よ
り
握
度
に
利
用
さ
れ
る
）
す
な
わ
ち
、
總
經
誉
設
備
お
よ
び
作
業
時
間
は
一
定
に
し
て
、
た
蟹
利
用

一
己
▼
、
▽

の
み
が
鑓
化
さ
れ
る
場
合
、
か
し
《
る
適
應
形
式
は
「
密
度
的
適
應
」
と
い
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
質
際
に
は
、
設
備
ま
た
は
設
備
群
が
多
く

の
凋
立
の
技
術
的
部
分
軍
位
に
分
割
さ
れ
得
な
い
場
合
に
見
出
さ
れ
る
。
ｊ

③
、
操
業
が
後
退
す
る
場
合
に
は
、
１
－
－
生
産
技
術
的
條
件
が
許
す
限
り
１
－
經
誉
設
備
の
一
部
を
休
止
せ
し
め
、
‐
－
１
休
止
さ
れ
た

機
械
艘
系
が
寳
却
さ
れ
る
か
、
留
保
さ
れ
る
か
不
問
と
す
る
’
１
－
，
操
業
が
上
昇
す
る
場
合
に
は
、
再
び
そ
れ
を
稼
働
せ
し
め
る
場
合
、
す

な
わ
ち
、
愛
動
す
る
操
業
壯
態
に
對
し
て
嚇
秤
綴
櫛
尹
関
心
幻
盃
℃
か
冷
適
順
す
る
方
式
は
、
「
量
的
適
懸
」
と
い
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、

經
蒼
の
技
術
的
設
備
が
比
較
的
に
凋
立
的
な
部
分
軍
位
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
。

。
▽
ご
▽
、
□
ご
■
こ
□
』
●
｜
や
▽
こ
□
．
、
●
■
■

刎
倒
技
術
的
前
提
が
許
す
限
り
、
操
業
状
態
の
愛
動
に
對
し
て
作
業
時
間
に
よ
っ
て
の
み
適
應
が
行
わ
れ
、
而
・
も
そ
の
時
間
中
は
經
誉

設
備
は
完
全
に
利
用
さ
れ
る
と
言
う
形
式
は
、
「
時
間
的
適
聴
」
と
名
付
け
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
「
戯
的
適
應
」
の
特
殊
な
様
式
で
あ

る
と
さ
れ
る
。

／



以
上
の
如
く
、
グ
ー
テ
ン
・
ヘ
ル
ク
は
、
操
業
鍵
動
に
對
す
る
經
誉
の
適
應
形
式
を
類
型
的
に
把
握
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
適
應
形
式
の
も

と
で
の
「
費
用
纏
過
」
、
「
費
用
形
成
」
を
明
ら
か
に
す
る
ｌ
別
一
寳
す
れ
ば
、
適
應
形
式
を
媒
介
と
し
て
「
操
業
度
と
賛
用
」
問
題
に
艤

近
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
操
業
愛
動
に
對
す
る
適
應
問
題
は
Ｐ
既
に
引
用
せ
る
へ
ソ
ッ
エ
ル
に
よ
っ
て
、
と
く
に

掴
く
主
張
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ヘ
ン
ッ
ェ
ル
は
「
費
用
の
管
理
者
と
し
て
の
企
業
家
」
と
言
う
見
地
か
ら
、
軍
に
操
業
愛
動
の

み
な
ら
ず
、
い
か
な
る
措
置
に
よ
っ
て
操
業
が
賀
現
さ
れ
る
か
と
言
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
操
業
管
理
」
（
］
滞
の
。
嵐
蔑
四
目
、
匙
厨
ロ
。
、
葛
。
ｐ
）

の
い
か
ん
に
よ
っ
て
費
用
形
成
は
異
る
こ
と
を
、
理
論
的
と
り
わ
け
資
證
的
に
指
摘
し
た
の
で
あ
率
つ
ま
り
、
操
業
蘂
動
に
對
す
る
適

懸
形
式
を
媒
介
と
し
て
、
費
用
理
論
は
管
理
理
論
の
次
元
ま
で
上
昇
す
る
契
機
を
内
臓
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

目
先
づ
、
企
業
が
操
業
状
態
の
愛
動
に
對
し
て
「
收
盆
法
則
に
よ
る
適
願
」
を
行
う
と
き
に
は
、
費
用
曲
線
は
い
か
な
る
経
過
を
示

す
か
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
既
に
、
生
産
理
論
と
費
用
理
論
の
「
對
稀
的
性
格
』
と
い
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
説
明
し
た
よ
う

に
、
「
費
用
の
物
轍
鮒
鑿
礎
」
が
砿
窪
し
て
い
る
ｌ
し
た
が
っ
て
、
要
素
投
入
鑓
が
相
互
に
オ
プ
ー
ア
ィ
マ
ム
關
係
に
あ
る
、
す
腫
わ
ら

「
鍍
小
鍵
用
結
合
」
を
前
提
す
る
ｌ
と
．
費
用
函
鰄
は
收
念
幽
徽
の
鹸
鐘
蝋
と
し
て
把
握
さ
れ
う
る
．
し
た
が
っ
て
、
收
鐡
法
馴
か
ら

導
出
さ
れ
た
総
費
用
曲
線
は
、
「
傳
統
的
費
用
理
論
」
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
下
か
ら
み
れ
ば
先
づ
凹
的
に
次
い
て
凸
的
に
経
過
す
る
こ

と
腱
明
ら
か
で
あ
る
．
勿
論
総
費
用
曲
線
に
鋼
し
て
は
、
既
述
の
「
收
鋳
法
則
の
四
局
面
鬮
式
」
ｌ
あ
る
い
臓
對
瀞
的
な
表
現
を
用

い
れ
ば
「
箒
法
則
の
魍
鳧
爾
鬮
式
」
ｌ
が
震
鴬
す
る
こ
と
憾
言
う
ま
で
も
な
い
．
（
「
鬮
愚
」
参
照
）
な
鏡
さ
ら
填
鱸
費
用
曲
總

菫
費
用
篝
限
界
賞
用
曲
線
の
形
式
的
な
關
係
ｌ
あ
る
い
は
震
操
業
度
最
適
操
業
度
な
ど
ｌ
に
つ
い
て
こ
ょ
で
論
明
す
る

こ
と
は
餘
計
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
收
盆
法
則
批
判
の
と
こ
ろ
で
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
、
收
盆
法
則
、
し
た
が
っ
て
ま
た
そ
れ

か
れ
導
出
さ
れ
た
費
用
國
政
・
法
則
は
、
エ
業
生
産
に
と
っ
て
代
表
的
な
も
の
と
見
な
さ
れ
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。

收
盆
法
則
と
經
誉
毅
用
（
内
藤
）

一一一一一一
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杓
ｋ
Ｋ

設
備
が
多
欺
の
技
術
的
に
凋
立
な
部
分
軍
位
（
機
械

魁
系
な
ど
）
か
ら
な
る
よ
う
な
エ
場
に
於
て
も
、
一
定
の
限
界
内
で
は
操
業
愛
動
に
對
し
て
密
度
的
に
適
噸
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

（
三
、
（
必
の
事
例
、
お
よ
び
囚
、
日
の
消
費
函
數
の
と
こ
ろ
参
照
）
い
づ
れ
に
せ
よ
、
設
備
の
さ
ま
ざ
ま
な
密
度
的
利
用
の
際
の
賀

（
５
）

用
經
過
は
、
そ
れ
ら
設
備
の
「
消
費
画
数
」
の
性
格
に
依
存
し
て
い
る
。
と
一
一
一
戸
う
の
は
、
「
消
費
画
数
」
は
要
素
投
入
量
、
し
た
が
っ
て

「
費
用
の
物
量
基
的
礎
」
を
決
定
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
。
な
お
、
人
間
努
働
力
も
「
可
能
的
要
素
」
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
こ
と
が
經
誉

を
し
て
「
密
度
的
適
應
」
を
可
能
な
ら
し
め
る
前
提
で
あ
る
こ
と
も
既
に
説
明
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
か
く
て
、
｜
「
密
度
的
適
應
」
の

も
と
で
の
費
用
函
敷
は
、
「
消
費
函
敷
」
を
媒
介
と
す
る
「
Ｂ
型
生
産
酌
敷
」
か
ら
導
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
上
で
も
生
産
お
よ
び

一
二
四

工
曰
Ａ
、
「
密
度
的
適
應
」
に
於
け
る
費
用
経

過
。
「
密
度
的
適
應
」
と
は
、
既
述
の
如
く
、
全
經

、
、
、
、
、
Ｖ
ｂ
℃
、
、
、
、

．
誉
設
備
と
作
業
時
間
と
を
一
定
と
前
提
し
て
、
生
産

鰯
“
鮒
嶮
ｊ
耀
馴
盗
繩
鮭
肌
鵡
總
鯆
騰
Ⅷ

錦
趨
鎚
固
純
愛
ｖ
、
、
、
、
、
、

讓
議
咽
飢
鰡
鑪
騨
騒
快
織
ｉ
鱗

仲
膨
肝
岬
辰
晦
肝
岫
脾
岼
艀
備
の
纏
っ
た
艘
系
を
要
求
す
る
エ
業
部
門
と
か
、
生

註
産
が
「
岬
熱
で
行
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
見
出
さ
れ
る
。

（
水
力
護
電
所
、
大
化
學
工
業
な
ど
。
）
勿
論
、
生
産

０
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一
宇

①

一
一
一
一
ハ

償
却
の
固
定
的
部
分
、
空
間
費
、
利
子
饗
、
保
険
費
な
ど
－
－
－
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
、
箪
位
愛
用
は
、
超
過
操
業
の
も
と
で
も
何
ら
上
昇

（《、）

し
な
い
場
合
も
可
能
で
あ
る
。
か
‐
蚤
る
「
事
賓
は
、
：
．
…
第
一
に
機
械
集
約
的
な
作
業
方
法
の
結
果
で
あ
る
」
こ
と
は
説
明
を
要
し
な
い
。

が
と
も
か
く
、
超
過
操
業
費
用
、
し
た
が
っ
て
ま
た
人
間
お
よ
び
機
械
の
過
度
要
求
、
過
大
負
荷
は
、
グ
ー
テ
ン
ペ
ル
ク
に
よ
っ
て
、
經
誉

、
、
、
も
こ
、
、
、
▽
ｂ

（ｍｒ）

質
践
に
於
て
は
、
例
外
的
事
例
に
過
ぎ
な
い
こ
と
が
弧
く
主
張
さ
れ
て
い
る
９

β
、
一
定
の
經
蟹
に
於
て
、
經
醤
設
備
の
密
度
的
利
用
の
鑓
化
か
ら
凋
立
し
て
い
る
費
用
－
１
利
子
費
用
、
減
価
償
却
の
形
で
の
空
間

費
用
、
賃
借
料
、
設
備
の
要
求
と
は
多
少
と
も
無
關
係
の
修
繕
費
、
一
定
の
租
税
、
保
険
料
、
・
固
定
的
な
減
便
償
却
費
な
ど
１
１
、
い
わ

ゆ
る
固
定
費
が
生
ず
る
。
今
、
一
つ
の
經
蒼
部
分
箪
位
（
機
械
髄
系
な
ど
）
に
於
て
、
そ
の
能
力
が
完
全
に
利
用
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。

一
部
分
箪
位
が
生
ず
る
固
定
費
の
額
を
Ｑ
で
示
し
、
そ
の
部
分
箪
位
の
能
力
を
生
産
避
箪
位
ｍ
で
測
定
す
る
、
す
な
わ
ち
そ
の
能
力
は
ｍ
能

力
軍
位
か
ら
な
る
と
す
る
と
き
に
は
、
一
能
力
軍
位
に
Ｑ
ｌ
ｍ
の
額
で
固
定
費
が
賦
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
設
備
が
そ
の
能
力
の
一

℃
、
、
、

部
分
だ
け
し
か
利
用
さ
れ
な
い
場
合
利
用
さ
れ
な
い
能
力
に
對
し
て
ｇ
い
〕
固
定
費
が
生
ず
る
。
こ
の
費
用
は
不
働
費
用
（
』
Ｓ
と
い
わ
れ
、

Ｕ
ｂ
、
．
、

そ
の
と
き
ど
ぎ
に
利
用
さ
れ
た
能
力
の
餐
用
は
利
用
費
用
（
丙
〉
ロ
）
と
呼
ば
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
の
Ⅱ
丙
（
＋
門
斡
》
で
あ
る
。
か
く
て
、

固
定
饗
は
操
業
度
に
伴
っ
て
利
用
擬
用
と
し
て
、
あ
る
い
は
不
働
費
用
と
し
て
愛
動
す
る
こ
と
に
な
る
。
｜
經
瞥
部
分
軍
位
に
よ
っ
て
武

際
に
生
産
さ
れ
た
生
産
物
鉦
を
韮
で
示
し
、
そ
の
部
分
箪
位
の
最
大
可
能
な
る
生
産
物
趾
を
ｍ
で
示
す
と
、
不
働
費
用
お
よ
び
利
用
費
用

ほ
そ
れ
ぞ
れ
次
の
如
く
表
現
さ
れ
う
る
。

門』（らⅡ（罰‐徴）水皇

恩
′■、

(２，
１１
Ｒ6

首'の

彙
雪
違
甕
室
Ⅱ
‐
率
ぺ
夢
が
．



Ｑ
，

個
為
の
勢
勧
場
所
に
對
す
る
不
働
費
用
と
必
要
な
生
産
費
用
と

を
確
定
し
、
時
間
的
経
過
に
於
け
る
そ
の
發
展
を
研
究
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
麺
」
と
指
摘
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
「
計
謹
に
於
て
総
じ
て

固
定
鍵
に
意
義
が
輿
え
ら
れ
る
の
は
、
ぞ
る
一
一
つ
の
根
本
的
グ
ル
ー
プ
の
枠
内
に
於
て
の
み
で
あ
麺
か
ら
。
か
く
て
、
グ
ー
テ
ン
ペ

、
、
、
、
、

ル
ク
は
基
本
的
に
は
同
一
の
線
に
沿
っ
て
問
題
を
展
開
し
な
が
ら
、
固
定
費
の
内
的
購
造
を
明
確
に
し
、
責
践
的
に
は
不
働
費
用
の
測
定

、
、
▽
、
、
、
、
、
、
、
、

ｑ
ｂ
Ｕ
Ｕ
ｖ
（
辺
）

・
管
理
、
理
論
的
に
は
利
用
費
用
に
は
「
比
例
性
法
則
」
（
団
埴
。
ご
◎
耳
）
。
ｐ
巳
嵐
扇
函
の
、
の
尽
）
が
安
富
す
る
、
こ
と
を
結
論
す
る
の
で
あ
る
。、
Ｄ

γ
、
グ
ー
テ
ン
ペ
ル
ク
に
於
て
は
、
經
誉
部
分
軍
位
の
各
々
は
そ
れ
自
身
の
費
用
國
數
を
も
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
費
用
函
数
の
總
髄

收
盆
法
則
と
經
蟹
愛
用
（
内
藤
）

一
二
七

Ａ Ｂ

苑
そ
れ
は
、
ま
た
「
圏
６
」
の
如
く
し
て
、
具
像
的
に
明
示
さ
れ

、
』
つ
る
。
な
お
、
こ
う
し
た
關
係
は
、
管
理
的
給
付
の
費
用
、
い

わ
ゆ
る
人
的
經
誉
準
備
に
印
し
て
も
同
様
に
説
明
さ
れ
う
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
が
Ｌ
る
不
働
費
用
Ｐ
の
①
骨
・
帯
巳

位

綱
癒
噸
簡
震
ｌ
チ
ャ
ー
チ
〔
膨
出
ｂ
…
ご
以
来
．
と
く

》
確
魎
線
綴
。

定
大
産
曲
・
曲
Ⅵ
に
ア
メ
リ
カ
で
研
究
さ
れ
た
こ
と
は
周
知
だ
が
Ｉ
ｌ
ド
イ
ツ
で

調傘生辮噸嘔は、プレット（。国局色（感より、次いでシュナィ
Ｑ
ｍ
不
利
グ
ー
（
ｐ
．
ｍ
．
｝
量
旦
・
堵
）
に
よ
っ
て
、
「
費
用
の
管
理
規
定

』》匪陸性」ｅ嵐ご凰感ｏｐｍ蔚圏日日岳の芹』のＨ尻８后ロ）なる立
Ｉ
Ｉ
Ｊ
１
１
．

註
場
よ
り
、
發
展
せ
し
め
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー

０
は
、
．
費
用
計
鐡
と
統
制
の
た
め
に
は
…
…
經
警
全
髄
お
よ
び



￣￣

一
二
八

が
、
全
髄
經
醤
生
産
の
賀
用
國
敬
を
な
す
こ
と
が
、
出
發
鮎
と
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
經
瞥
部
分
箪
位
の
能
力
は
分
割
可
能
性
を
峡
除
し
、
し
た
が
っ
て
ま
た
虚
理
可
能
性
を
欽
除
す
る
か
ら
、
任
意
に
規
定
し
た

‐
●
〆
．
。

り
鍵
化
し
得
な
い
。
そ
れ
故
、
經
螢
諸
軍
位
の
給
付
切
断
面
を
禰
和
的
に
均
衡
さ
せ
る
と
ニ
ニ
ロ
う
任
務
は
、
經
瞥
賓
践
に
於
て
不
完
全
に
し

か
解
決
で
き
な
い
。
こ
う
し
た
不
均
衡
は
總
餐
用
榊
造
の
内
部
で
相
殺
的
効
果
を
結
果
す
る
、
と
さ
れ
る
。
か
く
て
、
操
業
鎚
動
の
も
と

、
、

、
、

で
、
全
髄
生
産
の
平
均
饗
用
、
お
よ
び
全
般
費
用
曲
線
の
経
過
は
、
こ
れ
ら
の
經
彊
部
分
箪
位
の
間
に
現
わ
る
相
殺
的
効
果
に
よ
っ
て
規

定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
經
督
の
生
産
榊
造
に
於
け
る
不
均
衡
と
言
う
現
賢
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
操
業
愛
励
の

、
、
、
、
、
、
、
、
、
■

（
皿
）

際
の
費
用
發
展
の
命
題
は
、
經
螢
賀
践
へ
の
接
近
理
論
と
し
て
、
「
相
殺
効
果
の
理
論
」
に
撤
張
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

卿
Ａ
、
「
時
間
的
適
脳
」
に
於
け
る
費
用
経
過
。
既
に
述
べ
た
如
く
、
「
時
間
的
適
腿
」
と
は
、
操
業
鍵
動
に
對
し
て
作
業
時
間
の

愛
化
に
よ
っ
て
の
み
適
應
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
具
魑
的
な
形
態
、
い
わ
ゆ
る
「
操
業
管
理
」
の
様
式
は
多
様
で
あ
る
。
（
例
え
ば
、
操

蕊
が
後
麹
す
る
と
葛
蝿
蕊
短
繍
が
行
わ
れ
る
方
式
と
し
て
、
擢
日
の
鐵
働
嬬
卿
を
短
く
す
る
と
か
、
一
週
の
う
も
若
干
日
耀
け
鍵
蕊
す
る
ｌ
さ
ら
に
、

蝋
蕊
休
蕊
同
の
鯛
総
竃
如
何
腱
邇
寵
す
る
か
．
’
あ
る
い
は
、
鍵
来
の
二
ま
た
は
三
交
代
鯛
の
騒
止
と
そ
の
方
法
な
ど
・
で
あ
る
．
）
な
お
、
「
時

間
的
適
應
」
は
、
「
鐘
的
適
應
」
の
特
殊
な
様
式
と
考
え
ら
れ
、
い
わ
ば
「
量
的
適
應
」
へ
の
前
段
階
で
あ
る
と
も
い
わ
れ
る
。
か
上
る

「
祷
間
的
適
懸
」
の
際
の
擬
用
鋤
蝋
も
Ｉ
「
震
鮪
遮
噸
」
の
場
合
と
同
様
Ｉ
「
溌
澱
勵
敷
」
を
繊
介
と
す
る
「
Ｂ
型
生
霞
函
戯
」
か

ら
導
出
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
の
形
式
的
な
、
數
學
的
な
表
現
は
、
既
に
説
明
さ
れ
た
。
，

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

と
こ
ろ
で
、
「
時
間
的
適
懸
」
臓
そ
の
純
紳
な
形
式
で
膳
Ｉ
「
密
度
的
適
艫
』
と
臓
劉
鶴
に
Ｉ
利
用
薑
は
一
定
〔
正
常
給
付

、
、

、
■

を
前
提
）
と
し
て
、
利
用
時
間
が
鍵
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
あ
る
經
督
が
一
機
械
の
作
業
時
間
を
一
日
八
時
間
か
ら
四
時

、
、
、
、

、
、
、
・

間
に
切
り
下
げ
、
作
業
速
度
（
密
度
）
を
鍵
え
ず
に
運
鞭
す
る
と
す
れ
ば
、
當
該
機
械
ま
た
は
設
備
の
愛
動
的
經
管
費
用
は
五
○
％
減
少



。
。
。
‐
い
い
、
刑

す
る
で
あ
ろ
う
つ
と
一
一
一
首
う
の
は
、
作
業
速
度
（
密
度
）
が
一
定
の
場
合
に
は
、
鍵
動
鰊
經
螢
費
用
は
努
働
時
間
あ
た
り
同
一
で
あ
る
が

、
、
勺

ら
。
一
機
械
艘
系
の
時
間
あ
た
り
鍵
動
的
經
誉
費
用
を
Ｊ
、
作
業
時
間
を
ム
レ
で
示
す
と
、
産
出
童
工
に
於
て
生
ず
る
費
用
は
次
の
よ
う
に
な

る
。
垣
Ⅱ
錘
・
耳
⑧
）
（
〕
Ⅱ
』
．
：
…
§
譲
鳶
鴎
調
Ｓ
韓
）
作
業
時
間
２
は
經
管
の
産
出
量
に
依
存
し
、
雨
者
の
間
に
は
比
例
的
關
係
が
存
在

す
る
か
ら
、
機
械
魁
系
の
轡
跡
飾
經
誉
費
用
は
産
出
量
に
比
例
す
る
。
さ
ら
に
、
直
接
に
産
出
量
に
依
存
す
る
要
素
投
入
童
も
ま
た
、
生

震
件
不
雲
と
き
塞
出
量
に
比
例
す
る
．
し
た
が
っ
て
、
操
簔
動
に
鋼
す
る
「
檸
簡
的
震
」
の
場
合
に
は
Ｉ
部
分
箪
位
に
鋼

、
、
、
、
、
ｂ
、
、

、
、
、

し
で
も
全
艘
經
瞥
に
對
し
て
も
１
－
１
直
線
的
な
餐
用
経
過
が
得
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
総
費
用
曲
線
の
経
過
に
對
し
て
は
、
固
定
費
と
そ

の
内
的
構
成
の
愛
化
は
何
ら
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

ｂ
、
、

Ｂ
、
「
時
間
的
適
應
」
の
際
に
も
、
既
述
の
い
わ
ゆ
る
不
働
費
用
は
發
生
す
る
。
し
か
し
、
か
ふ
る
適
應
形
式
に
照
感
し
て
、
固
定
的

、
、
、

、
、
、
ｂ
、
、
、
、
、
、
、
Ｕ
、

設
備
費
用
を
利
用
費
用
と
不
働
費
用
に
分
割
す
る
基
準
は
、
正
常
給
付
を
前
提
と
し
て
、
技
術
的
に
最
大
可
能
な
利
用
時
間
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
設
備
が
最
大
可
能
な
作
業
時
間
の
一
部
分
し
か
利
用
さ
れ
な
い
な
ら
ば
、
こ
の
非
操
業
に
應
じ
で
不
働
費
用
が
生
ず
る
こ
と

に
な
る
。
勿
論
、
利
用
費
用
に
は
「
比
例
性
法
則
」
が
安
當
す
る
こ
と
な
ど
、
既
述
の
如
く
で
あ
る
。
，

以
上
の
如
き
考
察
か
ら
明
ら
か
に
な
る
こ
と
は
、
Ｉ
Ｉ
１
な
お
、
固
定
的
な
始
動
費
用
や
整
備
費
用
は
、
具
魁
的
な
管
理
的
決
定
を
行
う
に

際
し
て
、
童
興
な
問
題
で
健
あ
る
が
、
こ
Ｌ
で
は
除
外
す
る
ｌ
「
時
閥
的
鑪
噸
」
の
も
と
で
は
、
總
費
屋
畳
震
操
業
竈

す
な
わ
ち
、
人
作
業
時
間
の
鑓
動
に
應
じ
て
比
例
的
な
費
用
と
、
固
定
費
用
と
の
二
部
分
の
み
か
ら
構
成
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
か
く
て
、

グ
ー
テ
ン
ペ
ル
ク
は
、
「
時
間
的
適
應
に
於
け
る
費
用
函
欺
は
、
エ
業
原
便
計
算
の
最
も
近
代
的
な
形
態
た
る
計
謹
原
償
計
算
の
基
礎
を

（
ｕ
）

、
、
、
、

（
狙
）
．
，

な
す
」
、
と
指
摘
し
、
ま
た
、
「
時
間
的
適
應
」
は
、
經
誉
政
策
に
と
っ
て
重
要
な
る
意
義
を
有
す
る
、
と
主
張
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

㈲
Ａ
、
「
量
的
適
腫
」
に
於
け
る
費
用
経
過
・
豆
里
的
適
願
」
と
は
、
蕊
櫛
鐇
瞥
尹
恥
齢
称
《
で
か
論
操
業
愛
動
に
適
感
す
る
こ
と

收
盆
法
則
と
經
警
喪
用
（
内
藤
）

一
二
九



經
瞥
が
脾
日
産
出
鍵
（
完
全
操
業
）
の
も
と
で
は
、
』
日
国
の
高
さ
の
費
用
（
ｐ
十
ｓ
ｌ
曾
十
愛
動
費
［
生
産
物
箪
位
あ
た
り
愛
動

費
を
赤
、
と
す
る
と
、
《
日
。
辱
］
）
が
生
ず
る
。
一
機
械
魁
系
を
休
止
し
、
寳
却
す
る
、
し
た
が
っ
て
、
四
日
産
出
量
で
は
費
用
は
四
日
句

（
Ｑ
［
不
働
費
用
ｚ
嵩
，
を
含
む
］
＋
Ｓ
ｌ
曾
十
鍵
動
費
四
日
録
己
と
な
る
。
同
様
に
し
て
、
園
の
上
に
、
Ｄ
、
Ｂ
、
Ｒ
鮎
が
得
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
費
用
鮎
の
結
合
線
臓
、
言
う
ま
で
も
な
く
直
線
的
に
経
過
す
る
．
数
學
的
な
表
現
を
輿
え
れ
ば
、
そ
れ
は
、
の
十
（
可
十
斗
）
闘

、
、
、
，

を
ｓ
…
…
。
：
（
冑
で
示
す
、
と
す
る
。

一
三
○

で
あ
り
、
そ
の
場
合
の
生
産
技
術
的
避
礎
は
、
經
螢
設
備
が
比
較
的
に
凋
立
的
な
部
分
箪
位
（
機
械
髄
系
な
ど
）
、
し
か
も
純
粋
な
形
式
に

於
て
は
、
同
種
・
同
一
の
技
術
的
性
質
を
も
つ
部
分
箪
位
か
ら
織
成
さ
れ
て
い
る
、
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
量
的
適
應
」
が
純

》
ｂ
も
、
、
、
、
、
、
ｂ
℃

糠
な
形
で
行
わ
れ
る
な
ら
、
そ
の
管
に
利
用
さ
れ
る
部
分
箪
位
は
、
一
定
の
利
陶
麓
と
作
業
驍
ｌ
正
常
給
付
と
正
常
鍔
徽
時
間

Ｉ
を
煎
鍵
と
し
て
、
作
業
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
か
く
て
、
鑿
の
遥
出
齪
憾
ｌ
部
分
箪
位
の
分
瓢
非
可
能
性
に
噸
じ
て
ｌ
鴎

、
１
勺
、
、
０

階
的
に
の
み
愛
化
さ
れ
う
る
こ
と
に
な
る
。
シ
」
の
段
階
の
幅
は
、
正
常
給
付
・
正
常
作
業
時
間
の
も
と
で
の
技
術
的
軍
位
の
産
出
量
に
よ

っ
て
決
定
さ
れ
る
、
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
「
量
的
適
應
」
が
な
さ
れ
た
場
合
、
能
力
整
理
、
す
な
わ
ち
休

止
さ
れ
た
設
備
に
對
す
る
管
理
的
槽
需
駐
は
二
つ
の
可
能
排
》
１
１
休
止
し
た
設
備
を
寳
却
す
る
か
（
Ａ
の
場
合
）
、
ま
た
は
留
保
す
る
か

（
固
の
場
合
）
ｌ
が
あ
る
と
グ
ー
ー
ア
ン
ペ
ル
〃
は
指
摘
す
る
．

α
・
（
Ａ
の
場
合
）
「
圏
７
」
に
於
て
、
經
誉
は
四
個
の
同
じ
機
械
磯
系
（
そ
れ
ぞ
れ
、
正
常
給
付
、
正
常
静
働
時
間
の
も
と
で
、
箪
位

を
生
鐘
す
る
）
か
ら
成
り
、
そ
の
全
能
力
緬
鬮
に
わ
た
る
闘
定
環
「
纒
對
的
圃
定
饗
を
９
機
篭
系
の
廠
柵
固
定
鍵
Ｉ
い
わ
ゆ
る

（
脳
）

露
費
用
」
に
震
し
、
一
定
の
操
業
魑
間
内
で
腱
固
定
的
で
あ
る
が
、
多
く
の
塵
間
を
通
じ
て
み
れ
ば
鍵
動
的
で
あ
る
固
定
費
Ｉ

で
あ
る
。



β
、
（
Ｂ
の
場
合
）
經
誉
が
操
業
後
退
す
る
と
き
、
經
誉
準
備
を
す
べ
て
保
持
す
る
と
き
に
は
、
そ
れ
は
、
休
止
し
た
機
械
鵠
系
の
歴

間
鬮
定
費
の
除
去
を
放
棄
し
た
こ
と
、
つ
ま
り
麿
藺
圃
襄
は
礒
留
固
定
費
Ｉ
除
去
し
う
る
が
、
塗
さ
れ
な
か
っ
た
不
働
費
用
Ｉ

と
な
る
。
こ
の
關
係
は
「
圏
８
」
に
於
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
全
經
誉
準
備
心
目
を
保
持
す
る
場
合
に
は
、
す
べ
て
の
費
用
鮎
は
Ｐ
浬

收
盆
法
則
と
經
蟹
愛
用
（
内
藤
）

一
一
一
一
一
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一一一一一一

直
線
上
に
あ
る
。
同
様
に
し
て
、
」
へ
》
症
『
原
》
シ
】
』
Ⅲ
｝
壕
し
一
国
一
直
線
・
も
説
明
さ
れ
う
る
。
．

Ⅸ
何
經
誉
が
「
量
的
適
應
」
と
「
時
間
的
適
應
」
を
結
合
す
る
場
合
－
１
－
屡
貨
起
る
状
況
で
あ
る
１
－
を
想
定
し
、
「
圏
７
」
に
於
て

産
出
鐡
軌
を
生
産
せ
ん
と
す
る
、
と
假
定
す
る
。
先
づ
、
第
四
の
機
械
は
休
止
、
賢
却
さ
れ
、
そ
の
塵
間
固
定
費
は
消
滅
す
る
（
「
量
的

適
臆
」
の
Ａ
の
場
合
）
次
い
で
第
三
の
機
械
で
「
時
間
的
適
應
」
を
行
う
。
か
く
て
、
産
出
量
唖
に
對
應
す
る
費
用
鮎
Ｕ
が
得
ら
れ
る
。

（
「
閥
７
」
に
於
て
、
Ｆ
と
Ｅ
と
の
間
の
費
用
曲
線
は
、
「
時
間
的
適
應
」
の
際
の
喪
用
経
過
に
即
雁
し
て
直
線
的
で
あ
る
。
）
さ
ら
に
操

業
が
一
層
後
退
し
、
經
管
が
上
述
の
如
く
鑓
的
、
時
間
的
に
適
感
す
る
な
ら
、
段
階
曲
線
Ａ
Ｂ
ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
が
得
ら
れ
る
。
そ
れ
は
傾
向

的
に
は
直
線
的
で
あ
る
。
な
お
、
第
四
の
機
械
は
休
止
さ
れ
る
が
、
留
保
さ
れ
る
場
合
（
「
量
的
適
噸
」
の
Ｂ
の
場
合
）
に
は
、
風
間
固
定

費
必
は
残
留
し
、
「
時
間
的
適
慰
」
に
際
し
て
經
誉
は
直
線
Ｈ
Ｇ
ｖ
Ｚ
上
を
移
動
す
る
こ
と
に
な
る
。

．
か
く
て
、
『
量
的
適
應
」
の
際
に
は
、
「
時
間
的
適
應
」
の
場
合
と
同
様
、
費
用
經
過
は
直
線
的
と
な
る
。
し
か
つ
も
、
グ
ー
テ
ン
ペ
ル

ク
は
、
「
操
業
愛
動
に
對
す
る
か
し
《
る
量
的
お
夫
び
時
間
的
な
適
應
を
、
工
業
に
於
て
支
配
的
な
方
式
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
の
で
、
傾
向

的
に
直
線
的
経
過
を
辿
る
費
用
曲
線
が
賢
際
上
し
ば
し
ば
見
出
さ
れ
る
、
と
結
論
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

Ｂ
、
α
・
最
後
に
、
「
鐡
的
適
懸
」
の
一
種
－
ｌ
既
に
、
質
的
適
臓
方
式
に
接
近
し
て
お
り
、
過
的
適
噸
過
程
に
選
擦
過
程
が
結
合
し

て
い
る
方
式
１
１
「
選
擢
的
適
臓
」
の
場
合
を
考
察
す
る
。
そ
れ
は
、
經
誉
が
質
的
差
異
を
、
も
つ
機
械
設
備
Ｉ
－
古
い
様
式
と
新
楳
式
の

ワ
も
の
、
消
耗
の
甚
だ
し
い
も
の
と
そ
れ
ほ
ど
消
耗
し
て
い
な
い
。
も
の
な
ど
１
－
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
か
し
《
る
場

合
、
操
業
後
退
に
對
し
て
量
的
に
適
應
さ
れ
る
な
ら
、
經
螢
は
現
有
經
管
手
段
の
質
的
勾
配
に
し
た
が
っ
て
、
個
々
の
技
術
的
設
備
の
休

一
■
▽
、
。
一
己
・

止
を
行
う
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
「
選
鐸
的
適
應
」
の
際
の
綱
費
用
は
産
出
量
増
加
に
つ
れ
て
逓
増
し
、
限
界
費
用
低
繼
綱
的
に
増

加
す
る
こ
と
に
な
る
◎



β
、
な
お
、
「
選
揮
的
適
應
」
と
の
關
連
に
於
て
Ｆ
グ
ー
テ
ン
ペ
ル
ク
は
、
「
傳
統
的
費
用
理
論
」
に

用
曲
線
の
経
過
（
下
か
ら
み
る
と
、
先
づ
凹
的
に
、
次
い
で
凸
的
に
經
過
す
る
總
費
用
曲
線
、
し
た
が
二

を
批
判
す
る
。
す
な
わ
ち
、
総
費
用
曲
線
の
轡
曲
的
経
過
が
現
賢
の
經
菅
諸
關
係
に
一
致
す
る
た
め
に
は
、

機械腿系｜能力 比例饗単位徴比例費

收
盆
法
則
と
經
蟹
費
用
（
内
藤
）

卯
釦
溺
だ
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０
０
０
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０
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一
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世
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－
２
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１

忽
里
◎
す
’
９
○
一
；

Ｑ

2ｍ ４ｍ３ｍ０ 、

〔圏Ⅸ〕

費
用
理
論
」
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
て
來
た
總
費

一
線
、
し
た
が
っ
て
Ｕ
字
型
の
限
界
費
用
曲
線
）

す
る
た
め
に
は
、
愛
動
費
に
つ
い
て
一
定
の
假

定
が
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
彼
は
主
張
す

る
．
そ
の
臘
定
と
健
ｌ
正
常
給
付
、
一
定
作

業
時
間
の
も
と
で
最
大
、
軍
位
を
産
産
す
る
四

個
の
。
質
的
差
異
を
も
つ
機
械
艘
系
の
愛
動
費

を
そ
れ
ぞ
れ
ぐ
胃
…
…
ぶ
と
す
る
１
－
上
表
お

よ
び
「
圏
９
」
が
示
す
如
く
、
ぐ
『
Ｖ
鼠
Ｖ
扇
八

急
な
る
關
係
の
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
っ
主

り
、
要
素
質
に
つ
い
て
一
定
の
假
定
、
し
か
も

先
づ
操
業
度
ゼ
ロ
か
ら
總
餐
用
曲
線
の
鍵
曲
鮎

ま
で
は
、
不
断
に
給
付
能
力
の
よ
り
大
な
る
經

誉
箪
位
（
機
械
艫
系
、
努
働
力
）
を
投
入
し
、
次

に
次
第
に
給
付
能
力
の
小
な
る
努
働
力
と
生
産

手
段
と
を
相
次
い
で
利
用
す
る
、
と
言
う
假
定

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
生
産
手
段
投
入

一一一一一一一

●

￥
●



Ｐ の
序
列
原
則
は
、
從
來
何
ら
證
明
さ
れ
な
か
っ
た
し
、
ま
た
「
選
樫
的
適
慰
」
の
原
則
か
ら
は
説
明
さ
れ
な
い
と
さ
れ
る
。
そ
の
上
、
グ

ー
ラ
ペ
ル
ク
臆
ｌ
藤
に
、
彼
の
「
費
用
作
用
量
』
の
髄
系
に
於
て
明
ら
か
な
如
く
Ｉ
生
産
條
件
の
質
約
鍵
化
と
操
業
度
鍵
化
と
の

間
の
一
義
的
な
函
數
關
係
を
峻
烈
に
否
定
す
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
こ
上
に
、
傳
統
的
な
費
用
経
過
が
導
出
さ
れ
る
も
う
一
つ
の
「
根

（
Ⅳ
）

抵
」
ｌ
他
の
箸
主
璽
な
「
根
抵
」
は
既
遮
の
收
議
法
則
で
あ
る
が
ｌ
が
否
定
し
去
ら
れ
愚
の
で
鬘

〔
性
〕
１
、
呵
臥
百
田
①
日
の
］
坤
夙
○
一

二
「
函
］
・
句
・
田
目
蜘
⑦
房
悶
Ｏ
ｍ
ｌ

Ｐ
・
の
：
ロ
①
巳
の
月
属
◎
鉤

Ｐ
巳
、
←
の
四
ｓ
庫
。

２
、
因
・
の
具
の
ロ
ヶ
の
園
》
国
①
日
①
冨
乱
鼻
、
ロ
ケ
罠
苗
一
の
庁
目
》
閂
．
画
・
少
口
酉
・
》
届
思
・
印
・
眉
⑰
津
・

ロ
閂
、
⑩
一
ケ
⑩
》
国
の
日
の
ず
豊
「
①
月
蕨
呂
蔦
【
、
］
の
旨
の
．
眉
泡
・
Ｐ
已
酉
・
』
①
、
、
．
②
い
・
ヨ
ー
患

３
，
因
・
の
具
の
ロ
可
関
四
国
、
ロ
】
の
ず
い
己
昌
誌
⑥
庁
具
②
一
ｍ
す
別
の
ご
閂
・
の
・
函
⑭
餌
〔
。

４
、
『
且
［
Ｎ
因
の
園
の
一
一
□
の
Ｈ
【
］
ロ
【
①
日
呂
日
の
甸
巳
⑫
□
】
：
。
ｐ
①
具
⑫
の
日
⑩
Ｈ
宍
。
、
【
の
厚
田
白
・
属
・
］
画
胃
、
・
・
巳
患
・
印
・
巨
黒
〔
．

樟
や
、
蝉
の
。
、
。

６
、
缶
切
：
ロ

７
、
○
巨
冒
目
宮

４
、
司
旦
百
四
の
園
の
一
一
□
の
Ｈ
【
］
ロ
【
｜

ロ
③
目
色
ず
只
尻
◎
鼻
①
回
国
口
図
］
】
、
Ｐ

６
、
缶
・
の
⑤
目
①
己
§
Ｐ
Ｐ
Ｏ
・
》
の
．
亀
』

７
、
。
ｇ
の
ロ
ケ
閂
四
国
①
日
⑪
ワ
⑰
乱
Ｈ
［
、
⑥
冨
旨
］
の
胃
①
》
■
．
、
ｍ
・
画
邑
巨
・
瞳
。
□
の
目
⑦
一
ヶ
①
》
○
口
①
吋
口
⑦
ロ
ぐ
の
吋
旨
員
弓
○
口
【
。
②
肩
口
岸
冒
『
の
口
巨
ロ
』
⑫
⑦
目
①

国
の
由
吋
崖
口
旦
巨
口
函
賦
摩
挫
両
・
図
国
の
臣
①
句
。
］
ぬ
⑥
ご
切
口
］
色
ぽ
Ｈ
ｍ
ｏ
・
惇
垣
血
⑬
ご
恩
噛
②
３
１
ｍ
←
‐
’

ご
頃
一
・
の
Ｑ
日
の
己
の
回
国
・
色
・
○
・
・
四
⑩
．
』
震
ｌ
患
⑰

８
，
○
・
国
吋
凰
房
ロ
関
①
口
狩
屋
１
ｍ
の
晶
百
閏
肩
』
の
吋
国
目
目
崩
（
目
）
・
日
の
。
目
岸
巨
且
ヨ
ぽ
い
○
冒
夢
圏
・
忘
冒
、
・
・
匿
い
Ｐ
⑪
．
閣
留

５
、
『
巳
・
・
の
具
の
：
図
頃
（
〕
辱
関
』
８
ぐ
閂
匠
員
ぐ
。
ｐ
門
。
⑩
冨
口
斤
日
ｑ
①
口
巨
ロ
ュ
、
⑩
旨
の
国
の
、
『
廓
且
ｐ
ｐ
ｍ
・
㈱
ロ
局
．
．
ｚ
①
■
の
可
。
］
ぬ
①
．
仰
山
島
Ｈ
、
．
。

】
【
。
、
庁
⑩
目
色
目
一
層
＠
勺
凰
斤
骨
⑥
け
の
〔
再
耳
の
Ｈ
②
伝
。
庁
巨
目
、
の
口
陸
ケ
日
日
①
諺
ｓ
庁
脚
□
ぬ
荷
屍
の
】
【
』
曾
尻
。
⑩
［
①
ロ
》

嵐
。
、
冨
目
巨
口
已
戸
凰
顛
目
目
、
の
Ｐ
尼
憧
・

属
◎
囚
［
の
ロ
ｑ
①
Ｈ
盲
氏
回
且
同
旦
Ｈ
色
、
⑰
の
ロ
汗
乱
ｎ
厘
目
噸
ず
図
画
⑤
頁
「
自
席
且
①
Ｈ
團
隅
肩
厨
威
函
目
、
．
■
津
句
・
）

ＵＤ

Ｉ：

四

凶
や
⑬
【
印
・
凶
凸
⑭

ｚ
２
①
句
◎
毎
の



以
上
に
於
て
、
グ
ー
テ
ン
ペ
ル
ク
に
よ
る
收
盆
法
則
の
批
判
、
ま
た
は
そ
れ
を
「
根
抵
」
と
す
る
「
傳
統
的
」
な
費
用
曲
線
經
過
の
批

判
、
お
よ
び
、
エ
業
生
産
に
と
っ
て
代
表
的
な
も
の
と
主
張
さ
れ
る
．
い
わ
ゆ
る
「
Ｂ
型
生
産
函
欺
」
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
土
避
と
す
る

、
、
、
、

費
用
経
過
の
原
理
的
な
直
線
性
と
一
一
一
一
口
う
命
題
、
を
導
出
す
る
論
理
的
構
造
は
明
ら
か
に
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
と
》
」
ろ
で
、
こ
う
し
た
理
論

、
、
、
、

そ
の
も
の
の
意
義
と
性
格
を
副
狭
す
る
前
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
差
し
富
り
、
経
螢
經
濟
學
ま
た
は
近
代
経
濟
學
な
ど
で
主
張
さ
れ
て
い
る

收
盆
法
則
と
經
管
愛
用
（
内
藤
）

一
三
五

岸
・
切
画
』
②
ｍ
・
の
ｊ
Ｌ
『

Ⅳ
、
ぐ
画
］
・
の
具
①
目

Ｃ
の
厨
の
｝
ず
２
旨
』
自
助
風
の
■
⑰
画
宛
の
◎
庁
回
巨
ロ
ぬ
い
。
『
の
い
①
Ｐ
ｍ
ｍ
・
巴
⑱
■
・
巴
『

⑫
、
二
「
、
一
・
の
具
⑦
ロ
ヮ
の
凋
可
□
①
日
レ
ロ
』
の
ロ
寿
①
ロ
『
ｏ
口
尻
巨
耳
河
巨
日
日
①
］
》
昌
閉
一
・
・
ｚ
①
：
国
。
］
ぬ
の
雪
の
。
］
働
旨
、
：
己
圏
．
ｍ
・
臼

、
、
の
具
①
ロ
ゲ
の
Ｈ
、
》
】
ｗ
⑯
甘
尉
ず
い
コ
ユ
ュ
胃
辱
画
沖
⑤
］
①
け
Ｈ
①
》
胃
ご
い
い
。
⑱
、
Ｃ
ｌ
囲
桿

皿
、
嘔
、
の
Ｅ
【
①
ロ
ゲ
⑩
凋
鞆
向
・
園
。
。
。
ご
勝
・
鴎
①
ロ
・
噛
留

埴
、
ぐ
ぬ
］
の
具
①
■
ず
の
同
醗
酵
ず
①
Ｈ
」
の
ロ
ぐ
周
一
目
吊
『
。
ｐ
尻
。
⑪
〔
の
ロ
百
コ
目
巨
口
旦
切
①
旨
の
国
の
、
段
ロ
」
目
、
》
凶
穿
司
．
．
ｚ
の
口
の
句
。
］
い
⑥
》
、
．
］
：
Ｈ
、
．
》

□
⑩
Ｈ
ｍ
の
一
ヶ
の
印
の
２
回
』
乱
爲
房
匠
①
⑫
戚
月
国
円
ロ
ロ
ロ
、
自
口
』
、
曾
口
』
画
氏
歸
○
ｍ
（
の
ｐ
Ｈ
の
⑥
ぽ
ロ
ロ
ロ
醇
昌
冨
可
。
ご
］
■
胃
ｍ
・
忠
。
こ
さ

□
①
恩
①
】
ず
の
》
冒
口
ロ
印
可
】
の
房
⑫
宛
⑩
目
目
色
ロ
、
⑫
ョ
⑩
⑩
目
》
⑬
・
し
目
白
・
后
農
、

、
、
ｕ
、
、
目
口
巴
旦
⑩
門
印
□
】
①
■
８
国
の
日
旦
陦
已
の
吋
田
の
胃
①
ご
◎
ロ
」
①
ロ
庁
鼻
の
口
夙
。
、
【
①
ロ
團
菖
①
］
ヨ
ユ
『
益
鳥
蔦
昌
呂
の
印
し
月
巨
『
。
ｇ
・
国
』
・
亘
ら
瞳
》

１
１
一

目
．
⑰
、
．

ｏ
》
』
》

閂閂や 固
・
の
：
口
＆
』
⑩
、
□
』
①
厚
◎
ず
一
の
日
昌
岸
」
の
ｎ
Ｆ
の
旨
①
『
。
ｐ
」
⑱
口
濡
、
肩
口
屍
Ｃ
②
［
⑦
ロ
》
葛
①
岸
乱
且
⑰
◎
岸
隆
昌
島
①
⑰
堤
肯
⑥
嵐
ｑ
・
の
Ｐ
国
」
・
・
巳
腫

の
具
①
ロ
ケ
⑩
Ｈ
、
》
蝉
・
色
。
。
．
》
⑰
い
・
国
１
局

四
牌
②
臣
・
山
桿
、

一ハ

？



生
産
Ｉ
費
用
理
論
の
構
造
と
そ
の
本
質
を
厳
密
に
規
定
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
国
参
照
）

Ｈ
さ
て
ｙ
資
本
制
的
に
生
産
さ
れ
る
各
商
品
の
償
値
は
、
そ
れ
の
生
産
に
杜
會
的
に
必
要
な
努
働
通
に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
、
消
費

さ
れ
た
過
去
の
努
働
、
別
言
す
れ
ば
消
費
さ
れ
た
努
働
手
段
と
努
働
對
象
、
お
よ
び
新
た
に
對
象
化
さ
れ
た
生
け
る
努
働
と
に
よ
っ
て
規

定
さ
れ
る
。
そ
れ
は
債
値
的
に
ヨ
Ⅱ
。
＋
ｑ
十
日
と
い
う
一
般
的
な
範
式
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
（
Ｃ
ｌ
不
愛
資
本
、
ｖ
Ｉ
可
鍵
資
本
，

、
、
、
、
ｂ

ｍ
Ｉ
剰
除
個
値
。
）
こ
れ
が
、
商
品
の
生
産
自
髄
に
要
饗
す
る
と
こ
ろ
の
現
資
的
喪
用
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
か
上
る
商
品
そ
の
も

の
の
現
責
的
費
用
に
對
し
て
、
資
本
家
自
身
が
商
品
に
要
費
し
た
も
の
は
、
支
出
さ
れ
た
資
本
便
値
だ
け
を
填
補
す
る
部
分
。
＋
ぐ
に

、
、
▽
℃

過
ぎ
ず
、
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
が
資
本
家
に
と
っ
て
は
商
品
の
費
用
便
格
を
な
す
。
し
か
も
、
資
本
制
的
生
産
の
基
礎
上
で
は
、
資
本
家

が
現
資
の
商
品
生
産
者
で
あ
る
か
ら
、
彼
自
身
に
と
っ
て
の
簡
品
の
費
用
個
格
、
つ
ま
り
商
品
の
資
本
制
的
費
用
個
格
が
、
必
然
的
に
商

品
そ
の
も
の
の
現
資
的
費
用
と
し
て
現
象
す
る
。
い
ま
、
費
用
個
格
を
陀
を
も
っ
て
表
示
す
る
と
、
脆
式
ヨ
Ⅱ
。
＋
ｄ
＋
日
は
、
範
式
ヨ

Ⅱ
序
十
日
（
商
品
便
値
Ⅱ
費
用
便
格
十
剰
除
個
値
）
に
卿
形
さ
れ
る
。
か
く
て
、
費
用
個
格
な
る
範
噸
に
於
て
は
、
資
本
の
基
本
的
な
内

部
的
厘
別
で
あ
る
と
こ
ろ
の
・
不
愛
資
本
と
可
愛
資
本
と
の
・
質
的
差
異
は
消
滅
し
、
各
資
本
部
分
の
便
値
形
成
・
増
殖
過
程
に
於
て
機

能
す
る
異
っ
た
役
割
は
隠
蔽
さ
れ
て
し
ま
う
。
た
牌
、
賀
用
便
格
そ
の
も
の
の
計
算
に
閲
連
し
て
は
、
流
通
過
程
に
於
て
内
部
差
異
を
な

、
、
、
、
、
、
ｂ

す
に
過
ぎ
な
い
と
シ
」
ろ
の
。
固
定
資
本
と
流
動
資
本
と
の
・
厨
別
の
み
が
、
た
蟹
一
つ
の
画
別
と
し
て
現
象
す
る
に
と
ど
ま
る
。

髪
費
用
個
格
な
る
臓
蒋
の
形
成
と
と
も
に
、
鐵
廟
個
格
を
こ
え
る
超
過
分
ｌ
剰
除
個
値
は
、
利
澗
と
い
う
籍
形
態
に
於
て
現

象
す
る
。
つ
ま
り
、
生
産
過
程
で
生
ず
る
便
値
愛
動
の
根
源
は
、
可
鍵
資
本
部
分
か
ら
投
下
総
資
本
の
側
に
移
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
か

Ｌ
る
資
本
家
的
表
象
の
産
物
と
し
て
、
剰
餘
便
値
は
利
潤
に
韓
形
さ
れ
る
。
そ
の
う
え
、
利
潤
、
し
た
が
っ
て
剰
餘
償
値
は
生
産
過
程
で

生
ず
る
と
は
い
え
、
流
通
過
程
で
は
じ
め
て
資
現
さ
れ
、
経
識
的
に
感
蝿
さ
れ
う
る
形
態
と
な
っ
て
現
象
す
る
か
ら
、
剰
餘
個
個
は
流
通

一一一一〈
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過
程
そ
の
も
の
か
ら
生
ず
る
が
の
如
き
幻
想
が
、
ま
す
ま
す
掴
化
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
諸
費
本
間
の
。
利
潤
率
を
め
ぐ
っ
て
の
。
競
争

は
、
生
産
諸
部
門
に
於
け
る
資
本
憐
成
の
差
か
ら
生
ず
る
利
潤
率
を
均
等
化
し
て
、
平
均
利
潤
率
を
責
現
す
る
に
至
る
。
し
た
が
っ
て
、

各
生
産
諸
部
門
に
於
け
る
諸
商
品
の
費
用
便
格
は
不
等
な
る
に
も
か
上
わ
ら
ず
、
一
定
の
平
均
利
潤
率
が
輿
え
ら
れ
、
商
品
償
値
の
韓
化

形
態
と
し
て
生
産
個
格
が
成
立
す
ａ
か
上
る
平
均
利
潤
率
が
形
成
さ
れ
、
ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て
、
相
異
な
る
生
産
諸
部
面
で
充
用
資
本

の
所
與
量
に
照
噸
す
る
と
こ
ろ
の
平
均
利
潤
が
成
立
す
る
と
、
利
潤
と
剰
除
個
値
と
の
間
に
は
、
軍
な
る
形
態
鑓
換
に
と
堂
ま
ら
ず
、
現

質
の
赴
的
歴
別
が
護
生
し
、
そ
れ
は
利
潤
の
瓦
の
性
質
と
起
源
と
を
隠
蔽
し
て
し
ま
う
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
産
業
資
本
の
流
通
過
程

に
於
け
る
諸
機
能
漆
、
繭
品
襄
資
本
１
１
蔓
資
本
１
１
あ
る
い
は
貨
霊
級
資
本
－
－
銀
行
資
本
の
も
と
に
包
繍
さ
れ
る
ｌ
と
し

て
自
立
化
さ
れ
る
に
伴
っ
て
、
利
潤
と
剰
餘
価
値
と
の
内
的
關
連
は
さ
ら
に
抹
殺
さ
れ
て
い
く
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
流
通
過
程
に
於
て

機
能
す
る
諸
資
本
も
ｌ
臘
慎
し
た
が
っ
て
震
た
剰
餘
倒
艫
を
創
鐙
し
な
い
と
は
い
え
Ｉ
平
均
利
潤
率
の
形
成
に
は
参
加
し
、
し
た

が
っ
て
平
均
利
潤
を
極
得
す
る
か
ら
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
利
潤
形
態
の
内
部
的
核
心
の
隠
蔽
は
完
成
す
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
代
的
な
信
用
制
度
が
發
展
・
確
立
す
る
、
つ
ま
り
、
利
子
生
み
資
本
範
璃
が
成
立
す
る
と
、
資
本
家
的
費
用
概
念

は
、
さ
ら
に
一
つ
の
修
正
を
輿
え
ら
れ
る
。
既
に
述
べ
た
と
こ
ろ
か
ら
明
ら
か
な
如
く
、
資
本
制
的
生
産
の
基
礎
上
で
は
、
貨
幣
は
資
本

に
綱
化
さ
れ
う
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
資
本
家
を
し
て
一
定
の
利
潤
Ｉ
平
均
利
潤
叢
得
す
る
こ
と
を
可
龍
に
す
る
．
か
く
て
、
貨

幣
は
資
本
と
し
て
機
能
す
る
と
い
う
使
用
個
値
を
も
つ
こ
と
と
な
り
、
こ
の
風
性
に
於
て
、
貨
幣
は
凋
自
な
種
類
の
商
品
と
な
る
。

す
な
わ
ち
、
利
子
生
み
資
本
に
於
て
は
、
資
本
と
し
て
の
貨
幣
は
、
そ
の
所
有
者
た
る
貨
幣
資
本
家
か
ら
機
能
資
本
家
に
貸
付
ら
れ
、
次

に
そ
れ
は
こ
の
機
能
資
本
家
の
も
と
で
産
業
資
本
あ
る
い
は
商
業
資
本
と
し
て
機
能
し
、
最
後
に
そ
れ
は
利
子
と
と
も
に
貨
幣
資
本
家
の

も
と
に
返
済
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
貸
付
と
は
資
本
の
現
賓
的
再
生
産
過
程
に
對
す
る
軍
な
る
導
入
行
爲
に
過
ぎ
ず
、
ま
た
返
濟
と
は
現

收
盆
法
則
と
經
督
費
用
（
内
藤
）
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七



か
く
て
、
貨
幣
資
本
家
と
機
能
資
本
家
へ
の
資
本
家
の
分
裂
と
い
う
事
賢
だ
け
が
、
利
潤
の
一
部
分
を
利
子
に
軸
形
せ
し
め
、
総
じ

て
、
利
子
な
る
範
轤
を
創
造
す
る
。
が
し
か
し
、
か
入
る
利
潤
の
一
部
分
の
利
子
形
態
へ
の
繩
化
こ
そ
、
ま
さ
に
利
潤
の
他
の
部
分
を
、

企
業
者
利
得
な
る
對
立
的
形
態
に
、
韓
形
せ
し
め
る
。
利
潤
は
い
ま
や
相
互
に
自
立
し
凋
立
せ
る
利
子
と
企
業
者
利
得
と
に
質
的
に
分
割

さ
れ
、
前
者
１
１
利
子
は
、
蝋
な
婁
木
所
有
の
果
澱
と
し
て
現
象
し
、
後
者
ｌ
企
業
者
利
得
は
、
資
本
を
も
っ
て
す
る
蝋
な
る
機
能

の
果
資
と
し
て
、
機
能
的
資
本
家
が
な
す
機
能
の
果
質
と
し
て
現
象
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
資
本
家
が
自
己
の
資
本
を
も
っ
て
綿
管
す
る

雲
に
も
、
彼
臓
二
つ
の
人
格
に
ｌ
蝋
な
る
賛
本
所
有
者
と
賛
本
機
馨
と
に
分
裂
さ
れ
、
自
分
の
剰
藍
蝿
寳
本
所
裏
と
し
て

の
自
己
に
風
す
る
利
子
と
、
機
能
的
資
本
家
と
し
た
の
自
己
に
風
す
る
企
業
者
利
得
と
に
、
分
割
す
る
に
至
る
。
利
子
と
い
う
特
殊
的
範

露
に
於
て
は
、
そ
れ
は
現
質
的
過
程
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
軍
な
る
所
有
と
し
て
の
資
本
の
果
賢
と
し
て
現
象
す
る
の
で
あ
っ
て
、
一
般
に

利
子
が
肚
會
的
關
係
そ
の
も
の
を
表
示
す
る
限
り
、
そ
れ
は
翼
に
資
本
家
相
互
の
關
係
を
表
現
す
る
に
過
ぎ
な
い
。

他
面
、
か
Ｌ
る
疎
外
さ
れ
た
利
子
形
態
は
、
企
業
者
利
得
に
對
し
て
、
監
摺
お
よ
び
指
導
帯
働
、
あ
る
い
は
管
理
勢
鋤
の
賃
銀
と
い
う

質
的
形
態
を
輿
え
る
．
篭
資
本
家
が
機
能
資
本
家
と
し
て
果
た
す
べ
き
特
殊
的
機
能
Ｉ
議
者
と
魑
別
さ
れ
對
立
す
る
機
能
資
本
家

に
風
す
る
特
殊
的
機
能
が
、
企
業
者
利
得
の
利
子
と
の
對
立
的
な
規
定
性
の
故
に
、
ま
さ
に
そ
の
直
接
の
反
對
物
と
し
て
、
軍
な
る
勢
伽

籠
と
し
て
、
鰄
類
を
異
に
す
る
一
穂
の
複
雑
勢
鰄
で
腱
あ
る
が
、
し
か
し
諭
１
１
賀
諭
Ｉ
と
い
う
同
じ
響
鶏
定
に
風
す
る

け
た
資
本
と
し
て
の
貨
幣
の
使
用
佃
値
の

資
本
に
燭
自
な
運
動
形
態
に
於
て
は
、
菅

離
さ
れ
た
。
－
姿
態
と
し
て
現
象
す
る
。

一
三
八

質
的
過
程
の
後
で
行
わ
れ
る
補
足
的
行
爲
に
外
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
利
子
と
は
、
機
能
資
本
家
が
、
貨
幣
資
未
垈
家
に
、
そ
の
借
受

け
た
資
本
と
し
て
の
貨
幣
の
使
用
佃
値
の
「
償
格
」
と
し
て
、
支
椀
う
利
潤
部
分
に
對
す
る
特
殊
名
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
利
子
生
み

資
本
に
燭
自
な
運
動
形
態
に
於
て
は
、
資
本
一
般
に
特
徴
的
な
復
歸
形
態
が
、
外
面
的
な
・
そ
の
内
容
を
な
す
現
質
的
運
動
か
ら
全
く
分



も
の
と
し
て
現
わ
れ
る
。
か
上
る
表
象
は
、
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
共
同
的
努
働
過
程
の
沐
性
か
ら
生
ず
る
限
り
で
の
管
理
努
働
を
、
こ
の
過

程
の
資
本
制
的
な
性
格
に
よ
っ
て
必
要
と
さ
れ
る
限
り
で
の
同
じ
職
能
と
同
一
観
す
る
こ
と
と
も
相
俟
っ
て
、
企
業
者
利
得
－
１
管
理
賃

あ
る
い
は
企
業
家
賃
銀
と
い
う
辨
護
論
の
根
櫨
と
な
る
。

か
く
て
、
根
源
的
に
は
利
潤
の
分
割
さ
れ
た
二
つ
の
灘
分
に
外
な
ら
な
い
利
子
と
企
業
者
利
得
は
Ｉ
自
己
の
賓
本
を
も
っ
て
譽

す
る
場
合
に
も
ｌ
あ
た
か
も
本
質
的
に
相
異
る
二
源
泉
か
ら
生
じ
た
か
の
如
く
相
互
に
自
立
化
、
骨
化
さ
れ
る
．
寳
本
家
鶴
な
表
象
形

９
，

℃
、

式
に
於
て
は
、
利
子
と
企
業
者
利
得
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
燭
立
の
費
用
構
成
要
素
と
し
て
計
算
さ
れ
、
資
本
家
自
身
の
な
す
前
挑
と
し
て
、

Ｔ
ｂ
、
、
、
、
、
、
、
℃
、

つ
ま
り
、
資
本
制
的
生
産
の
結
果
で
は
な
く
、
逆
に
、
前
提
と
し
て
資
本
制
的
生
産
に
入
る
の
で
あ
る
。
シ
」
上
に
於
て
、
既
に
直
接
的
生

産
過
程
に
於
て
行
わ
れ
て
い
た
主
髄
と
客
艘
と
の
顛
倒
は
、
そ
の
完
成
し
た
姿
態
を
受
け
と
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
経
管
經
濟

學
に
於
け
る
「
利
盆
」
と
は
、
超
過
利
潤
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
さ
ら
に
立
ち
入
っ
て
、
超
過
利
潤
の
一
部
分
の
地
代
へ
の

輔
形
や
暖
簾
な
ど
の
擬
制
資
本
範
鱒
の
構
築
か
ら
生
ず
る
込
み
入
っ
た
資
本
家
的
費
用
諸
規
定
を
、
こ
上
で
展
開
す
る
の
は
餘
計
な
こ
と

以
上
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
如
く
、
完
成
し
た
姿
態
で
の
資
本
家
的
餐
用
は
、
「
費
用
個
格
」
の
形
式
諸
部
分
、
お
よ
び
利
潤
、
し
た
が

、
、

っ
て
剰
餘
憤
値
の
鞭
化
し
た
一
一
つ
の
形
態
で
あ
る
利
子
と
企
業
者
利
得
（
よ
り
資
本
家
的
な
表
現
を
用
い
れ
ば
企
業
家
賃
銀
、
ま
た
は
管

．
、
、

理
賃
）
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
固
定
資
本
（
減
債
償
却
費
）
、
流
動
資
本
（
材
料
費
、
努
務
費
）
、
利
子
費
、
企
業
家
賃
銀
（
管
理
費
）
。
し

か
る
に
、
資
本
家
的
費
用
と
い
う
形
態
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
が
経
過
し
た
縛
化
の
多
数
の
媒
介
的
環
節
が
抹
殺
さ
れ
、
認
識
し
得
な
い
よ

り
、

う
に
な
っ
「
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
ら
費
用
諸
要
素
は
、
疎
外
さ
れ
た
．
相
互
に
凋
立
せ
る
形
態
に
於
て
、
そ
れ
ぞ
れ
費
用
を
憐
成
す
る
も
の

と
し
て
現
象
す
る
．
か
く
て
．
費
用
綴
格
の
計
算
に
鯛
連
し
て
意
義
を
も
っ
て
い
た
唯
一
の
歴
別
ｌ
圃
妻
本
と
流
響
本
と
の
内
部

收
盆
法
則
と
經
醤
費
用
（
内
藤
）
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で
あ
ろ
う
。



一
四
○

厘
別
も
鵡
資
本
家
的
な
經
螢
賢
践
に
と
っ
て
の
問
題
で
あ
る
。
操
護
霞
と
費
用
」
と
の
關
係
に
於
て
は
、
奇
型
化
さ
れ
て
現
わ
れ
る
。
利

、
Ｕ
Ｖ

子
と
企
業
家
賃
銀
は
、
い
ま
や
減
便
償
却
費
（
固
定
資
本
〕
と
と
も
に
固
定
費
用
な
る
範
露
の
も
と
に
総
括
さ
れ
、
他
方
、
流
動
資
本
た

る
蕊
費
と
薑
費
墨
動
費
用
な
る
縮
震
と
し
て
、
固
定
費
用
に
劉
置
さ
れ
る
．
そ
し
て
、
前
者
ｌ
固
定
費
用
は
、
一
般
に
生
産
筵

可
能
な
ら
し
め
る
た
め
の
費
用
、
「
譽
霧
の
費
用
」
霞
た
臆
「
生
霊
満
の
費
用
」
と
し
て
、
薯
Ｉ
霊
費
用
健
生
震
活
動

そ
の
も
の
の
た
め
に
直
接
必
要
な
る
饗
用
、
『
本
來
的
生
産
の
費
用
臣
と
し
て
規
定
さ
れ
る
に
至
る
。

、
、
、
、
、
、
、

他
面
に
於
て
、
こ
れ
ら
費
用
榊
成
諸
産
素
と
の
画
櫛
貯
な
關
連
に
於
て
、
つ
ま
り
、
個
々
の
費
用
種
類
の
素
材
的
な
楯
い
手
と
し
て
、

轄
擁
的
な
質
料
的
生
産
諸
産
素
が
措
定
、
あ
る
い
は
擬
制
さ
れ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
質
料
的
な
生
産
諸
産
素
の
投
入
量
（
梢
饗
過
）
に
そ

れ
ぞ
れ
の
償
格
を
乗
じ
た
も
の
が
、
費
用
と
し
て
現
象
す
る
。
か
く
て
、
減
債
償
却
費
１
１
１
經
誉
設
備
、
材
料
費
１
１
－
赫
睨
梵
努
務
費
１

１
鑑
働
霊
給
付
〕
、
利
子
費
‐
ｌ
資
本
あ
る
い
憾
稟
用
役
、
企
業
雲
銀
Ｉ
企
業
家
と
い
う
範
式
が
成
立
す
る
．
勿
論
個

々
の
費
用
要
素
１
－
１
生
産
要
素
の
名
稗
な
ど
は
、
論
者
に
よ
り
相
遠
す
る
で
あ
ろ
う
。
が
と
も
か
く
、
資
本
家
的
な
費
用
諸
要
素
が
、
相

▼
、

互
に
疎
外
さ
れ
た
形
態
に
於
て
、
そ
れ
ぞ
れ
費
用
を
構
成
す
る
、
も
の
と
し
て
現
象
す
る
、
の
に
對
應
し
て
、
こ
れ
ら
生
産
諸
要
素
は
、
そ℃、

の
内
的
關
連
を
消
失
し
て
軍
に
異
な
れ
る
も
の
と
し
て
、
す
な
わ
ち
、
素
材
的
に
は
相
互
Ｆ
Ｌ
異
な
る
に
も
か
上
わ
ら
ず
、
調
和
的
に
共
鋤

し
て
一
定
の
生
産
物
（
收
盆
）
を
産
出
す
る
も
の
と
し
て
現
わ
れ
る
。
生
産
と
は
、
生
産
諸
要
素
の
結
合
で
あ
り
、
生
産
過
程
と
は
、

「
結
合
過
程
」
と
い
う
軍
な
る
物
量
的
現
象
と
し
て
、
規
定
さ
れ
る
に
至
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
こ
で
は
、
生
産
諸
要
素
の
投
入
量
（
消

費
麹
）
と
選
出
鐘
（
收
鐵
）
と
の
關
漣
（
生
逢
塞
Ｉ
裏
返
し
て
言
え
ぼ
雷
籔
と
費
用
（
要
護
入
童
と
要
素
便
格
と
の
綱

篝
と
の
霊
（
費
用
曇
Ｉ
と
い
う
相
互
依
存
蕊
す
な
わ
ち
、
經
濟
的
慧
の
外
面
的
諸
現
象
の
相
互
鑿
を
霊
す
る

に
と
ｒ
ま
る
函
數
關
係
が
問
題
と
な
る
に
過
ぎ
な
い
。
以
上
が
、
經
瞥
經
濟
學
主
禿
頭
豚
近
代
経
濟
學
な
ど
で
い
わ
れ
る
生
産
Ⅱ
攪
用
理



・
ぎ
な
い
。

目
ず

い
。
尤
扣

目
グ
ー
テ
ン
ペ
ル
ク
に
於
て
も
、
そ
の
生
産
Ⅱ
費
用
理
論
の
構
圃
は
、
右
に
説
明
し
た
如
き
も
の
と
基
本
的
に
は
何
ら
異
な
ら
な

い
。
‐
尤
も
、
彼
は
、
「
生
産
要
素
の
魁
系
」
お
よ
び
「
結
合
過
程
」
を
い
わ
ゆ
る
「
職
制
無
關
遮
的
事
資
」
と
し
て
展
開
せ
ん
と
す
る
の
で

あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
は
一
定
の
修
正
が
加
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
小
論
に
於
て
は
、
彼
の
「
生
産
要
素
の
艘
系
」
全
艘
に
わ
た
っ

て
批
判
的
説
明
を
試
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
野
と
人
で
は
、
次
の
一
鮎
の
み
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。
．
す
な
わ
ち
、
彼
の
「
生
産
要
素

の
髄
系
」
の
中
に
は
、
通
常
資
本
ま
た
は
資
本
用
役
と
い
わ
れ
る
生
産
要
素
が
鋏
除
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
利
子
と
企
業

者
利
得
と
の
相
互
疎
外
的
な
形
艫
の
故
に
、
機
能
資
本
家
に
風
す
る
特
殊
的
機
能
は
、
蝋
な
る
祷
働
篭
‐
ｌ
管
蝋
静
働
そ
れ
墨
ｌ

と
し
て
現
象
し
、
か
つ
、
こ
う
し
た
表
象
は
、
ま
た
、
管
理
努
働
一
般
を
、
資
本
制
的
生
産
の
對
立
的
性
質
に
起
因
す
る
と
こ
ろ
の
同
じ

職
能
と
同
一
硯
す
る
と
い
う
鮎
の
中
に
も
、
根
付
い
て
い
る
こ
と
は
既
に
指
摘
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
資
本
制
的
生
産
の
護
展
、
經
蒼
規
模

の
搬
大
に
伴
っ
て
、
資
本
を
占
有
し
な
い
軍
な
る
管
理
人
に
よ
っ
て
、
機
能
資
本
家
に
風
す
る
あ
ら
ゆ
る
現
賢
的
諸
機
能
が
遂
行
さ
れ
、

機
能
資
本
家
は
こ
の
「
努
働
」
か
ら
も
解
放
さ
れ
る
に
至
る
。
か
上
る
過
程
は
、
株
式
會
肚
形
態
に
於
て
、
機
織
化
、
制
度
化
さ
れ
、
資

奎
義
の
寄
生
性
の
塗
る
に
つ
れ
て
支
配
的
と
癒
る
．
そ
れ
と
と
も
に
、
蕊
勢
働
は
ｌ
他
方
舂
訴
有
者
〔
株
主
）
は
．
そ
の

質
的
構
成
い
か
ん
に
ｒ
わ
ら
ず
、
す
べ
て
鬘
な
る
所
有
脅
に
轤
化
・
擬
制
さ
れ
る
が
ｌ
管
鑿
人
そ
の
も
の
の
人
格
に
於
て
臆
、
全

く
資
本
制
的
性
格
を
挑
拭
し
た
完
成
形
態
に
於
て
現
象
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
資
本
制
的
生
産
様
式
の
限
界
内
で
の
、
私
的
所
有
と
し

收
盆
法
則
と
綴
機
愛
用
（
内
藤
）

一
四
一

論
簿
あ
る
い
は
生
産
理
論
と
費
用
理
論
と
の
「
對
糟
的
性
格
」
と
い
わ
れ
る
も
の
の
榊
造
と
そ
の
本
質
で
あ
る
。
語
を
切
っ
て
言
え
ば
諺

資
本
家
的
な
生
産
Ⅱ
餐
用
理
論
の
基
軸
を
な
す
も
の
は
資
本
家
的
な
費
用
理
論
で
あ
り
〈
生
産
理
論
は
軍
に
費
用
理
論
の
裏
返
し
、
擬
制

に
過
ぎ
な
い
、
か
つ
ま
た
、
資
本
家
的
な
生
産
Ⅱ
費
用
１
１
正
確
に
言
え
ば
、
費
用
Ｉ
生
産
の
法
則
と
は
、
軍
な
る
「
函
敷
法
則
」
に
週



て
の
資
本
の
止
揚
に
過
ぎ
な
い
。
管
理
人
は
、
資
本
機
能
の
現
資
的
途
行
者
で
あ
り
、
生
産
の
敵
對
的
性
格
か
ら
生
ず
る
諸
矛
盾
の
激
化

に
つ
れ
て
、
管
理
努
働
は
、
流
通
費
と
同
じ
く
、
ま
す
ま
す
資
本
主
義
制
度
そ
の
も
の
か
ら
生
ず
る
純
粋
な
支
出
と
な
っ
て
い
く
。
し
か

し
な
が
ら
、
か
入
る
具
艘
的
な
形
態
と
内
容
と
を
全
く
抽
象
し
て
、
管
理
努
働
一
般
を
取
り
上
げ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
結
合
努
働
が
問
題
で

あ
る
限
り
．
あ
ら
ゆ
る
馨
形
態
に
於
て
賛
存
し
、
籍
す
る
．
か
く
て
、
グ
ー
｜
ラ
ペ
ル
ク
は
、
薑
議
ｌ
彼
の
譲
霧
使
用
す

‐
ｂ
ｂ
ｂ

れ
ぼ
「
薑
的
要
素
」
ｌ
を
「
生
麓
要
素
の
鑿
」
の
中
に
包
繍
す
る
．
「
市
場
篝
鶏
』
に
於
て
は
、
む
る
蕊
臓
、
原
則
と

、
、

（
１
）

し
て
「
企
業
家
」
が
行
璋
っ
。
「
た
野
か
ふ
る
任
務
に
よ
っ
て
の
み
、
企
業
家
の
『
企
業
者
利
得
』
要
求
は
理
由
づ
け
ら
れ
る
」
、
と
。

他
方
、
利
子
１
－
資
本
あ
る
い
は
資
本
用
役
に
あ
っ
て
は
、
事
梢
が
や
Ｌ
異
る
。
既
述
の
如
く
、
利
子
と
い
う
利
潤
の
純
化
せ
る
形
態

に
於
て
は
、
そ
れ
は
、
軍
な
る
資
本
所
有
の
果
資
と
し
て
現
象
し
、
し
か
も
、
そ
れ
は
、
資
本
の
か
上
る
性
格
を
ぱ
、
生
産
過
程
の
外
部

に
於
て
資
本
に
風
す
る
も
の
と
し
て
表
示
す
る
。
だ
が
反
面
、
ま
た
、
利
子
に
於
て
は
、
資
本
制
的
諸
關
係
が
最
も
純
粋
な
形
で
示
さ
れ

る
。
利
子
そ
れ
自
身
は
、
如
何
な
る
「
努
働
」
を
も
行
わ
な
い
で
、
努
勘
諸
條
件
が
資
本
と
し
て
変
存
し
、
他
人
の
努
働
の
生
産
物
を
占

有
す
る
手
段
と
し
て
の
軍
な
る
資
本
所
有
を
表
示
す
る
。
つ
ま
り
、
利
子
に
は
、
生
産
様
式
に
獅
自
な
何
ら
か
の
肚
會
的
規
定
性
が
附
着

す
る
。
か
く
て
、
利
子
の
直
接
的
な
源
泉
と
し
て
措
定
さ
れ
る
質
料
的
生
産
要
素
－
１
資
本
あ
る
い
は
資
本
用
役
は
、
グ
ー
テ
ン
ペ
ル
ク

の
「
總
制
無
關
連
的
」
な
「
生
産
要
素
の
髄
系
」
か
ら
脱
落
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
は
、
同
様
に
「
艘
制
無
關
迎
的
事
変
」
と
し
て

展
開
さ
る
べ
き
「
結
合
過
程
」
の
「
費
用
理
論
的
」
分
析
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
冒
頭
に
於
て
、
「
生
産
函
数
の
中
に
何
ら
の
平
行
物

Ｓ
宵
凹
扁
一
①
）
を
も
持
っ
て
い
な
い
甸
欝
用
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
費
用
概
念
を
擴
張
し
、
そ
の
中
に
利
子
な
ど
を
含
ま
し
め

、
Ｖ
、
、

ｒ
い
る
。
否
、
巌
密
に
言
え
ば
、
既
に
、
「
生
産
理
論
的
」
分
析
に
於
て
、
物
迩
的
な
「
梢
餐
画
数
」
の
中
に
、
利
子
饗
の
質
料
的
な
婚

い
手
と
し
て
擬
制
さ
る
ぺ
き
利
子
饗
消
合
目
圏
尾
月
旦
目
巴
が
密
輸
入
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
四
の
㈲
参
照
）
し
た
が
っ
て
、

一

四

二

￣
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’、

グ
ー
テ
ン
ペ
ル
ク
の
「
生
産
要
素
の
艘
系
」
の
中
に
は
、
い
わ
ゆ
る
資
本
ま
た
は
資
本
用
役
な
る
生
産
要
素
が
鋏
除
し
て
い
る
と
し
て

も
、
そ
れ
は
形
の
上
ば
か
り
で
あ
っ
て
、
資
質
的
に
は
、
彼
の
生
産
Ｉ
費
用
理
論
の
構
圏
は
、
資
本
家
的
な
そ
れ
と
何
ら
異
る
も
の
で
な

い
ｏそ
れ
の
み
で
は
な
児
か
上
る
生
産
Ⅱ
費
用
理
論
の
構
想
は
、
彼
が
「
經
管
給
付
生
産
」
お
よ
び
「
生
産
」
（
印
・
冒
匡
ざ
ら
な
る
概

念
を
規
定
す
る
に
際
し
て
も
明
瞭
に
な
る
。
（
な
お
、
「
經
誉
給
付
賢
現
」
、
「
販
寶
」
な
る
概
念
に
關
し
て
も
同
様
な
こ
と
が
言
い
得

る
Ｊ
グ
ー
テ
ン
ペ
ル
ク
に
於
て
は
、
「
生
産
」
は
「
經
螢
給
付
生
産
」
の
下
位
概
念
で
あ
り
、
工
業
經
誉
も
、
他
方
、
商
業
經
管
、
銀

行
經
瞥
も
、
い
づ
れ
も
「
經
誉
給
付
生
産
」
經
螢
で
あ
っ
て
、
両
者
の
歴
別
は
、
一
方
が
「
有
形
財
」
（
賢
物
財
）
を
生
産
し
、
他
方
が

「
無
形
財
」
（
用
役
）
を
準
備
す
る
鮎
に
の
み
求
め
ら
れ
る
。
（
｜
の
㈲
参
照
）
つ
ま
り
、
近
代
肚
會
の
基
本
的
形
態
で
あ
る
産
業
資

本
、
そ
の
機
能
の
一
部
が
相
對
的
に
自
立
化
し
た
も
の
と
し
て
、
理
論
的
・
歴
史
的
に
、
商
業
資
本
や
さ
ら
に
は
銀
行
資
本
を
把
握
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
資
本
に
と
っ
て
は
、
平
均
利
潤
率
が
作
用
す
る
限
り
、
そ
れ
が
生
産
部
面
で
産
業
的
に
投
下
さ
れ
る
か
流

通
部
面
で
商
業
的
に
投
下
さ
れ
る
か
は
ｖ
ど
う
で
も
い
典
事
が
ら
で
あ
っ
て
、
い
づ
れ
も
平
均
利
潤
を
「
生
産
」
す
る
。
し
た
が
っ

て
、
資
本
家
的
表
象
に
於
て
は
、
諸
經
管
の
圃
別
は
、
そ
れ
ら
が
生
産
す
る
、
あ
る
い
は
生
産
す
る
と
擬
制
さ
れ
た
生
産
物
が
有
形
財
か

無
形
財
か
と
い
う
庇
別
、
ま
た
陸
使
用
さ
れ
る
生
産
諸
要
素
の
質
料
的
差
異
、
の
う
ち
に
し
か
求
め
ら
れ
得
な
い
。
か
く
て
、
グ
ー
テ

ン
ペ
ル
ク
は
、
「
經
誉
給
付
生
産
」
か
ら
「
生
産
」
、
し
た
が
っ
て
「
エ
業
生
産
」
を
画
別
す
る
基
準
と
し
て
、
「
鍔
働
給
付
」
と
「
經

誉
手
段
」
の
外
に
な
潴
司
材
料
」
要
素
を
も
含
む
給
付
生
産
を
「
生
産
」
と
呼
ぶ
、
と
い
う
形
式
的
な
無
概
念
的
な
規
定
に
堕
す
る
の
で

あ
る
。

〔
註
〕
１
勺
固
・
○
回
忌
目
ず
図
四
国
①
風
①
ず
い
ゴ
嵐
⑩
口
冒
｛
区
①
胃
①
・
閂
百
画
・
』
巨
色
・
后
閉
・
の
．
、

收
盆
法
則
と
經
管
費
用
（
内
藤
）

Ｌ
■
マ
リ
Ｐ
台
Ｇ
ｄ
－
！
。
■
－
■
Ｖ
Ⅱ
Ｏ
ｊ
Ｉ
－
叶
曰
Ｑ
－
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Ｏ
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四
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マ
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Ｉ
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１
０
日
‐
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０
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１
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㈲
資
本
霧
な
Ｉ
霞
た
、
グ
ー
ー
ア
ソ
ペ
ル
〃
の
１
１
菫
Ⅱ
費
墨
論
の
講
師
愈
鑿
を
明
確
に
し
た
の
で
、
わ
れ
わ
れ
膳
、

先
づ
、
從
來
の
。
あ
る
い
は
「
傅
統
的
」
な
生
髭
Ｔ
麹
愛
用
理
論
の
旋
回
基
軸
を
な
し
た
收
盆
法
則
（
ま
た
は
「
對
瀞
的
」
な
「
費
用
法
則
し

そ
の
も
の
の
本
質
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、
收
盆
法
則
の
原
型
を
な
し
た
「
收
種
邇
減
の
法
則
」
に
關
し
て
は
、
既
に
、
マ
ル

ク
ス
〔
「
資
本
鰯
」
第
三
部
第
六
鮒
、
「
剰
除
個
個
學
脱
史
」
鯛
二
怨
鰯
二
章
〕
お
よ
び
レ
ー
ー
ー
ン
（
「
艇
業
問
題
と
二
ル
ク
ス
批
判
家
』
」
）
に
よ
っ

て
徹
底
的
に
批
判
さ
れ
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
か
入
る
古
典
的
な
批
判
は
、
一
般
的
な
收
盆
法
則
に
も
畏
當
し
、
し
た
が
っ

て
、
收
盆
法
則
検
討
の
た
め
の
基
準
を
輿
え
て
く
れ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
で
は
、
一
髄
、
收
盆
法
則
は
、
い
か
な
る
論
理
構
造

を
も
ち
、
ま
た
い
か
な
る
前
提
・
假
定
の
上
に
榊
築
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
既
に
説
明
せ
る
と
こ
ろ
か
ら
明
ら
か
な
如

、
、

、
じ

く
、
一
一
つ
の
論
理
的
命
題
を
前
提
と
す
る
。
第
一
に
、
生
産
諸
條
件
の
技
術
的
Ｉ
組
織
的
性
格
は
不
愛
で
あ
る
、
と
一
一
一
一
口
う
こ
と
、
第
一
一

、
、
、
、
、
し
０
ｂ

に
、
そ
の
前
提
の
も
と
で
、
生
産
要
素
投
入
量
が
、
少
く
と
も
一
定
の
限
界
内
で
、
自
由
に
鍵
動
し
う
る
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、
一
要
素

の
投
入
錘
を
ぱ
、
他
の
諸
要
素
の
投
入
量
を
不
鍵
の
ま
人
に
し
て
お
い
て
、
愛
動
せ
し
め
う
る
、
と
言
う
こ
と
を
、
そ
の
論
理
榊
成
の
出

發
鮎
と
す
る
。
（
二
、
参
照
）
。
以
下
、
順
を
追
っ
て
、
こ
れ
ら
二
つ
の
命
題
を
検
討
し
よ
え

先
づ
、
第
一
の
命
題
つ
ま
り
、
技
術
水
準
襄
議
力
の
歌
鱸
が
不
鍵
で
あ
る
、
と
い
う
前
髪
Ｉ
そ
れ
躍
收
鐘
法
則
の
み

、
ｖ
、

な
ら
ず
、
一
般
に
、
蓋
「
費
用
霧
の
基
礎
鏑
な
前
提
で
あ
る
が
ｌ
ほ
ん
の
す
こ
し
ぽ
か
り
考
え
て
み
た
だ
け
で
、
そ
れ
が
、
理
論

と
も
經
駿
と
も
矛
盾
す
る
全
く
無
内
容
な
抽
象
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
と
言
う
の
は
、
技
術
水
準
が
不
愛
の
ま
上
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．
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で
と
蟹
ま
り
｝
何
ら
の
技
術
的
進
歩
も
達
成
さ
れ
な
い
よ
う
な
場
合
が
、
一
般
的
な
事
象
と
一
一
一
一
口
え
る
で
あ
ろ
う
窕
答
は
否
で
あ
る
。
技

術
が
進
歩
し
、
生
産
方
法
が
愛
化
す
る
よ
う
な
場
合
こ
そ
、
通
例
で
あ
っ
て
、
停
滞
は
例
外
的
事
象
に
過
ぎ
な
い
。
だ
か
ら
、
收
盆
法
則

が
適
用
さ
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
例
外
的
な
場
合
の
み
で
あ
っ
て
、
一
般
的
に
は
何
ら
安
當
性
を
持
っ
て
い
な
い
。
し
か
る
に
》

收
盆
法
則
を
普
遍
的
法
則
と
し
て
構
築
す
る
た
め
に
は
、
か
上
る
不
愛
の
技
術
水
準
と
い
う
例
外
的
事
象
を
ぱ
、
理
論
や
経
験
を
無
頑
し

て
、
逆
に
、
基
礎
的
な
一
般
的
な
事
賓
と
し
て
措
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
く
て
、
收
盆
法
則
は
、
理
論
榊
成
の
出
發
鮎
に
於
て
、
全

く
非
科
學
的
な
前
提
を
よ
り
所
と
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
，
逆
に
ま
た
、
か
比
る
收
盆
法
則
は
、
技
術
的
發
展
の

停
滞
を
生
ぜ
し
め
た
杜
會
的
・
歴
史
的
原
因
を
隠
蔽
し
て
、
一
切
の
責
任
を
生
産
過
程
に
於
け
る
自
然
的
・
技
術
的
性
格
そ
れ
自
身
に
郷

嫁
せ
ん
と
す
る
役
割
を
も
果
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
資
本
制
的
生
産
の
鉄
陪
お
よ
び
諸
矛
盾
は
、
收
盆
法
則
と
い
う
普
遍
的
な
自
然
法
則

（
１
）

の
作
用
か
ら
生
ず
る
も
の
と
し
て
説
明
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
と
く
に
凋
占
段
階
に
入
っ
て
か
ら
、
農
業
の
み
な
ら
ず
工

業
生
産
に
と
っ
て
も
支
配
的
な
も
の
と
し
て
、
一
般
的
な
收
盆
法
則
が
定
式
化
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
は
、
偶
然
で
は
な
い
。
收
盆
法
則

の
本
質
と
、
そ
の
全
秘
密
は
、
こ
の
中
に
見
出
さ
れ
る
。

次
に
、
第
二
の
命
題
ｌ
要
護
入
鐡
が
、
少
く
と
も
一
定
の
限
界
内
で
、
自
由
に
議
し
う
る
、
と
い
う
前
提
（
そ
れ
は
系
と
し

て
代
替
閥
係
を
伴
う
）
、
こ
の
側
面
に
こ
そ
、
既
述
の
如
く
、
グ
ー
テ
ン
ペ
ル
ク
は
收
盆
法
則
批
判
の
全
焦
鮎
を
向
け
て
い
る
。
（
三
、

参
照
）
固
定
的
要
素
が
、
軍
に
そ
の
現
在
商
の
み
な
ら
ず
、
交
付
す
る
給
付
、
し
た
が
っ
て
そ
の
利
用
密
度
を
も
一
定
と
す
る
と
き
に

は
、
愛
動
的
要
素
を
追
加
投
入
し
て
も
、
そ
れ
は
非
生
産
的
で
あ
る
。
た
野
、
す
べ
て
の
要
素
を
所
與
の
割
合
で
増
加
し
た
と
き
に
の

み
圭
霞
物
霊
憾
１
－
投
入
鉦
に
比
例
的
に
ｌ
生
ず
る
．
（
「
鑓
的
鐵
鰹
」
に
蕊
〕
他
方
圃
定
鯛
饗
素
の
利
用
霞
が
叢
す
る

場
合
に
は
、
愛
動
的
要
素
の
追
加
投
入
と
と
も
に
生
産
物
噌
加
が
生
ず
る
が
、
し
か
し
、
こ
の
生
産
物
増
加
分
に
は
、
固
定
的
と
假
定
さ

收
盆
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「
四
六

れ
走
直
繧
的
・
間
艤
的
講
要
素
の
邉
加
的
投
入
鐘
も
Ｉ
技
術
的
に
規
定
さ
れ
た
鑿
で
１
噸
っ
て
お
り
．
し
た
が
っ
て
、
い
わ
ゆ
る

偏
限
界
生
産
力
は
計
算
で
き
な
い
。
（
「
密
度
的
適
應
」
に
連
繋
）
か
く
て
、
一
方
、
固
定
的
要
素
を
措
定
し
、
他
方
、
愛
動
的
要
素
を
追

加
投
入
し
て
い
く
、
と
い
う
從
來
の
分
析
方
法
は
、
一
般
的
に
言
っ
て
、
工
業
生
産
の
技
術
的
諸
條
件
に
は
適
用
で
き
な
い
。
グ
ー
テ
ン

、
、
、
、

ペ
ル
ク
に
よ
る
收
盆
法
則
批
判
の
卓
越
性
は
、
ま
さ
に
、
》
」
の
鮎
に
見
出
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
の
も
の
で
は
な
い
。

厳
密
に
言
え
ば
、
生
産
要
素
の
追
加
的
投
入
と
い
う
概
念
そ
の
も
の
は
、
既
に
、
生
産
方
法
の
鍵
化
、
技
術
水
準
の
愛
動
を
前
提
と
し

て
い
る
。
逆
に
言
え
ば
、
生
産
方
法
の
鎚
化
の
蛙
憎
未
、
は
じ
め
て
生
産
要
素
の
追
加
的
投
入
は
可
能
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
相
互
凋
立

の
も
の
と
し
て
措
定
さ
れ
た
收
盆
法
則
の
第
一
の
命
題
と
第
二
の
命
題
は
、
理
論
の
う
え
で
は
、
相
互
に
排
除
し
合
う
完
全
な
る
自
己
矛

、
、
、
、
、
、

盾
で
あ
る
．
こ
の
こ
と
憾
、
收
鐡
法
則
謙
一
批
判
す
る
グ
ー
ー
ァ
ン
ペ
ル
〃
自
身
に
も
ｌ
彼
の
璽
諭
艤
成
が
形
式
的
純
粋
性
を
保
っ
て
い
る

か
ら
、
そ
れ
だ
け
明
瞭
に
ｌ
そ
の
漢
人
曇
篇
す
る
．
彼
に
あ
っ
て
も
、
生
霞
「
賞
用
魎
蝋
あ
る
い
は
雲
霞
と
費
用
」
ｌ
「
鍵
用

、
、
、
、
、

綴
過
」
ｌ
を
分
析
す
る
に
際
し
て
、
生
薑
讐
一
定
と
擬
制
し
て
、
そ
の
う
え
で
、
純
繍
に
量
的
な
要
素
比
例
の
鐘
動
あ
る
い

は
そ
れ
を
惹
起
す
る
外
的
原
因
で
あ
る
操
業
愛
動
の
み
が
、
孤
立
的
に
柚
離
さ
れ
て
考
察
さ
れ
る
。
（
五
の
㈲
参
照
）
し
か
し
、
操
業
鎚

動
に
對
す
る
豆
幾
度
的
適
臆
」
と
言
う
概
念
そ
の
も
の
は
、
彼
自
身
の
表
現
を
借
り
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
「
消
費
函
數
」
に
よ
っ
て
特
徴
付

け
ら
れ
た
技
術
的
諸
條
件
に
照
噸
し
て
、
經
管
設
備
な
ど
の
給
付
交
付
（
密
度
）
が
愛
化
す
る
こ
と
を
、
前
提
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

「
量
的
適
應
」
と
は
、
經
誉
手
段
の
現
在
高
そ
の
も
の
が
愛
化
す
る
こ
と
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
彼
自
身
も
認
め
る
如
く
、
「
と
り
わ

け
、
經
誉
が
時
間
的
お
よ
び
量
的
に
適
臓
す
る
と
き
に
は
、
短
期
的
適
臓
（
經
鶴
規
模
の
鍵
化
な
き
適
懸
Ｉ
筆
者
註
）
と
長
期
的
適
感

（
經
醤
墨
槐
模
の
愛
化
、
し
た
が
っ
て
生
産
條
件
の
質
的
愛
化
に
よ
る
適
應
ｌ
筆
者
註
）
と
の
間
の
推
移
は
、
流
動
的
で
あ
葎
一
」
結
論
的

に
言
え
ば
、
グ
ー
テ
ン
ペ
ル
ク
の
そ
れ
を
含
め
て
、
一
般
に
資
本
家
的
な
生
産
Ⅱ
傘
算
用
麺
數
の
展
開
、
あ
る
い
は
囿
躍
蚕
鍾
と
費
用
』
と
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い
う
問
題
は
や
自
己
矛
盾
す
る
論
理
鰐
成
の
う
え
に
立
っ
て
い
る
一
つ
の
擬
制
な
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
資
本
家
的
な
表
象
に
於
て
は
、
生
産
過
程
に
於
け
る
主
髄
と
客
艘
と
は
顛
倒
し
た
形
態
に
於
て
、
結
合
勢
働
の
諺
し
た
が
っ

て
勢
働
の
肚
樹
的
生
産
力
は
、
資
本
に
内
在
的
な
生
産
力
と
し
て
、
現
象
す
る
。
か
入
る
顛
倒
し
た
表
象
の
完
成
し
た
形
態
に
於
て
は
、

、
、

既
述
の
如
く
、
資
本
家
的
な
餐
用
諸
要
素
が
、
相
互
に
無
關
係
に
、
そ
れ
ぞ
れ
餐
用
を
榊
成
す
る
も
の
と
し
て
現
象
す
る
、
の
に
照
感
し

、
、
、
、

て
か
上
る
費
用
諸
要
素
の
直
接
的
な
質
料
的
擴
い
手
と
し
て
の
生
産
諸
要
素
は
、
相
互
に
凋
立
的
な
も
の
と
し
て
、
し
か
し
、
現
賢
の

、
、

、
、

生
産
過
程
に
於
て
は
軍
に
調
和
的
に
共
働
し
て
、
一
定
の
産
出
鐘
を
形
成
す
る
も
の
と
し
て
現
象
す
る
。
か
く
て
、
生
産
條
件
、
技
術
水

１
、

、
、

準
と
い
う
規
定
性
は
⑮
あ
げ
て
、
原
則
的
に
、
投
入
さ
る
べ
き
個
々
の
生
産
諸
要
素
の
側
面
に
限
定
さ
れ
る
に
至
る
。
つ
ま
り
、
個
々
の

ｂ

生
産
要
素
の
質
（
い
わ
ゆ
る
要
素
質
）
が
一
定
で
あ
る
と
措
定
さ
れ
る
限
り
、
い
わ
ゆ
る
要
素
比
例
が
鑓
動
し
て
も
、
生
産
諸
條
件
の
技

術
的
ｌ
組
織
的
性
格
は
不
鑓
の
ま
Ｌ
で
あ
る
と
概
念
さ
れ
る
に
至
互
か
上
る
擬
制
の
も
と
で
の
み
、
一
般
に
生
産
Ⅱ
愛
用
函
敬
、
し
た

が
っ
て
ま
た
「
操
業
度
と
費
用
」
問
題
が
展
開
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
經
蒼
經
濟
學
的
な
構
成
に
よ
れ
ば
か
上
る
「
短
期
理

論
」
が
、
い
わ
ゆ
る
「
長
期
理
筆
幽
の
基
礎
理
論
と
し
て
、
そ
の
出
發
鮎
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
「
操
業

▽
、
、
、

、
ｂ
も
、

度
と
費
用
」
、
一
般
的
に
言
』
》
へ
ぼ
、
生
産
Ⅱ
費
用
函
數
と
は
、
す
ぐ
れ
て
、
資
本
家
的
な
意
識
屑
に
於
け
る
、
資
本
家
の
意
識
的
活
動
、

經
管
賢
践
と
い
う
平
面
に
於
け
る
問
題
な
の
で
あ
る
。
勿
論
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
凋
占
段
階
に
入
っ
て
か
ら
の
。
遊
休
設
備
、
過
剰

、
、
、

投
資
の
一
般
化
と
い
う
現
象
が
、
総
じ
て
資
本
家
的
な
「
操
業
度
と
饗
用
」
問
題
の
展
開
を
支
え
て
い
る
歴
史
的
、
か
つ
現
鐵
的
な
基
盤

で
あ
る
こ
と
も
、
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
上
に
、
グ
ー
テ
ソ
ペ
ル
ク
に
よ
る
收
盆
法
則
批
判
の
上
述
の
如
き
局
限
性
の
根
櫨
と
、
ま
た

彼
に
よ
る
禰
極
的
な
生
産
Ｉ
費
用
函
敵
の
設
定
、
お
よ
び
費
用
経
過
の
原
理
的
な
直
線
性
を
導
出
す
る
論
理
構
成
の
意
義
と
そ
の
性
格
を

解
明
す
る
鍵
が
輿
え
ら
れ
て
い
る
。

收
盆
法
則
と
脛
餐
費
用
（
内
藤
）

一
四
七



㈲
さ
て
、
總
費
用
曲
繍
が
直
線
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
横
軸
に
對
し
て
、
箪
位
費
用
曲
線
が
漸
近
的
に
、
限
界
費
用
曲
線
は
１

１
比
例
霞
位
費
用
曲
線
に
等
し
く
ｌ
水
平
的
に
、
そ
れ
ぞ
れ
篭
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
．
だ
か
ら
、
蘆
線
的
な
費
用
慧
憾
、

「
經
覺
償
格
政
策
」
の
理
論
１
１
完
全
市
場
、
グ
ー
ー
ア
ン
ベ
ル
〃
の
「
市
場
形
態
シ
ニ
ー
マ
」
に
從
鍾
、
完
全
市
場
に
於
け
る
原
子

鯛
琴
」
の
も
と
で
の
そ
れ
Ｉ
に
、
一
つ
の
修
正
鐙
要
求
す
る
こ
と
に
な
る
．
と
言
う
の
陸
か
よ
る
「
市
謬
態
』
の
も
と
で
陸

限
界
收
入
曲
線
Ⅱ
個
格
直
線
と
限
界
費
用
曲
線
と
籍
亙
に
平
行
的
に
終
過
し
、
い
わ
ゆ
る
利
潤
極
大
の
賑
寳
璽
臓
能
力
の
上
限
に
ｌ

一
定
の
技
術
的
Ｉ
鶴
崎
設
繍
の
枠
内
で
可
能
な
最
大
限
の
震
出
鐵
に
ｌ
位
置
す
る
の
で
あ
っ
て
、
限
界
費
用
Ｉ
償
格
と
い
う
真
的

な
基
準
は
無
意
味
な
も
の
と
な
る
、
か
ら
で
あ
電
）
こ
Ｌ
で
は
、
こ
れ
以
上
、
「
償
格
政
策
的
」
領
域
に
は
、
深
く
立
ち
入
ら
な
い
こ
と
に

し
よ
う
。
し
か
し
、
「
經
誉
費
用
理
論
」
の
領
域
に
於
て
も
、
費
用
経
過
の
直
線
性
と
い
う
命
題
は
、
大
き
な
意
義
を
も
つ
。
い
わ
ゆ
る

「
費
用
分
解
』
ｌ
と
く
に
「
豊
鯛
費
用
分
解
」
〔
総
費
用
を
圃
定
的
部
分
と
比
例
的
部
分
と
に
分
解
す
る
方
法
〕
腱
、
少
く
と
も
近
似

的
に
直
線
的
な
経
過
を
綱
費
用
が
と
る
と
き
に
の
み
、
適
用
し
う
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
最
小
自
乗
法
と
い
う
統
計
學
的
技
術

が
發
展
せ
し
め
ら
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
依
然
と
し
て
數
學
的
な
操
作
以
上
の
も
の
で
は
な
い
。
だ
か
ら
、
総
費
用
の
轡
曲
し
た
経
過

を
主
張
す
る
「
傅
統
的
費
用
理
論
」
の
立
場
か
ら
は
、
「
數
學
的
費
用
分
解
」
は
原
理
的
に
否
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
に
も
が
上
わ
ら

ず
、
そ
れ
は
、
纏
蟇
践
的
慧
義
…
っ
ｌ
囑
護
策
や
鑿
蟇
な
ど
の
目
的
に
役
立
つ
ｌ
も
の
と
し
て
、
か
典
る
響
か
ら
從

來
展
開
さ
れ
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
費
用
経
過
の
直
線
性
と
い
う
命
題
峰
か
上
る
「
傅
統
的
費
用
理
至
凹
と
經
誉
賢
践
と
の
矛
盾
を

止
揚
し
、
「
數
學
的
費
用
分
解
」
に
理
論
的
基
礎
を
輿
え
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
關
連
に
於
て
、
い
わ
ゆ
る
「
計
謹
原
債
計
算
」

Ｓ
］
圏
鳥
。
§
日
ｇ
｝
目
目
色
に
言
反
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
上
で
は
、
經
警
管
理
の
武
器
と
し
て
の
「
計
錘
原
償
計
算
」
制
度
そ
の
も

の
に
立
ち
入
る
べ
き
餘
地
は
な
い
。
た
蟹
、
「
計
謹
原
償
計
算
』
の
措
定
す
る
費
用
経
過
が
問
題
な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
「
計
邇
原

一
四
八

け



●

隅
計
算
」
は
、
そ
の
主
要
な
一
側
面
が
原
価
場
所
別
の
計
遜
原
傾
の
算
定
に
あ
る
の
で
、
原
佃
の
場
所
別
管
理
と
い
う
観
鮎
か
ら
は
、
操

業
度
議
を
考
慮
に
入
れ
て
震
を
計
甑
す
る
こ
と
Ｉ
い
わ
ゆ
る
「
轤
力
飴
謹
原
憤
計
算
」
薑
匡
。
国
…
（
…
目
目
Ｅ
Ｉ

Ｉ
が
必
要
と
な
る
。
そ
れ
に
は
、
「
複
欺
豫
算
の
作
成
」
（
各
原
債
場
所
に
於
て
、
複
欺
の
原
債
計
謹
を
作
成
し
、
そ
の
中
で
若
干
の
主

要
な
操
業
度
に
對
し
て
各
原
債
要
素
を
先
輿
す
る
方
法
）
と
、
「
鍵
動
率
（
ぐ
凰
具
日
）
の
利
用
」
（
各
原
償
要
素
別
ま
た
は
原
債
グ
ル

（
５
）

－
プ
別
に
、
操
業
度
愛
動
に
對
す
る
原
価
愛
動
率
を
算
定
し
、
そ
れ
を
各
操
業
度
に
利
用
す
る
方
法
）
と
い
う
二
つ
の
方
法
が
あ
る
。
前

、
、

者
に
於
て
は
、
各
艤
算
の
間
で
は
、
す
べ
て
の
原
個
要
素
は
比
例
的
に
経
過
す
る
と
前
提
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
よ
り
進
ん
だ
も
の
で
あ

る
と
い
わ
れ
る
「
鎚
動
率
表
」
に
於
て
も
、
傾
斜
度
は
異
る
と
し
て
も
、
す
ぺ
て
費
用
は
原
理
的
に
直
線
的
に
經
過
す
る
も
の
と
假
定
さ

（
６
）
，

れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
計
謹
原
憤
計
算
」
は
、
「
欺
學
的
費
用
分
解
」
と
同
じ
理
論
的
前
提
の
う
』
え
に
立
っ
て
い
る
。
な
お
、
「
計

謹
原
償
計
算
」
の
も
う
一
つ
の
側
面
で
あ
る
原
便
員
錆
者
別
の
計
謹
原
便
の
算
定
に
於
て
は
、
一
定
の
正
常
操
業
度
を
基
礎
と
す
る
正
常

原
個
率
が
、
適
用
さ
れ
る
。
そ
れ
に
は
、
固
定
費
も
「
利
用
費
用
」
に
す
る
限
り
「
比
例
性
法
則
」
が
安
當
す
る
と
い
う
命
題
が
、
そ
の

理
論
的
支
え
を
な
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
説
明
す
る
を
要
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
か
く
て
、
グ
ー
テ
ン
ペ
ル
ク
の
結
論
す
る
饗
用
経
過
の

原
諾
直
線
性
な
る
命
震
彼
の
言
う
「
エ
業
原
騨
算
の
籍
近
代
的
な
形
態
た
る
計
震
憤
計
算
」
ｌ
そ
れ
は
一
九
五
○
年
以

來
、
ア
メ
リ
カ
の
指
導
の
も
と
に
展
開
さ
れ
っ
上
あ
る
「
生
産
性
向
上
運
動
」
の
一
環
で
あ
り
、
一
九
四
九
年
以
降
、
既
に
欺
同
に
わ
た

っ
て
開
催
さ
れ
た
「
計
班
原
憤
會
議
」
Ｓ
］
自
席
。
、
｛
の
口
国
顕
目
頤
）
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
一
つ
の
運
動
と
し
て
押
し
進
め
ら
れ
っ
上
あ
る
掴

力
な
經
誉
管
理
制
度
と
し
て
の
「
計
畳
原
債
計
算
」
１
１
に
、
理
論
的
支
柱
を
輿
え
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
グ
ー
テ
ン
ペ
ル
ク
生
産
Ｉ

費
用
理
論
の
賓
践
的
・
今
日
的
意
義
は
明
白
で
あ
ろ
う
。

が
Ｌ
る
費
用
醤
の
直
線
性
と
い
う
命
窪
共
邇
費
（
間
鬘
）
農
定
さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
ｌ
グ
ー
ー
ァ
ン
ペ
ル
〃
も
指
摘

收
盆
法
則
と
経
営
愛
用
（
内
蔵
）

一
四
九
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先
づ
、
グ
ー
テ
ン
ペ
ル
ク
は
、
原
償
計
算
制
度
に
於
て
周
知
の
個
別
費
（
直
接
饗
）
と
共
通
後
（
間
接
費
）
の
分
類
に
對
廠
し
て
、
一

方
、
産
出
量
に
画
掻
飾
に
依
存
す
る
要
素
投
入
量
と
、
他
方
、
機
械
設
備
な
ど
經
瞥
部
分
軍
位
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
、
闘
僑
”
に
産
出
鐘
に

依
存
す
る
要
素
投
入
愈
と
の
、
二
つ
の
關
係
を
風
分
す
る
。
後
者
に
於
て
は
、
間
接
費
配
賦
の
方
式
で
あ
る
原
佃
場
所
計
算
、
あ
る
い
は

生
産
中
心
鮎
な
る
計
算
技
術
を
背
景
と
し
て
、
機
械
設
備
の
技
術
的
給
付
と
、
そ
れ
に
直
接
的
・
間
接
的
に
閥
連
す
る
す
べ
て
の
要
素
投

入
量
１
１
機
械
自
魑
の
消
耗
量
、
工
具
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
潤
滑
油
な
ど
の
消
費
童
、
一
定
種
類
の
努
働
給
付
か
ら
、
土
地
需
要
、
利
子
費

、
、
、
、

、
、
、
、

梢
ま
で
を
含
む
す
べ
て
の
生
産
騨
鑛
梢
蔓
な
る
も
の
ｌ
と
の
間
に
臆
、
一
定
の
技
術
的
に
規
定
さ
れ
た
．
し
か
も
物
趣
鯛
な
依
議

係
、
い
わ
ゆ
る
「
梢
饗
函
敞
」
な
る
も
の
が
措
定
ざ
れ
葱
か
上
る
「
消
費
伽
徴
」
を
踏
褒
と
し
て
、
エ
業
生
髭
に
と
っ
て
代
表
的
な
も

一
五
○

している如一”トー鍔馳に一九一一一○年、司卜イッエ作機械業連合」（ご円の旨□①目鼻ｐ『夛「の『丙只直、ロ厨、。匡口①鳳呂臥産のロ）
の
第
一
一
一
一
一
總
會
で
行
わ
れ
た
講
演
で
、
シ
ュ
レ
ジ
ン
ガ
ー
（
の
．
、
・
屋
①
骨
碩
の
。
に
よ
っ
て
、
確
認
さ
れ
た
。
一
九
一
一
一
一
年
に
は
、
ヒ
ル

デ
プ
ラ
ン
ト
（
”
・
因
臣
①
耳
目
」
Ｃ
に
よ
っ
て
、
欺
學
的
方
法
を
基
礎
と
し
、
經
鹸
的
事
賢
を
●
も
考
慮
し
て
、
同
様
に
、
共
通
費
の
理
論

（
８
）

的
直
線
的
経
過
と
い
う
命
題
が
打
ち
出
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
司
利
盆
圃
表
」
（
”
の
口
厨
ず
晨
威
§
庁
国
巨
ご
臣
）
・
も
展
開
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

既
に
指
摘
さ
れ
た
ル
ン
メ
ル
、
ブ
レ
ッ
ト
、
ヘ
ン
ッ
ニ
ル
、
シ
蘂
ナ
イ
ダ
ー
な
ど
Ｉ
シ
蘂
ナ
イ
ダ
ー
が
適
切
に
も
通
べ
た
如
く
愛
用

の
簑
規
鬘
な
る
立
場
を
Ｌ
冨
煙
ｌ
も
、
グ
ー
｜
ア
ン
ペ
ル
ク
の
箒
形
成
に
、
面
欝
鳶
襟
と
し
て
も
、
つ
ら
な
っ
て
い

る
で
あ
ろ
う
．
が
し
か
し
、
か
Ｌ
る
愚
史
的
鮫
系
譜
は
と
も
か
く
、
グ
ー
一
プ
ン
ペ
ル
ク
生
薩
川
錘
川
禦
Ⅷ
ｌ
そ
れ
が
．
案
家
的
な

、
、

生
逢
‐
徴
用
理
論
の
櫻
丙
に
と
蝉
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
と
し
て
も
Ｉ
そ
の
特
質
そ
の
豊
謹
震
い
か
に
霊
さ

る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
彼
の
論
理
的
構
造
の
基
本
的
な
シ
ェ
ー
マ
を
、
再
構
成
し
て
い
く
過
程
の
う
ち
に
、
自
ら
浮
彫
に
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
。

げ
函
、

Ⅱ一

。
・
・
ｆ
’
ト
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、

の
と
主
張
さ
れ
る
「
Ｂ
型
生
産
函
数
」
が
設
定
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
ま
た
「
費
用
の
物
量
的
基
礎
」
が
確
定
さ
れ
る
に
至
る
。
（
囚
参

照
）
次
い
で
、
彼
憾
、
操
業
霊
に
針
す
る
繧
鶯
の
妻
技
術
的
適
霧
式
Ｉ
ヘ
ン
ッ
ニ
ル
の
表
現
を
借
り
麓
「
操
業
薑
』
の

具
髄
的
形
態
を
媒
介
と
し
て
、
「
操
業
度
と
費
用
」
、
費
用
経
過
の
問
題
に
接
近
す
る
。
「
密
度
的
適
臓
」
の
も
と
で
は
、
費
用
經
過
は

「
消
費
國
政
」
の
性
格
、
し
た
が
っ
て
「
Ｂ
型
生
産
國
數
」
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
、
經
誉
賢
践
へ
の
接
近
理
論
と
し
て
「
相
殺
効
果
の
理

論
」
が
展
開
さ
れ
る
。
「
時
間
的
適
懸
」
の
場
合
に
は
、
産
出
蝿
に
直
接
に
依
存
す
る
要
素
投
入
量
は
勿
論
の
こ
と
、
機
械
設
備
な
ど
の

霊
的
篝
鐵
用
も
震
た
産
出
蕊
に
比
例
し
、
１
１
固
定
費
腱
鰄
餐
用
曲
線
の
経
過
に
針
し
て
は
作
用
し
な
い
Ｉ
し
た
鰯
て
．
費
用

経
過
は
直
線
的
と
な
る
。
「
麺
的
適
阻
」
が
な
さ
れ
る
と
、
い
わ
ゆ
る
「
風
間
固
定
費
」
も
、
多
く
の
操
業
歴
間
を
通
じ
て
み
れ
ば
愛
動

的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
綿
費
用
の
経
過
は
、
同
様
に
直
線
的
と
な
る
。
し
か
も
、
エ
業
生
産
に
於
て
は
、
時
間
的
お
よ
び
量
的
適
噸
が

支
配
的
な
方
式
で
あ
る
と
さ
れ
る
か
ら
、
饗
用
經
過
の
原
理
的
な
直
線
性
が
導
出
さ
れ
る
。
な
お
、
密
度
的
、
迅
的
、
時
間
的
い
づ
れ
の

適
噸
形
式
に
於
て
も
、
固
定
饗
は
、
一
定
の
正
常
操
業
度
を
基
礎
と
し
て
計
算
さ
れ
た
正
常
原
償
率
を
基
準
と
し
て
、
「
利
用
饗
用
」
と

「
不
働
費
用
」
と
に
分
割
さ
れ
、
か
く
て
、
「
利
用
饗
用
」
に
は
「
比
例
性
法
則
」
が
安
當
す
る
に
至
る
。
（
五
、
饗
照
）

こ
う
み
て
く
る
と
、
グ
ー
テ
ン
ペ
ル
ク
の
生
産
ｉ
費
用
理
論
に
於
て
は
、
現
賢
の
計
算
諸
制
度
や
技
術
、
お
よ
び
管
理
の
具
艘
的
形
態
、
、

が
、
理
論
化
の
槙
粁
と
し
て
、
巧
妙
に
利
用
さ
れ
て
い
る
の
が
明
ら
か
に
な
る
『
」
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
グ
ー
テ
ン
ペ
ル
ク
の
理
論
そ
の

、
、
▽

も
の
の
中
に
は
Ｐ
管
理
的
な
、
然
り
、
資
本
家
的
管
理
の
色
彩
が
、
す
み
ず
み
に
至
る
ま
で
、
浸
透
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
一
一
二
口
に
し
て

言
え
ば
、
そ
れ
は
、
ま
さ
し
く
管
理
理
論
な
の
で
あ
る
。

勿
論
、
か
上
る
理
論
的
性
格
は
、
グ
ー
テ
ソ
．
ヘ
ル
ク
自
身
の
思
想
的
愛
遷
の
中
に
、
ま
た
、
彼
の
「
經
蒼
經
濟
學
原
理
」
を
貫
く
方
法

論
的
特
質
の
中
に
も
、
見
出
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
二
九
年
刊
行
の
「
經
掻
経
済
理
論
の
對
象
と
し
て
の
企
業
」
（
ロ
の
ご
具
の
日

收
盆
法
則
と
經
蟹
費
用
（
内
藤
）

一
五
一



一
五
二

の
汚
日
目
、
巳
の
。
の
、
の
ロ
、
国
ロ
』
ず
の
風
堅
〕
、
肴
吋
厨
：
呉
臣
ロ
ゲ
日
日
匠
の
◎
凶
の
）
に
於
て
は
、
グ
ー
テ
ン
ペ
ル
ク
は
、
企
業
を
ご
絹
互
に
依
存
關

係
に
あ
る
…
…
諸
赴
の
複
合
鰹
」
、
簡
潔
に
言
え
ば
「
反
腫
構
造
」
、
「
反
應
機
構
」
と
し
て
、
ま
た
、
經
管
活
動
を
「
函
數
的
諸
關
係
の

（
皿
）

（
ｕ
）

複
墓
匡
と
し
て
規
定
し
た
．
か
Ｌ
る
立
場
ｌ
い
わ
ゆ
る
「
近
代
的
函
麟
主
義
」
（
」
：
。
…
蜀
目
嵩
・
回
昌
…
）
な
る
立
場

は
、
「
経
管
經
濟
學
原
理
」
に
於
て
も
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
一
一
一
一
口
う
ま
で
、
も
な
い
。
し
か
し
、
「
經
誉
經
濟
學
原
理
」
で
は
、
前
著
と

、
異
っ
て
生
産
過
程
を
「
結
合
過
程
」
と
し
て
納
握
し
て
、
そ
れ
を
「
生
産
》
四
の
中
橿
的
地
位
に
据
え
、
か
つ
、
い
わ
ゆ
る
「
管
筆
下
Ⅱ

經
縛
尼
狛
趣
巴
。
官
理
的
要
素
）
に
「
結
合
職
能
世
の
婚
當
者
と
し
て
大
き
な
地
位
を
輿
え
る
の
み
な
ら
ず
、
「
非
合
理
的
屑
」
の
存
在
を

指
摘
し
て
、
か
上
る
惠
官
理
的
要
塞
こ
の
本
質
を
な
す
個
人
的
特
性
に
よ
っ
て
經
醤
の
質
的
水
準
は
規
定
さ
れ
る
、
と
述
べ
て
い
る
こ
と

の
中
に
、
上
述
の
如
き
特
色
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
彼
の
生
産
Ⅱ
繩
文
用
理
論
に
於
て
は
、
表
面
上
は
、
い
わ
ゆ
る
訶
繼
制
無
關
迦

餉
匡
な
「
経
済
性
原
則
」
に
よ
っ
て
巧
み
に
カ
ム
フ
ラ
ー
ジ
ュ
さ
れ
て
い
る
が
、
「
艘
制
關
連
的
匡
な
．
肱
賓
論
」
で
は
、
何
ら
慨
る
と

、
、

、
、

こ
ら
な
く
、
販
蔓
籏
的
圓
的
に
鯛
す
る
販
薗
簔
襲
手
段
の
關
麹
ｌ
震
た
、
そ
れ
ら
の
。
蝋
蕊
合
」
ｌ
鯲
、
論
璽
鰯
成
の
鑑

（
退
）

軸
と
な
っ
て
い
る
こ
と
の
中
に
○
も
、
現
わ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
ザ
イ
シ
ャ
ー
プ
（
国
・
の
①
厨
、
げ
島
し
が
、
グ
ー
テ
ソ
ペ
ル
ク
の
経
瞥
經

〈
凪
）

濟
學
を
評
し
て
、
「
フ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
」
な
、
も
の
と
し
た
の
○
も
、
何
ら
不
思
議
で
は
な
い
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
今
日
、
西
ド
イ
ツ
に
於
て
支
配
的
な
ネ
オ
リ
ペ
ラ
ー
レ
ン
流
の
二
つ
の
經
濟
艫
制
、
い
わ
ゆ
る
二
ｍ
場
経
済
魑

制
」
と
つ
中
央
管
理
艘
制
」
と
を
措
定
し
、
そ
の
何
れ
か
ら
も
超
越
し
た
「
髄
制
無
關
連
的
事
変
」
と
し
て
、
か
上
る
生
産
Ⅱ
糺
鐵
用
理
論

を
位
置
づ
け
る
と
こ
ろ
に
、
グ
ー
テ
ソ
ペ
ル
ク
の
時
局
認
識
が
潜
ん
で
い
る
の
で
蝿
輕
泌

〆
□
ｂ
▽

〔
補
註
〕
ク
ー
テ
ソ
ペ
ル
ク
生
産
Ⅱ
愛
用
理
論
の
綜
括
的
な
意
義
と
、
系
譜
的
地
位
を
規
定
す
る
た
め
に
は
、
ア
メ
リ
カ
に
於
て
近
時
嚢
連
し
た
と

、
ｂ
ｂ

こ
ろ
の
，
一
一
雫
「
・
プ
ロ
グ
ー
マ
ク
グ
ー
合
せ
て
、
そ
れ
と
鱸
蕊
鎗
に
鰯
趣
す
る
と
考
え
ら
れ
る
ダ
イ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
ｌ
の
間
麺
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